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近
世
農
村
に
お
い
て
奉
公
人
的
雇
用
関
係
の
も
つ
意
味
は
軽
視
出
来
な
い

よ
う
で
あ
る
。
領
主
法
、
村
法
、
家
法
の
上
に
お
い
て
も
奉
公
人
に
つ
い
て

の
規
制
や
配
慮
は
鷹
々
見
出
す
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
時
の
農
村
や
農
家
生
活

・
農
業
経
営
（
一
定
規
模
以
上
の
）
に
お
い
て
、
奉
公
人
の
存
在
は
一
応
の

前
提
と
な
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
奉
公
人
と
云
つ
て
も
、
隷
属
度
の
濃
い
譜
代
下
人
や
質
物
奉
公

資

近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源
，
け

一
、
は
し

が

き

秀

村

選

ー
ー
ー
北
九
州
の
事
例
ー
—
•

近
憔
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

一
、
は
し
が
き

二
、
地
域
的
考
察

三
、
階
層
的
考
察
（
以
上
木
号
）

四
、
む
す
び

料

（一）

人
が
あ
り
|
—
こ
れ
ら
は
所
謂
屑
用
関
係
で
は
な
い
が
、
雇
用
関
係
の
源
流

と
し
て
重
要
|
|
、
年
季
奉
公
人
と
い
え
ど
も
種
々
の
歴
史
的
性
格
の
差
違

が
あ
る
。
ま
た
日
雇
（
季
節
雇
も
含
め
て
）
も
初
期
か
ら
諸
種
の
性
格
の
も

の
が
存
在
し
て
い
て
、
こ
れ
も
奉
公
人
と
共
に
考
察
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ

う。
小
稿
で
は
此
等
奉
公
人
や
旦
贋
が
如
何
な
る
地
域
、
如
何
な
る
社
会
的
階

層
よ
り
析
出
・
供
給
せ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
供
給
源
を
さ
ぐ

り
、
雇
用
史
研
究
の
資
料
に
供
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
個
別
的
研
究
に
基
づ
き
、
夫
々
の
様
相
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
史
料
の
制
約
上
、
一
農
村
・
一
農
家
の
比
較

的
短
期
間
の
奉
公
人
・
旦
雇
に
つ
い
て
は
或
程
度
窺
い
得
て
も
、
近
世
を
通

じ
て
考
察
し
、
歴
史
の
動
向
を
知
る
こ
と
は
困
難
で
、
単
な
る
一
個
別
事
例

に
終
る
こ
と
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
北
九
州
の
農
村
〔
特
に
筑

前
・
筑
後
・
豊
前
・
肥
前
（
鍋
島
領
・
対
州
領
）
〕
の
う
ち
で
も
、
と
く
に

そ
の
平
坦
部
の
地
帯
に
つ
い
て
、
農
村
構
造
上
い
さ
さ
か
の
差
違
は
あ
る
に

せ
よ
、
巨
視
的
に
は
ほ
ぽ
同
じ
類
型
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
農
村
・
農
家

の
史
料
に
よ
り
一
応
近
世
全
期
を
通
じ
て
考
察
し
た
い
と
思
う
。

こ
れ
ら
の
村
落
は
、
発
展
の
速
度
に
遅
速
は
あ
る
が
、
一
般
に
は
標
準
的

高
持
で
あ
る
本
百
姓
と
、
こ
の
ほ
か
本
百
姓
以
下
の
零
細
な
小
高
持
（
又
は

無
高
）
の
水
呑
層
〔
小
百
姓
〕
を
以
て
構
成
さ
れ
る
村
落
で
あ
り
、
本
百
姓

の
多
く
は
駆
々
そ
の
下
に
名
子
を
従
え
て
い
る
が
、
名
子
制
度
の
濃
度
は
時

第
二
十
七
巻

第
二
号

七
七



近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

代
を
下
る
ほ
ど
稀
薄
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
即
ち
名
子
は
近
世
全
期
を
通
じ

て
、
一
面
に
於
て
本
百
姓
の
傍
系
親
・
譜
代
下
人
の
分
立
、
本
百
姓
•
水
呑

層
か
ら
の
顛
落
、
又
は
他
村
よ
り
の
流
入
者
に
依
つ
て
再
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ

た
が
、
他
面
に
は
不
断
に
向
上
・
上
昇
し
つ
つ
解
放
せ
ら
れ
、
殊
に
中
期
以

降
は
名
子
制
度
は
殆
ん
ど
意
味
を
も
た
な
く
な
っ
て
を
り
（
農
業
上
の
夫
役

も
軽
微
、
或
は
記
録
上
殆
ん
ど
見
出
し
得
ぬ
程
度
）
、
名
I

子
の
数
も
漸
誡
の

傾
向
を
示
し
、
幕
末
に
至
っ
て
は
殆
ん
ど
消
滅
し
、
或
は
た
と
え
「
名
子
」

と
称
せ
ら
れ
る
農
民
が
存
在
し
て
も
そ
の
実
態
は
水
呑
層
に
極
め
て
近
い
内

）
 
ー

容
を
も
つ
に
至
っ
て
い
た
。

か
か
る
状
況
で
あ
る
か
ら
、
．
本
百
姓
の
う
ち
、
そ
の
上
層
部
の
手
作
経
営

に
お
け
る
主
要
な
労
働
力
は
、
名
子
の
夫
役
で
な
く
し
て
奉
公
人
の
雇
用

|
ー
恒
常
的
に
は
質
奉
公
・
年
季
奉
公
、
臨
時
的
に
は
日
雇
（
季
節
扉
）

ー
に
依
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
百
姓
の
う
ち
特
に
庄

屋
・
大
庄
屋
等
の
村
役
人
層
農
民
は
、
村
役
人
給
米
を
受
け
つ
つ
貢
租
収
取

機
構
に
寄
生
す
る
高
利
貸
資
本
と
し
て
成
長
し
、
広
汎
に
「
質
地
」
を
取

り
、
こ
れ
を
顛
落
に
瀕
せ
る
本
百
姓
或
は
多
数
の
水
呑
に
小
作
せ
し
め
て
お

り
、
更
に
農
産
物
（
米
・
辛
子
・
櫨
実
•
生
卵
等
々
）
取
引
の
商
人
1
1

問
屋
で
も

あ
っ
炉
。
か
く
の
如
く
彼
等
の
前
期
的
資
本
1
1
寄
生
地
主
の
性
格
は
否
定
出

来
な
い
に
せ
よ
、
他
面
彼
等
は
商
農
業
か
ら
遊
離
せ
ず
、
ニ
ー
四
町
の
手
作

経
営
を
な
し
て
い
た
。
勿
論
そ
れ
は
名
子
主
の
大
手
作
の
系
統
を
引
く
も
の

も
多
く
、
未
だ
主
穀
経
営
の
段
階
に
あ
る
け
れ
ど
も
、
広
く
商
品
・
貨
臀
経
済

の
波
に
さ
ら
さ
れ
て
変
質
し
つ
つ
あ
り
、
殊
に
櫨
蛾
板
場
・
製
茶
場
・
製
塩

（一）

第
二
十
七
巻

第
二
号

業
・
石
炭
採
掘
業
・
運
漕
業
等
を
兼
営
す
る
も
の
も
現
わ
れ
て
い
て
、
限
界

は
あ
る
に
せ
よ
、
明
治
前
期
ま
で
の
彼
等
の
生
産
へ
の
積
極
的
態
度
は
無
視

し
難
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
未
だ
研
究
が
不
充
分
で
あ
り
、
殊
に
兼
営
せ
る
作
業

坦
内
部
の
雇
用
関
係
に
つ
つ
い
て
は
具
体
的
史
料
が
不
備
な
の
で
後
日
の
研

究
に
侯
つ
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
農
業
奉
公
人
を
中
心
と
し
て
論
を
進
め
た

い
と
思
う
。

右
に
述
べ
た
所
は
、
同
じ
九
州
で
も
名
子
側
度
を
長
く
存
続
せ
し
め
た
山

間
部
の
停
滞
的
村
落
や
、
郷
士
制
度
と
門
割
制
度
に
特
徴
づ
け
ら
れ
た
「
封

建
制
の
極
北
」

1
1
薩
藩
を
頂
点
と
す
る
南
九
州
諸
藩
領
、
或
は
木
庭
作
と
在

郷
給
人
1

名
子
・
被
官
・
奴
婢
制
を
特
徴
と
す
る
対
馬
な
ど
と
明
か
に
区

別
し
得
る
一
類
型
を
な
し
、
恐
ら
く
屡
々
近
世
農
村
に
つ
い
て
一
般
的
に
説

か
れ
る
構
成
に
接
近
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
小
稿
の
考
察
す
る
と
こ
ろ
は

単
に
一
北
九
州
の
地
域
以
上
に
そ
の
類
推
は
拡
が
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
は
北
九
州
農
村
の
構
造
を
型
と
し
て
叙
述
す
る
た
め
、
一
応
の
限
定

を
加
え
た
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
農
村
に
お
い
て
奉
公
人
が
供
給
せ
ら
れ
る

地
域
的
範
囲
と
、
析
出
せ
ら
れ
る
社
会
的
階
層
を
窺
い
、
時
代
の
動
向
と
関

連
せ
し
め
つ
つ
、
そ
の
変
化
・
発
展
の
跡
を
辿
つ
て
み
よ
う
。

注
①
簡
単
に
は
「
福
岡
県
農
地
改
革
史
」
上
巻
、
四

0
五
1

四一

0
頁
参

照
。
な
お
此
の
地
域
の
名
子
制
に
つ
い
て
は
拙
稿
、
近
世
大
名
頷
国
に

お
け
る
夫
役
の
諸
形
態
（
九
州
文
化
史
研
究
記
要
第
五
号
）
六
一
ー
六

七
八



第 1表 鎌田家の質奉公人出身地

近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

出 身 地 男 女

御

床

触

（一）．

村
浦
村
村
村
村
村
村
村
村
村
村
浦

丸

床

町

志

塚

吉

比

志

田

山

家

家

金

御
新
岐
貝
小
師
油
泊
浦
辺
寺
久
久

3

―
-
2
-
2
 

-
2
2
 

1
1
1
4
1
-
1
2
1
1
-
1
1
 

l

、

地

域

的

考

察

村
村
村
村
村
明

LJ 

原
坂
雲
久
一
領公

井
三
一
二
多

巳

＿

恰

土

郡

御

不

潤 村 2
 

計

了 1

1 -
- 1 

- 1 

5 1 

18 21 

五
頁
、
徳
川
期
に
お
け
る
農
家
の
年
中
行
事
記
録
（
喜
多
野
清
一
•
岡

田
謙
編
「
家
ー
そ
の
構
造
分
析
」
所
収
）
を
参
照
。

③
「
福
岡
県
農
地
改
革
史
」
上
巻
、
四
一
0
—
三
頁
参
照
。

〔

1
〕
村
内
乃
至
近
村
（
村
切
・
触
切
）

封
建
社
会
に
お
け
る
農
民
は
土
地
へ
緊
縛
さ
れ
、
自
由
な
移
動
を
禁
止

•
制
限
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
又
農
民
の
生
活
厖
は
事
情
に
よ
り
村
を

超
え
る
こ
と
が
あ
る
に
せ
よ
、
一
般
的
に
は
村
落
を
中
心
と
し
近
村
を
限

界
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
れ
ば
農
村
奉
公
人
の
供
給
も
村
内
乃
至

近
村
よ
り
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
訳
で
あ
る
が
、

そ
の
予
想
は
史
料
の
上
で
も
一
応
実
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

近
世
初
期
の
人

身
売
券
は
そ
の
残

存
数
が
少
い
の

で
、
あ
ま
り
強
い

こ
と
は
云
え
な
い

が
、
数
通
の
売
券

で
見
る
と
こ
ろ
で

は
売
主
（
人
主
）

の
居
村
は
買
主
の

~
’
~
 
ー

近
村
で
あ
る
。
ま

た
筑
前
国
志
摩
郡

御
床
村
鎌
田
家
の

元
腺
十
四
年
（
一

七

oI
)

よ
り
享

保
四
年
（
一
七
一

九
）
に
至
る
ま
で

約
二
十
年
間
の
質

奉
公
人
の
出
身
地

を
表
示
す
れ
ぽ
第

1
表
の
と
お
り

で
、
ほ
と
ん
ど
触

内
の
近
村
・
村
内第

二
十
七
巻

第 2表 筑後国生葉郡山北村（田代組内）における奉公人の出生地

第
二
号

七九

奉公人 Ii 山北村生葉郡田，，I 生代葉組郡外諸田領内他郡I 他 領
総数 代組諸村村 1 

享(17保20)5 39人(3) 2t 7人(2)！ I I 2人
人 1 人
0 5(1) 〔日田幕領4〕

1， 小倉領l

享c1保129)14 I I 24(1) 18 

゜
2 1 I 3(1) c日田幕領2〕

小倉領l

延享 5 11(1) 1 1 

゜I。
(1748) 13(1) 

宝暦 3 19 I 3(1) 3 
I ゜゜

(1753) 25(1) 
I 

〔備考〕各年「生葉郡山北村宗門御改人別帳」（河北家文書）に依り作成。

（ ）内は左人数中の女奉公人数を示す。



第 3表 嘉永 5年豊前国田川郡金田手永における奉公人の出生地

田川郡田川郡 領内他領
計自村内諸手村永内 手諸村永外 他 郡 （筑前） 不 明

I 人人人人人 9 人人

金田村夏I1闘23 1}10 環}11 呂}2 『}1 『l1 喜}54 
金田手永男 I77} 221 24} 門I I o ｝ o ｝ 126 ｝ 
(13ケ村計）女 17 94 15 37 12 36 3゚ 2 2 1 1 47 173 

〔備考〕 「田川郡村々男女奉公人御改帳」 13冊（六角家文書）に依り作成。

金田村以外の12ヶ村も金田村の如く表示出来るが、一括して金田手

永としての総計を出した。

近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

け

で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

さ
ら
に
宗
門
人
別
改
帳
に

よ
っ
て
享
保
五
ー
宝
暦
三
年

（
一
七
―

1
0
ー
五
―
―
-
）
の
筑
あ
ら
し

後
国
生
葉
郡
山
北
村
の
荒

こ
S子
及
び
嘉
永
五
年
（
一
八
五

―
-
）
の
豊
前
国
田
川
郡
金
田

手
水
(
+
三
ケ
村
）
の
奉
公

人
（
年
季
）
の
出
生
地
を
調

べ
る
と
第
2
.
3
表
の
如
く

で
あ
る
。
勿
論
こ
れ
は
史
料

の
性
質
上
出
生
地
で
あ
っ
て

厳
密
で
は
な
い
が
、
村
内
出

生
の
者
が
最
も
多
く
、
組
（
手

永
）
内
、
郡
内
の
諸
村
が
そ

れ
に
次
ぎ
、
そ
れ
ら
も
自
村

に
近
接
す
る
諸
村
で
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
或
程

度
の
推
測
が
出
来
る
で
あ
ろ

う。

第
二
十
七
巻

〔
補
説
〕
山
北
村
の
場
合
、
他
領
よ
り
荒
子
と
し
て
入
村
せ
る
者
あ
る
こ

と
後
述
す
る
所
で
あ
る
が
、
又
他
餌
よ
り
一
家
を
引
き
つ
れ
入
村

し
、
村
内
に
居
住
し
生
活
す
る
者
も
賑
々
あ
り
彼
等
は
名
子
に
な
る

事
も
多
か
っ
た
（
各
年
の
山
北
村
増
減
控
帳
、
河
北
家
文
書
）
。
さ

れ
ば
表
中
他
領
出
生
者
の
項
に
は
か
か
る
他
頷
出
生
に
し
て
山
北
村

に
居
住
せ
る
者
も
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

‘‘,‘ 3
 

而
し
て
、
奉
公
人
の
出
奉
公
は
村
役
人
に
届
出
を
要
し
、
事
に
よ
っ
て
他
村

へ
の
出
奉
公
を
停
止
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
享
保
六
年
（
一
七
ニ
―
)

に
右
の
山
北
村
で
は
、
『
去
夏
山
汐
洪
水
大
変
二
付
難
儀
之
時
節
二
候
間
当

ーヽ、4
 

年
出
人
奉
公
人
徊
停
止
之
由
被
仰
付
候
』
と
見
え
、
又
肥
後
で
は
他
村
へ
奉

公
人
を
出
す
時
は
石
高
と
人
畜
の
釣
合
を
村
役
人
が
調
査
す
べ
き
こ
と
、
人

）
 
5
 

数
少
き
時
は
奉
公
人
を
召
返
す
べ
き
こ
と
さ
え
述
べ
て
い
る
。
領
主
の
農
民

統
制
の
一
環
と
し
て
奉
公
人
の
出
入
は
統
制
・
制
限
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る。
か
く
て
自
村
乃
至
近
村
を
原
則
と
し
た
こ
と
は
、
筑
前
福
岡
藩
に
お
い
て

も
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
冬
に
壱
年
居
や
質
奉
公
人
を
一
郡
限
り
に
お
い

て
召
置
く
べ
き
こ
と
を
触
れ
て
お
り
、
次
の
史
料
の
よ
う
に
鞍
手
郡
下
原
村

の
者
が
粕
屋
郡
八
田
村
へ
無
断
で
奉
公
に
出
た
た
め
処
罰
さ
れ
た
例
が
あ

る
。
す
な
わ
ち

『
一
、
下
原
村
彦
市
娘
、
八
田
村
百
生
甚
内
と
申
者
壱
年
居
、
下
原
庄
屋
へ

、
‘
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

も
不
相
断
召
置
申
候
、
去
冬
か
郡
こ
壱
年
居
・
質
奉
公
人
共
郡
切
二
被
仰

第

二

号

八

〇



第 4表

近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

安永6~文化10(1777-1813)筑前国井原村

三苫家における奉公人の出身地

け

さらに文政四年(-八ニ―)には、

『一、荒仕子・下女奉公人居合之儀ハ田畠仕向之根元二付、御定

I出身村名 1男 l女 1計 11 出身村巴l男 i女 i計

井原村 i叫 8人I2tlI I I 上臣村 n: ! 0 t 'L 
恰高祖村 2 I 2 恰徳永村
土末永村 2 'Z 土郡 飯氏村 0 1 12 

王丸村 1 1 他大門村 1 0 

郡 川原村 0 1 触三雲村 1 0 

井 西堂村 4 5 48 
井田村 1 2 

原 瑞梅寺村 1 1 波多江村

゜
1 

)5 

山北村

゜
2 I 志 潤村 1 

゜触
雷山村 9 I I 1 ］ 

摩
井田原村 2 

゜三坂村 I3 6 I 
郡
岐志村

゜
1 

津中恰七蔽持村I1 0f,  不詳（無記戟） 6 I 6 I 12 
領郡飯原村 0 2 総 計 I56148 104 
〔備考〕「米銭指引帳」（三苫家文書）に依り作成。

付
候
、
右
御
触
事
不
承
付
、
不
届
之
由
二
而
、
下
原
村
斗
蔵
二
亥
六
月
廿

‘,’ 6
 

九
日
御
入
被
成
、
七
月
六
日
出
籠
被
仰
付
候
』

第

二

十

七

巻

第

二

号

八

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

之
給
銭
ヲ
以
、
其
村
切
、
触
切
速
二
居
合
、
其
上
二
而
他
触
二
出
替
い
た

し
、
風
俗
宜
敷
奉
公
出
精
相
勤
可
申
候
』

と
達
し
て
お
り
（
触
と
は
大
庄
屋
管
轄
の
区
域
を
云
う
、
他
藩
の
組
・
手
永

に
あ
た
る
）
、
筑
前
国
恰
土
郡
井
原
村
の
三
苫
家
（
大
庄
屋
）
に
お
け
る
安

永
六
年
ー
文
化
十
年
（
一
七
七
七
ー
一
八
―
―
―
-
）
の
奉
公
人
百
四
人
に
つ
い

て
そ
の
出
身
村
を
見
て
も
第
4
表
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

又
文
化
十
一
年
・
文
政
三
年
(
-
八
一
四
・
ニ

0
)
に
右
の
井
原
触
諸
村

に
お
い
て
、
夫
々
他
村
と
の
間
の
出
奉
公
人
・
入
奉
公
人
を
表
示
す
れ
ば

第
5

表
の
如
く
で
あ
り
、
触
内
の
奉
公
最
も
多
く
、
郡
内
の
他
触
•
他
郡
の

順
に
な
っ
て
い
る
。
（
史
料
の
性
質
上
各
村
落
内
部
に
お
い
て
摂
取
さ
れ
る

奉
公
人
数
は
不
明
。
な
お
志
摩
郡
・
早
良
郡
は
夫
々
恰
土
郡
の
北
部
・
東
部

に
隣
接
す
る
郡
で
あ
る
）
。

以
上
は
質
奉
公
人
・
年
季
奉
公
人
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
の
で
あ
る

が
、
大
体
の
傾
向
は
窺
え
た
と
思
う
。
同
様
の
事
例
は
枚
挙
に
退
な
き
程
で
、

肥
後
国
合
志
郡
南
弘
生
村
工
藤
家
の
作
子
に
つ
い
て
は
原
田
敏
丸
氏
が
良
い

8
 

例
を
挙
げ
て
い
ら
れ
る
。

次
に
季
節
雇
〔
は
ん
き
、
五
月
居
り
、
秋
居
り
〕
．
旦
雇
に
つ
い
て
も
同

様
の
こ
と
が
云
え
る
よ
う
で
あ
る
。
前
掲
井
原
村
三
苫
家
に
お
い
て
天
保
以

降
明
治
に
至
る
季
節
雇
．
旦
雇
は
そ
の
出
身
地
に
つ
い
て
史
料
が
す
べ
て
記

載
し
て
い
な
い
の
で
確
実
な
こ
と
は
云
え
な
い
が
、
少
く
と
も
肩
書
に
地
名

（
賀
）

の
書
か
れ
た
者
は
天
草
、
唐
津
領
唐
泊
、
鍋
島
領
佐
我
町
の
者
数
名
を
除
い



，
 

て
は
、
す
べ
て
近
村
の
者
で
あ
っ
た
。
（
記
載
な
き
も
の
は
恐
ら
く
村
内
の

者
で
は
あ
る
ま
い
か
。
）
或
は
筑
前
国
嘉
麻
郡
綱
分
村
有
松
家
（
大
庄
屋
）

に
於
て
も
慶
応
二
年
(
-
八
六
六
）
に
雇
用
せ
る
日
屈
の
出
身
地
を
見
る
に

弟
6
表
の
如
く
で
あ
り
、
肥
前
島
原
の
者
を
除
き
す
べ
て
村
内
乃
至
近
村
で

第 5表 文化11年・文政 3年における恰土郡

井原触奉公人出入表
近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

第
二
十
七
巻

ある。以上窺った所から年雇・季節屈．旦雇共に村内乃至近村を

原則とすることが知られるが、農民が居村に緊縛されず、他村へ

奉公していることは注意してよい。

出奉公人 入奉公人

村 名
触村へ内諸1郡触へ諸内他村1l他郡摩郡）・早へ（志良 村触内よ諸り11郡触よ諸内り他村他摩り郡郡．）（志よ

井原村｝ 2゚人
21 人 1人

｀ 
誓I0人

゜
12 1 

高祖村］ 4 2 2 2 
2 

2゚ 1゚ ゜2 

゜
末永村介 II ， 

゜゚ I゚ ゜ : I ゚゚ ゜1 

゜
王丸村介 2 1 

゜゚ ゜
~I I 
゜゚ ゜゜ ゜

飯場村 A BI l I 
名I
゜゚ ゜
g I I 
゜゚ ゜゜ ゜

川原村］ 1 1 

゜゚ ゜ ゜゚ ゜゚ ゜゜ ゜
西堂村心 ~I 2 1 ゜ 2 1 

゜゚ ゜゜ ゜
瑞梅寺村 A B 3 5 

1゚ 

I 6 I 6 g 
゜

山北村 AB 3 5 
1゚ 

1 

1゚ ゜゚ ゜゜ ゜
高上村 A B I 1 1 0 o 

゜
2 1 

゜゚ ゜゜ ゜
雷山-村 A B -O 4 0 1 I 

゜ ゜゚ ゜゚ ゜゜ ゜
三坂村 A B 1 1 g I 1 3 0 0 

゜
4 0 0 

A 20 
7 7 
6 -220 8 - 1 1 0 1 . 

計 B 26 3 

（一）

第

二

号

八

〔備考〕文化11年・文政 3年「恰土郡面役根帳」に依り作

成。各村のAは文化11年、 Bは文政 3年の人数を

夫々示す。

武家奉公・寺院奉公は一応除外した。尚文政 3年

触内の出入数合計が合致しないが、原文のままと

した。



〔

2
〕

領

国

内

農
民
の
「
土
地
へ
の
緊
縛
」
は
封
建
社
会
の
本
質
的
要
素
と
し
て
説
か
れ

る
所
で
あ
る
が
、
わ
が
国
近
世
に
お
い
て
は
、
農
民
は
直
接
的
耕
地
や
「
高

請
地
」
或
は
居
村
に
緊
縛
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
領
国
内
に
お
い
て
は
地

理
的
・
社
会
的
・
経
済
的
事
情
に
し
た
が
っ
て
相
当
自
由
に
移
動
す
る
に
至

。

つ
て
い
た
。
こ
と
に
中
期
以
降
は
百
姓
が
相
当
遠
隔
地
に
年
季
奉
公
・
旦
雇

,̀' 
ー

を
し
つ
つ
転
々
と
し
、
名
子
或
は
逃
亡
せ
る
奉
公
人
が
領
内
の
相
当
遠
隔
地

2
 

に
旦
雇
と
し
て
入
込
み
、
ま
た
島
嶼
か
ら
農
村
へ
季
節
雇
に
来
る
慣
行
も
出

第 6表 有松家の日雇

近世農村奉公人の供給源け

出身村名 I 

日 雇

男 I 女 I 計
自庄綱分村 I11人 I 3人 I14人
赤坂村 6 4 10 

嘉 入水村 1 

゜
1 

麻
有安村 1 

゜
1 

郡

内 下山田村 1 

゜
1 

佐与村

゜
1 1 

□ 飯塚村 1 3 4 

郡片島村

゜
1 1 

他
肥前島原 （塁1ぃ 1 

゜ (2) 領

I不 明 I 6 I 3 I 
， 

〔備考〕慶応 2年「諸控水帳」（有松家文書）に

依り作成。各人の雇用日数に長短あるは勿論

である。他に年雇男 3人、女 3人あり。

尚本表には大工・左官等々の職人の雇用は除

外した。

第

二

号

八

8
 

来
て
い
た
。
後
期
に
は
名
子
を
は
じ
め
貧
農
層
よ
り
「
暮
佗
」
（
生
活
難
）
の

4
 

た
め
欠
落
す
る
者
が
多
く
、
そ
れ
に
照
応
す
る
よ
う
に
各
地
に
領
内
判
外
の

5
 

者
の
日
雇
稼
を
点
々
と
見
出
す
の
で
あ
る
。

大
さ
れ
て
い
て
、
他
領
に
出
る
こ
と
こ
そ
最
も
厳
禁
さ
れ
て
い
た
と
見
る
べ

き
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
初
期
に
は
他
領
へ
の
人
売
・
人
質
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、

領
内
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
強
い
態
度
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
は
い
な
い
よ

6
 

う
で
あ
る
。
慶
長
十
一
年
（
一
六

0
六
）
福
岡
藩
で
は
『
郡
中
之
男
女
に
よ

‘,' 

ら
す
他
国
へ
売
候
儀
停
止
之
事
』
と
令
し
、
又
対
馬
藩
で
も
万
治
以
降
屡
々

8
 

他
国
へ
の
人
売
・
人
質
を
禁
止
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
対
馬
藩
の
飛
地
た
る

，
 

肥
前
国
田
代
に
お
い
て
も
下
令
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
肥
前
鍋
島
領
で
は
承

、、

応
元
年
（
一
六
五
二
）
十
二
月
に
『
領
中
之
者
、
他
領
に
質
二
置
儀
可
為
停

。22
 

止
事
』
と
あ
り
、
同
四
年
四
月
「
定
」
、
貞
享
、
元
腺
、
享
保
の
「
年
行
司

2
 
2
 
掟
」
に
は
同
様
の
原
則
が
貰
い
て
い
る
。
或
は
肥
後
細
川
藩
で
は
入
部
直
後

、、

の
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
十
二
月
に
国
中
の
庄
屋
に
対
し
『
他
国
へ
人
を

‘,‘ 8
 
2
 

う
る
ま
し
き
事
』
と
達
し
他
領
へ
の
人
売
・
人
質
に
対
し
厳
罰
を
も
っ
て
臨

功

ん
だ
の
で
あ
っ
た
。第

二
十
七
巻

し
た
が
っ
て
「
土
地
へ
の
緊
縛
」
は
む
し
ろ
l

大
名
領
主
の
藩
領
域
に
拡



〔

5
〕
領
国
を
超
え
る
人
身
売
買
・
奉
公

右
に
う
か
が
っ
た
禁
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
於
て
は
農
民
が
他
国

•
他
領
へ
流
入
し
奉
公
す
る
こ
と
は
初
期
よ
り
屡
々
行
わ
れ
た
所
で
あ
っ

て
、
全
国
各
地
に
そ
の
事
例
が
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
当
地
方
に
お
い
て

も
古
く
は
人
身
売
買
の
形
態
で
な
さ
れ
た
こ
と
は
次
の
秀
吉
の
朱
印
状
を
以

て
し
て
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち

と
令
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

さ
ら
に
人
売
・
人
質
に
か
ぎ
ら
ず
他
領
へ
の
出
奉
公
は
後
年
ま
で
禁
止
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
古
く
は
肥
前
唐
津
領
に
お
い
て
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）

5
 
2
 

に
奉
公
人
を
『
他
領
に
出
事
堅
禁
制
之
事
』
と
見
え
て
お
り
、
福
岡
藩
で
は
6
 
2
 

享
保
十
九
・
ニ
十
年
（
一
七
一
二
四
•
五
）
に
他
領
へ
の
出
奉
公
を
禁
止
し
文

2
 

政
四
年
(
-
八
―
―
-
）
十
二
月
に
も
同
様
に
禁
止
し
て
い
る
。
小
倉
藩
で
も

8
 

同
様
で
明
治
初
年
に
お
い
て
さ
え
左
の
如
く
見
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

，
 

『
男
女
共
他
頷
へ
奉
公
拝
罷
越
候
義
差
留
候
』
‘,、

。
8
 

『
郡
中
之
男
女
他
領
奉
公
弥
以
差
留
候
事
』

而
し
て
か
か
る
他
領
奉
公
の
禁
止
に
相
応
じ
て
佐
賀
藩
の
如
き
は
他
領
の
者

を
召
抱
う
る
こ
と
を
禁
止
し
た
の
で
あ
っ
て
、
『
他
領
之
者
と
縁
辺
を
組
養

、
、
、
、
、
、

子
仕
候
儀
、
堅
法
度
二
申
候
、
尤
他
領
之
者
を
下
人
に
抱
置
候
儀
も
可
為
停

8
 

止
事
』

（一）

八

月

日

巨 32)

第
二
十
七
巻

第
二
号

『
豊
後
之
国
之
百
姓
其
外
上
下
不
謂
男
女
童
、
近
年
令
売
買
筑
後
国
二
在

之
者
之
事
、
申
付
急
度
可
返
付
候
、
殊
去
年
以
来
買
捕
之
人
之
事
、
猶

以
可
為
買
損
之
旨
堅
可
申
付
候
、
於
難
渋
者
可
為
由
事
旨
可
甲
触
候
也

朱
印
（
秀
吉
）

羽
柴
柳
川
侍
従
、
羽
柴
久
留
米
侍
従

そ
の
ほ
か
、
十
六
・
七
世
紀
に
多
数
の
日
本
人
奴
隷
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
に

購
わ
れ
ア
ジ
ア
諸
国
に
売
却
せ
ら
れ
た
た
め
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
は
日
本
人
奴

隷
取
引
禁
止
の
勅
令
を
出
し
、
秀
吉
も
耶
蘇
会
に
詰
問
、
禁
令
を
出
し
、
耶

3
 
8
 

蛛
会
は
数
度
奴
隷
貿
易
業
者
破
門
令
を
発
し
た
程
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
奴

隷
は
殆
ん
ど
九
州
の
者
で
あ
っ
た
と
云
わ
れ
る
。
ま
た
細
川
氏
が
既
前
よ
り

肥
後
へ
国
替
の
際
に
も
、
さ
き
に
（
お
そ
ら
く
給
人
が
）
買
取
っ
て
い
た
他

り3
 

国
者
に
つ
い
て
の
処
置
を
命
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
以
て
し
て
も
他
国
・
他

ヽ
~5
 
3
 

領
へ
売
ら
れ
た
者
は
す
こ
ぶ
る
多
か
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
前
掲

の
他
国
・
他
領
へ
の
人
売
・
人
質
の
禁
令
そ
の
も
の
が
、
逆
に
人
売
・
人
質

の
盛
行
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
む
し
ろ
中
信
以
来
、
近
世

初
頭
ま
で
は
人
勾
引
の
形
で
相
当
遠
隔
地
間
の
人
身
売
買
が
特
徽
的
で
あ
り

（
量
的
に
は
と
も
か
く
）
、
藩
権
力
の
確
立
。
領
国
体
制
の
整
備
と
共
に
他

国
•
他
領
間
の
人
身
売
買
・
出
入
奉
公
が
禁
止
さ
れ
た
と
お
も
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
そ
の
後
の
時
代
で
も
領
国
境
の
地
城
で
は
他
領
と
の
間
に
奉
公

八
四
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け

人
の
出
入
が
あ
っ
た
こ
と
は
種
々
の
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
前
掲
筑

後
国
生
葉
郡
山
北
村
は
久
密
米
藩
東
部
の
村
落
で
幕
領
（
豊
後
）
と
境
を
接

し
、
又
筑
後
川
を
距
て
て
筑
前
に
も
近
か
っ
た
。
さ
れ
ば
承
応
一
―
一
年
ー
万
治

四
年
（
一
六
五
四
ー
六
一
）
を
窺
う
所
で
は
、
豊
後
日
田
郡
・
玖
須
郡
、
筑

前
上
座
郡
各
村
よ
り
来
た
る
『
一
年
切
あ
ら
し
こ
』
が
毎
年
数
名
出
入
し
て

6
 
8
 

い
て
、
単
な
る
例
外
的
存
在
と
し
て
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
又
対
馬

領
肥
前
国
基
碑
・
養
父
両
郡
も
そ
の
領
域
が
筑
前
・
筑
後
及
び
肥
前
佐
賀
藩

領
に
接
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
此
処
で
も
延
宝
ー
貞
享
年
間
に
『
倒
百

姓
』
多
く
出
で
居
村
を
鋏
落
し
て
長
崎
へ
向
う
者
少
く
な
く
、
領
内
よ
り
他

国
へ
日
用
取
に
出
る
者
も
そ
の
数
を
増
し
つ
つ
あ
り
、
他
面
他
国
よ
り
の
奉

公
人
・
日
用
取
を
『
心
次
第
』
に
雇
用
し
た
が
、
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）

に
は
領
中
の
飢
百
姓
救
済
の
た
め
一
時
他
国
よ
り
の
日
用
取
を
雇
う
こ
と
を

禁
じ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
併
し
貞
享
元
年
に
は
再
び
許
す
に
至
っ
て
い
る
の

3
 

で
あ
る
。
或
は
筑
前
恰
土
郡
・
志
摩
郡
の
地
方
も
、
福
岡
藩
領
の
ほ
か
雌
領

・
対
馬
領
・
中
津
領
等
が
錯
綜
し
て
い
た
地
域
で
あ
る
が
、
福
岡
領
に
属
す

る
恰
土
郡
井
原
村
三
苫
家
、
志
摩
郡
御
床
村
鎌
田
家
で
も
他
領
よ
り
の
奉
公

人
の
雇
用
が
屡
々
で
あ
る
。
福
岡
藩
で
は
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
三
月

こ‘．
 

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

『
百
生
共
召
仕
候
男
女
之
内
、
御
国
境
目
之
村
々
は
様
子
次
第
隣
国
之
者

8
 
8
 

年
季
を
切
召
仕
可
申
事
」

第

二

号

八

五

『
百
生
と
も
召
仕
候
男
女
之
内
、
御
境
目
等
之
村
々
は
様
子
次
第
隣
国
之

者
壱
ケ
年
切
に
召
仕
侯
儀
は
格
別
、
夫
と
も
に
宗
旨
井
其
者
之
親
類
等，
 

3
 

相
改
候
て
召
仕
可
申
侯
、
年
季
を
切
召
仕
侯
は
＼
、
其
趣
願
出
可
申
事
』

と
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。

〔

4
〕
雇
用
圏
の
拡
大

『
飢
饉
以
後
人
不
足

け
れ
ど
も
単
に
か
か
る
領
国
境
の
地
域
の
み
で
な
く
、
広
く
封
建
的
領
国

の
枠
を
超
え
て
雇
用
関
係
は
進
み
つ
つ
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
殊
に
享
保
の

。
4
 

飢
饉
は
そ
れ
を
推
進
せ
し
む
る
大
き
な
契
機
で
あ
っ
た
。
封
建
社
会
に
お
け

る
低
生
産
性
と
不
断
の
収
取
の
重
圧
は
飢
饉
・
悪
疫
の
流
行
に
逢
う
や
忽
ち

に
悲
惨
な
結
果
を
招
き
、
遂
に
は
労
働
力
の
枯
渇
を
惹
起
し
、
た
め
に
他
領

農
民
を
誘
致
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
福
岡
藩
を
例
に
と
る
と
、

4
 

享
保
十
七
年
（
一
七
三
―
-
）
損
毛
四
十
二
万
石
余
に
及
び
、
実
に
『
在
郷
大

変
』
『
四
民
困
窮
』
し
、
た
め
に
藩
は
穀
留
、
酒
造
米
の
過
半
削
滅
、
諸
種

の
「
上
納
御
容
赦
」
を
令
し
、
種
籾
・
御
救
米
を
貸
渡
す
る
な
ど
諸
種
の
対

3

4

 

4
 

4

4

 

策
を
と
っ
た
が
、
し
か
も
餓
死
者
多
く
、
荒
地
の
増
加
、
労
働
力
の
疲
弊
．

枯
渇
を
惹
起
し
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
労
働
力
の
不
足
も
諸

種
の
史
料
に
窺
わ
れ
、
此
の
時
期
に
は
『
当
作
手
に
不
及
、
荒
田
地
之
分
、

5
 
4
 

町
人
或
は
浦
人
等
よ
り
内
作
可
致
と
存
候
者
は
、
可
申
出
候
事
』
と
か
『
耕

ヽ
~6
 
4
 

作
人
不
足
に
付
』
捨
子
養
育
仕
組
を
は
じ
め
る
と
か
、

第
二
十
七
巻
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4
 

に
付
田
作
手
に
不
及
と
成
来
り
候
』
等
の
文
言
を
腿
々
見
る
の
で
あ
る
。
た

め
に
奉
公
人
労
働
力
も
不
足
を
告
げ
た
ら
し
く
『
村
中
荒
仕
子
も
不
足
仕
、

8
 
4
 

迷
惑
仕
居
申
候
』
と
あ
り
、
奉
公
人
給
米
が
高
騰
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
享
保
十

九
・
ニ
十
年
に
は
荒
仕
子
・
下
女
の
公
定
給
分
を
申
付
け
、
食
物
も
禽
食
を

，
 

4
 

用
い
よ
と
命
じ
た
が
、
必
ず
し
も
守
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
元
文
元
年
（
一

七
―
―
―
六
）
九
月
『
奉
公
人
給
米
・
日
用
賃
之
儀
、
相
/
り
不
申
趣
に
侯
、
以

劉

後
相
/
り
候
様
達
之
事
』
と
あ
る
の
で
も
分
る
。
又
他
領
へ
男
女
共
奉
公
す

5
 

る
こ
と
を
禁
じ
、
一
方
他
領
よ
り
は
奉
公
人
を
誘
致
せ
し
め
た
の
で
あ
っ

て
、
藩
の
法
令
で
も
他
国
よ
り
の
入
百
姓
・
入
奉
公
を
明
か
に
認
め
る
に
至

つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
元
文
四
年
に
は
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

『
村
々
へ
他
国
者
、
入
百
姓
・
下
人
・
日
雇
に
召
仕
候
は

A

、
宗
旨
相

2
 
5
 

改
、
村
帳
面
に
相
加
候
様
達
之
事
』

、
、
、

『
村
々
、
は
他
国
者
入
百
姓
二
相
成
候
、
其
村
弥
以
組
頭
願
出
相
済
早
速
村

、
、
、
、
、
、

帳
面
二
加
へ
、
旦
那
寺
相
極
村
判
二
加
可
申
侯
、
当
分
日
履
召
仕
候
儀

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

勝
手
次
第
二
候
、
奉
公
人
ー
一
致
候
儀
も
可
願
出
侯
、
詮
儀
之
上
可
申
付

8
 
-a 

候
事
』

と
下
令
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
又
筑
前
地
方
に
伝
わ
る
「
農
業
横
座
案
内
」

の
著
書
は
、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
に
享
保
飢
饉
当
時
を
懐
想
し
て
、

『
昔
享
保
十
七
壬
子
ノ
凶
年
二
当
ッ
テ
親
父
殿
ハ
六
拾
参
歳
、
我
等
ハ
拾

け

し
か
も
此
の
状
勢
は
、
単
に
飢
饉
に
基
く
一
時
期
の
傾
向
に
と
ど
ま
る
こ

と
な
く
、
此
の
頃
を
劃
期
と
す
る
貨
幣
経
済
の
社
会
的
浸
潤
、
交
通
の
発

達
、
農
村
に
於
け
る
階
層
分
化
の
漸
進
に
伴
い
、
従
来
の
狭
陰
埜
雇
用
圏
を

打
破
し
て
行
く
傾
向
が
現
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
幕
領
日
田

に
お
け
る
掛
屋
干
原
家
（
製
油
・
製
紙
・
酒
造
等
兼
営
）
の
寛
延
ー
寛
政
年

代
に
お
け
る
奉
公
人
は
そ
の
三
三
形
が
他
国
の
者
で
あ
り
、
そ
れ
も
領
境
近

5
 
5
 

村
で
な
く
遠
隔
地
の
も
の
で
あ
っ
た
。
佐
賀
藩
で
さ
え
前
述
の
如
く
他
領
の

者
を
下
人
に
抱
置
く
こ
と
を
禁
止
し
つ
つ
も
附
則
と
し
て
、
左
の
文
言
を
加

え、

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
（
て
力
）

『
附
、
他
領
之
者
召
抱
侯
ハ
、
不
叶
謂
有
之
時
ハ
、
年
行
司
に
申
届
、
請

匈

役
所
に
相
達
令
吟
味
候
上
、
我
等
可
承
事
』

と
譲
歩
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
或
は
福
岡
藩
で
は
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）

五
月
長
崎
へ
出
稼
・
商
売
の
者
は
往
来
切
手
持
参
に
て
罷
越
す
こ
と
を
令

5
 
し
、
同
九
年
浦
方
に
対
し
、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

『
他
国
‘
巴
男
女
共
二
致
奉
公
儀
、
不
相
願
罷
趣
候
節
そ
、
大
庄
屋
・
庄
屋

と
述
べ
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。

第
二
十
七
巻

八
歳
の
時
節
…
…
世
間
ノ
人
三
歩
通
餓
死
致
シ
、
世
上
人
心
打
替
リ
言

語
道
断
ノ
世
ノ
中
卜
成
リ
行
キ
・
・
・
・
・
・
荒
仕
子
下
女
無
之
、
長
門
・
周
防

4
 

、
、
、
、
、
、
ヽ
、
、
、
、
、
ヽ

5

・
豊
後
ノ
国
々
へ
罷
越
シ
人
ヲ
雇
ヒ
耕
作
余
計
致
侯
」

第
二
号
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（一）
‘‘‘, 
8
 
5
 

・
与
頭
共
二
重
キ
越
度
可
申
付
事
』

と
あ
り
、
他
国
奉
公
は
衆
知
の
事
実
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
そ
れ
は
ま
た
全
国
的
傾
向
で
あ
っ
た
ろ
う
。
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）

~9. 

，
 

5
 

に
幕
府
は
他
国
奉
公
の
制
限
を
令
し
た
が
、
特
に
都
市
へ
の
集
中
は
著
し

く
、
九
州
で
も
長
崎
に
は
九
州
各
地
の
者
が
多
数
流
入
し
て
お
り
、
日
雇
と

゜
6
 

し
て
働
く
者
も
少
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

北
九
州
で
も
か
か
る
他
国
よ
り
流
入
せ
る
旦
雇
は
漸
増
し
て
い
た
で
あ
ろ

う
。
福
岡
藩
に
お
い
て
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
＋
月
に

、
、
、
-
、
、

『
他
国
者
御
国
え
入
込
旦
雇
稼
之
儀
、
停
止
被
仰
付
候
条
、
村
々
右
体
之

`~ 
ー6
 

者
差
戻
可
申
候
事
』

と
あ
る
の
も
、
む
し
ろ
他
国
出
身
の
旦
屈
の
増
加
を
推
察
し
得
る
し
、
ま
た

隷
属
度
の
薄
い
旦
雇
は
藩
と
し
て
も
統
制
し
難
い
の
で
、
か
か
ろ
禁
令
を
出

ノヽ2
 
6
 

し
た
と
息
わ
れ
る
。
他
同
よ
り
の
年
季
奉
八
ム
は
禁
止
し
て
い
な
い
。

〔

5
〕
旅
日
雇
の
供
給
地

当
地
方
に
お
い
て
は
安
永
こ
と
に
文
化
以
降
に
な
る
と
各
地
に
於
て
「
旅

日
雇
」
な
る
者
の
存
在
を
見
出
す
の
で
あ
っ
て
、
領
内
判
外
の
者
（
跛
落

者
）
の
ほ
か
、
他
国
よ
り
流
入
せ
る
者
が
多
く
ー
ー
殊
に
天
草
•
島
原
・
大

村
領
等
|
_
、
旦
雇
稼
を
な
し
て
お
り
、
従
来
の
自
村
乃
至
近
村
の
狭
樅
な

雇
用
圏
を
超
え
、
こ
と
に
彼
等
の
土
地
か
ら
の
遊
離
性
は
無
視
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
た
と
え
ば
筑
前
伯
土
郡
井
原
触
に
お
い
て
は
、
旅
旦
屈
が
文
化

十
五
年
(
-
八
一
八
）
五
九
人
、
文
政
二
年
(
-
八
一
九
）
七
四
人
、
同
一
―
-

年
七
九
人
、
同
四
年
八
六
人
と
累
年
漸
増
の
傾
向
を
辿
っ
て
い
る
が
、
文
化

十
五
年
と
文
政
四
年
に
お
け
る
彼
等
の
出
身
地
は
第
7
表
の
如
く
表
示
出
来

る
の
で
あ
っ
て
、
島
原
の
者
多
き
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
彼
等
の

入
村
は
寛
政
ー
文
化
年
代
で
、
中
に
は
既
に
二
十
数
年
前
よ
り
入
村
せ
る
者

も
あ
っ
た
。
彼
等
は
村
内
に
借
宅
し
て
旦
雇
と
し
て
働
き
『
人
品
宜
、
農
業
用

）
 
3
 
6
 

逹
致
シ
、
寺
往
来
等
所
持
罷
在
憶
成
者
』
で
、

第 7表 筑前井原触における旅日雇

第
二
十
七
巻

出 身地 1文化15年 1文政 4年
筑前恰土郡（中津領） I 2人 1 

筑 後（柳河領） I < 
I 

肥前島原領 I:2 I 

_, 

肥前五島領（島原） I o I 6 
- - - - --

肥前大村領 I I 
（島原ヲ含ム）

ヽ

肥前唐津領 I 2 I 7 
肥＿．後_I___ 2 I 
豊 前1 、

I 
- -, 

後 l . 

長 一門 I; I 
- . 

] 防 J 7 I 7 

I 59 I 

4人

2
 

8
 

29 

第
二
号

八
七

豊

L
 
｝
 

6
 一

ケ
年
切
に
「
提
札
」
を
渡

)~-7 

9
-
5
 

0
-
7
 計 5

 
86 

〔備考〕各年「恰土郡井原触村々旅日雇之者

書上帳」に依り作成。同史料は家族

を含めて書上げられ、若干幼年者を

含むがその数は少い。
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し
、
「
冥
加
銀
」
を
呈
出
せ
し
め
た
。
彼
等
の
中
に
は
雇
用
先
を
転
々
と
変
え

て
各
地
に
働
く
者
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
月
初
に
そ
の
滞
習
の
所
に
於
い
て
冥

4
 
、n-

加
銀
を
納
め
た
の
で
あ
っ
た
。
或
は
村
内
に
於
い
て
小
作
を
兼
ね
る
者
も
あ

筍6
 

っ
た
。か
か
る
事
例
は
当
地
方
に
は
き
わ
め
て
多
く
、
な
お
若
干
例
示
す
れ
ば
、

筑
前
御
笠
郡
乙
金
村
で
は
天
保
十
三
年
(
-
八
四
―
-
）
に
山
伐
の
た
め
天
草

6
 
6
 

•
島
原
の
者
が
雇
わ
れ
て
い
た
し
、
筑
前
宗
像
郡
本
木
村
で
は
文
政
年
代
に

肥
前
（
島
原
領
）
周
防
（
玖
珂
郡
）
豊
後
（
国
東
郡
）
肥
後
（
井
手
郡
ー
天
草

井
手
組
か
？
）
な
ど
よ
り
旅
旦
屈
が
入
込
ん
で
提
札
を
渡
さ
れ
村
内
に
日
雇

と
し
て
召
仕
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
数
年
或
は
十
年
前
よ
り
家
族
を
連
れ
て
入

、
、
、
、

り
込
み
、
村
内
に
「
小
家
」
を
借
り
て
入
る
も
の
も
お
り
、
ま
た
櫨
ち
ぎ
り

の
た
め
恰
土
郡
↓
早
良
郡
↓
裏
粕
屋
郡
筵
内
村
↓
本
木
村
へ
と
転
々
と
し
て

6
 

き
た
男
三
人
・
女
壱
人
の
季
節
雇
的
グ
ル
ー
。
フ
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

筑
前
遠
賀
郡
修
多
羅
触
で
も
天
保
年
代
旅
日
雇
多
く
、
そ
の
出
身
地
は
筑

（
丼
）

後
（
上
津
間
郡
）
・
豊
前
（
中
津
郡
・
上
毛
郡
）
・
豊
後
（
国
東
郡
）
・
肥
前

（
県
）

（
島
原
領
）
・
肥
後
（
天
草
郡
）
•
安
芸
（
安
芸
郡
・
山
形
郡
）
等
で
あ
っ

て
、
い
ず
れ
も
数
年
前
よ
り
入
込
み
、
多
く
は
家
族
を
伴
い
『
小
家
』
な
ど
，
 

6
 

借
り
て
所
々
に
稼
ぎ
、
単
な
る
季
節
的
出
稼
で
な
い
こ
と
明
か
で
あ
る
。

ま
た
遠
賀
郡
楠
橋
村
に
も
肥
後
（
天
草
）
・
豊
前
（
田
川
郡
）
・
豊
後
（
速

見
郡
）
•
石
見
（
那
賀
郡
）
・
筑
前
（
秋
月
領
）
等
々
よ
り
旅
旦
雇
が
入
込
ん

け

領
或
は
大
村
領
。
肥
後
天
草
（
幕
領
）
が
顕
著
な
地
位
を
占
め
、
右
の
地
域

間
の
隷
属
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。

第
二
十
七
巻

，
 

6
 

で
い
た
。
こ
れ
ら
遠
賀
郡
で
は
石
炭
採
掘
の
「
掘
子
」
と
し
て
も
働
い
た
の

、
、
、

で
あ
る
が
、
嘉
麻
郡
鯰
田
村
で
も
『
同
所
辺
｛
、
専
焚
石
等
掘
候
者
多
、
旅

、、
日
雇
之
者
共
兼
而
入
込
居
侯
：
．
』
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
百

姓
の
中
に
も
旅
旦
雇
相
手
に
店
商
い
を
し
高
利
を
貪
る
者
が
あ
っ
た
た
め

ヽ
『
旅
日
用
井
遊
民
共
弐
拾
人
程
打
寄
り
』
村
役
人
に
訴
え
よ
う
と
す
る
事
件

。

ま
で
起
き
て
い
る
。
或
は
豊
前
田
川
郡
添
田
手
永
に
お
い
て
も
領
内
中
津
郡

•
上
毛
郡
・
築
城
郡
の
ほ
か
、
賎
後
中
津
領
・
猫
領
日
田
・
肥
前
島
原
の
者

入
込
み
、
「
農
業
枠
」
、
「
櫨
実
ち
き
り
採
」
に
一
屈
用
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る
が
、
彼
等
の
中
に
『
生
国
罷
出
所
々
日
雇
拝
仕
、
去
秋
以
来
御
当
国
上
真

崎
村
市
太
郎
・
同
安
宅
村
伝
右
衛
門
と
申
者
方
戸
折
々
出
入
』
し
て
働
く
と

、̀'‘ー7
 

云
う
状
態
で
、
中
に
は
『
帳
外
二
相
成
候
』
者
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ

か
此
の
種
の
事
例
は
多
い
の
で
あ
る
が
、
当
地
方
に
於
て
他
村
よ
り
の
流
入

2
 

者
が
名
子
と
な
る
こ
と
屡
々
あ
っ
た
に
拘
ら
ず
、
旅
日
雇
に
は
か
か
る
農
民

こ
れ
ら
の
諸
事
例
か
ら
も
旅
旦
屈
の
出
身
地
と
し
て
、
特
に
肥
前
島
原
藩

の
農
民
の
離
村
・
出
稼
の
盛
況
を
見
る
の
で
あ
る
が
、
各
地
の
史
料
に
も
同

8
 

地
方
よ
り
流
入
せ
る
者
を
見
出
す
こ
と
屡
々
で
あ
る
（
都
市
に
お
け
る
日
雇

第

二

号

八

八



4
 
7
 

に
も
同
様
の
こ
と
が
云
え
る
）
。
し
た
が
っ
て
此
の
地
方
の
村
落
構
造
を
窺

い
、
そ
の
離
村
・
出
稼
の
様
相
を
も
次
節
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
と
お

も
う
。

注
①
拙
稿
、
近
世
北
九
州
農
村
に
お
け
る
質
奉
公
人
（
宮
本
又
次
編
「
農
村

構
造
の
史
的
分
析
」
所
収
）
。

あ
ら
し
こ

③
当
地
方
で
は
奉
公
人
を
荒
子
（
荒
使
子
・
荒
仕
子
）
と
い
う
。
そ
の
意

味
は
広
く
、
譜
代
下
人
や
質
物
奉
公
人
（
所
謂
「
質
之
荒
子
」
）
・
年
季

奉
公
人
・
日
割
り
奉
公
人
を
も
含
ん
で
い
る
。

⑱
一
例
を
挙
げ
る
と
筑
前
国
恰
土
郡
松
末
村
（
幕
領
）
で
は
『
一
、
他
所

奉
公
之
儀
兼
而
法
度
申
渡
置
候
適
可
相
守
、
惣
而
男
女
共
二
奉
公
二
出

候
者
ハ
庄
屋
元
へ
何
方
二
参
候
と
申
訳
可
相
届
、
村
役
人
か
毎
春
人
別

相
改
委
細
二
可
申
出
候
（
下
略
）
』
〔
吉
井
家
文
書
、
年
々
御
読
聞
セ
御

ケ
条
〕
と
あ
る
。

④
生
葉
郡
山
北
村
御
用
覚
（
享
保
五
年
ヨ
リ
同
八
年
）
〔
河
北
家
文
書
〕
。

飼
庄
屋
覚
悟
（
日
本
農
民
史
料
衆
粋
第
二
巻
所
収
）
、
五
五
九
・
五
六
〇

頁
。

側
享
保
・
元
文
年
間
大
庄
屋
在
役
日
記
（
横
大
路
家
文
書
）
享
保
四
年
度
。

m文
政
四
年
申
達
ル
覚
〔
―
―
―
苫
家
文
書
、
九
大
玉
泉
館
架
蔵
〕

⑱
肥
後
藩
農
村
に
於
け
る
労
働
力
の
構
成
（
宮
本
叉
次
編
、
前
掲
書
所
収
）

七
二
、
七
―
―
一
頁
参
照
。

近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

（一）

第
―
一
号

八
九

⑨
天
保
九
年
米
銭
指
引
帳
、
慶
応
四
年
及
明
治
一
一
年
の
女
勤
休
日
雇
帳
、

明
治
五
年
下
人
動
休
日
雇
帳
〔
―
―
―
苫
家
文
書
〕

⑩
関
山
直
太
郎
、
近
世
農
民
と
土
地
緊
縛
の
問
題
（
経
済
理
論
第
一
―
―
号
）
。

も
っ
と
も
給
人
の
給
知
支
配
の
届
い
た
と
こ
ろ
で
は
給
知
へ
の
緊
縛
度

が
強
い
（
た
と
え
ば
熊
本
藩
）
。
拙
稿
、
近
世
前
期
肥
後
に
お
け
る
上
方

抱
下
シ
者
（
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
第
八
・
九
号
）
一
三
七
頁
。

⑪
次
節
一

0
七
頁
参
照
。

⑫
た
と
え
ば
名
子
に
つ
い
て
は
福
岡
県
農
地
改
革
史
上
巻
、
四
九

0
頁
引

用
史
料
参
照
。
逃
亡
奉
公
人
に
つ
い
て
は
伯
土
郡
井
原
村
一
二
苫
家
に
お

い
て
『
亦
十
、
当
年
貴
家
江
奉
公
仕
居
申
候
処
、
不
埓
筋
御
座
侯
而
、

ヽ

ヽ

ヽ

（

河

）

、

、

、

去
ル
五
月
廿
四
日
出
奔
仕
申
侯
、
右
之
者
其
後
那
賀
郡
之
内
二
而
足
ヲ

、
、

留
メ
日
雇
二
而
も
居
付
候
之
由
…
云
々
』
と
見
ゆ
（
三
苫
家
文
書
、
断

簡
、
九
大
法
制
史
研
究
室
所
蔵
）
。

⑬
横
大
路
家
文
書
、
大
庄
屋
在
役
日
記
享
保
四
年
に
「
大
島
か
稲
こ
き
下

女
相
雇
」
ど
見
え
、
宗
像
郡
大
島
よ
り
郡
内
諸
村
へ
の
季
節
雇
慣
行
が

相
当
以
前
か
ら
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。
野
間
吉
夫
、
筑
前
田
島
の
女
中

市
貪
民
間
伝
牽
第
二
十
巻
二
号
）
参
照
。

⑭
た
と
え
ば
遠
賀
郡
修
多
罹
触
各
村
の
人
払
帳
（
楠
野
泉
文
書
、
九
州
文

化
史
研
究
所
所
蔵
）
参
照
。
そ
の
他
各
地
に
見
る
。

⑮
た
と
え
ば
恰
土
郡
井
原
触
に
お
い
て
旅
日
雇
と
共
に
領
内
の
直
方
判
外

•
竹
村
判
外
・
穂
波
判
外
の
日
雇
稼
を
見
る
（
年
代
不
詳
、
御
国
判
外

第
二
十
七
巻



近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

井
二
旅
人
当
時
滞
在
切
符
渡
帳
、
三
苫
家
文
書
）
。

⑯
此
の
地
域
の
諸
藩
で
は
少
く
と
も
初
期
に
は
人
身
売
買
一
般
を
禁
じ
た

法
令
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
細
川
藩
で
は
寛
永
九
年
七
月
の

「
定
」
に
『
人
売
買
停
止
事
』
と
あ
る
が
（
公
義
井
御
自
分
法
度
、
北

岡
文
庫
所
蔵
）
、
他
の
史
料
と
照
合
し
た
と
き
そ
の
禁
制
の
強
さ
は
疑

わ
し
い
。
ま
た
佐
賀
藩
で
は
寛
永
五
年
霜
月
に
法
度
と
し
て
『
不
依
男

女
他
方

12
人
を
売
侯
事
』
（
全
禎
様
御
代
御
壁
書
、
諫
早
家
文
書
、
全

禎
は
諫
早
家
二
代
で
あ
る
が
此
の
史
料
は
佐
賀
藩
全
般
へ
達
せ
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
）
と
あ
る
が
、
此
の
場
合
の
「
他
方
」
の
意
味
を
如
何
に

解
釈
す
べ
き
か
（
一
般
的
に
他
者
の
意
か
、
或
は
他
領
の
意
か
）
問
題

で
あ
る
。
そ
の
後
承
応
ま
で
は
同
様
で
あ
る
が
、
貞
享
元
年
年
行
司
御

掟
写
（
鍋
島
家
内
庫
所
々
蔵
）
に
な
る
と
『
低
中
之
者
不
依
男
女
、
人

を
売
侯
儀
堅
法
度
申
付
事
』
と
な
る
。
こ
の
前
条
に
は
『
領
中
之
者
不

、
、

依
男
女
、
他
碩
位
質
二
置
間
舗
事
』
と
あ
る
か
ら
、
人
身
売
買
を
全
般

的
に
禁
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

閻
大
日
本
史
料
、
十
二
篇
之
四
、
一
九
六
頁
。
な
お
慶
長
十
二
年
六
月

、
、

「
掟
博
多
御
制
札
」
に
は
『
郡
中
之
者
、
男
女
に
よ
ら
す
他
国
へ
売
候

儀
停
止
之
事
』
と
あ
り
（
長
政
公
御
代
御
書
出
令
条
、
一
1

一
奈
木
黒
田
家

文
書
）
。

⑱
制
札
留
、
古
帳
（
万
治
元
ー
寛
文
十
二
）
〔
宗
家
文
書
、
九
州
文
化
史

研
究
所
写
本
〕

、
、
、

閥
正
徳
四
年
「
対
馬
国
肥
前
国
之
内
領
分
村
々
浦
々
建
懺
候
高
札
写
」
に

（一）、

第
二
十
七
巻

第
二
号

、
、

は
元
禄
十
六
年
に
『
一
、
領
内
男
女
他
領
に
売
放
又
ハ
質
二
置
べ
か
ら

ざ
る
事
』
と
あ
り
。

⑳
承
応
元
年
十
二
月
廿
二
日
、
無
題
法
令
集
（
諫
早
家
文
書
）
。

闘
承
応
四
年
外
月
十
六
日
、
同
右

図
鍋
島
家
内
庫
所
々
蔵
。

悶
馬
場
文
書
。
（
中
村
吉
治
著
、
近
世
初
期
農
政
史
研
究
、
二
四
頁
所
引
）
。

闘
前
掲
拙
稿
、
上
方
抱
下
シ
者
、
一
『
一
八
頁
参
照
。

闊
寺
沢
志
摩
守
様
村
浦
御
定
書
井
家
老
熊
沢
―
―
一
郎
右
衛
門
殿
覚
書
之
写

（
唐
津
市
佐
志
、
岸
田
家
文
書
）
。

詞
福
岡
県
史
資
料
第
四
輯
（
以
下
、
資
料
と
略
す
）
―
―

1
0
八
•
三
一
五
頁
。

も
っ
と
も
此
の
年
度
は
享
保
の
飢
饉
後
領
内
の
労
働
力
を
確
保
す
る
た

め
に
苦
慮
し
た
時
代
で
、
隣
国
相
互
間
に
労
働
力
の
引
抜
き
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
改
め
て
領
国
の
封
鎖
性

を
確
認
し
た
も
の
と
し
て
意
味
が
あ
る
。
柳
河
藩
で
も
享
保
廿
年
八
月

、
、

に
『
日
用
と
し
て
御
境
目
之
他
頷
に
相
忍
罷
出
候
者
有
之
由
、
不
届
二

候
』
と
あ
る
（
資
料
第
六
輯
、
三
九

0
頁
）
。

、
、
、
、

闘
『
他
国
他
領
に
人
柄
出
入
奉
公
、
其
外
田
畠
売
買
・
下
作
付
・
米
銭
借

用
等
之
儀
ハ
重
キ
御
法
度
二
侯

．．． 
』
（
文
政
四
年
十
二
月
申
達
ル
覚
、

―
―
―
苫
家
文
書
）
。

闘
寛
政
―
―
―
年
「
条
目
」
、
天
保
十
四
年
「
触
書
」
等
（
資
料
第
四
輯
）
。

⑳
小
倉
藩
法
度
書
（
九
州
文
化
史
研
究
所
写
本
）
。

九
〇



近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

け

閲
京
都
郡
建
言
（
同
右
）
。

闘
承
応
四
年
「
定
」
（
諫
早
家
文
書
）
。
貞
享
・
元
禄
・
享
保
の
各
「
年
行

司
御
掟
」
に
も
同
文
言
あ
り
。
久
留
米
藩
で
は
正
保
三
年
『
百
姓
男
女

に
よ
ら
す
他
領
え
不
罷
出
様
堅
可
申
付
事
』
（
資
料
第
五
輯
、
四
三
九

頁
）
に
対
し
承
応
四
年
『
下
と
し
て
他
国
者
召
置
候
は
ヽ
其
者
は
不
及

申
、
一
村
之
も
の
曲
事
に
可
申
付
事
』
（
同
、
四
五
八
頁
）
と
あ
る
。

閲
立
花
家
文
書
（
資
料
第
四
輯
、
一
九
一
頁
）
。

閲
岡
本
良
知
著
、
十
六
世
紀
日
欧
交
通
史
の
研
究
、
第
一
＿
一
篇
第
四
章
日

本
人
奴
隷
輸
出
問
題
。

闘
『
一
、
他
国
之
者
を
直
二
買
候

t
可
召
連
事
。

一
、
他
国
之
者
成
共
、
一
応
百
姓
買
置
給
人
へ
売
候
分
ハ
身
之
代
を

返
し
其
所
に
可
留
置
事
』
（
公
義
井
御
自
分
御
法
度
、
北
岡
文
庫
）
c

閲
西
国
諸
藩
で
は
初
期
か
ら
上
方
抱
下
シ
者
が
流
入
し
て
い
る
こ
と
も
注

意
（
農
村
奉
公
人
で
は
な
く
主
に
武
家
奉
公
人
で
あ
る
が
）
。
前
拐
拙

稿
、
上
方
抱
下
シ
者
参
照
。

閲
承
応
三
年
ー
万
治
三
年
「
生
葉
郡
山
北
村
五
才
以
上
人
数
御
改
之
御

帳
」
、
万
治
四
年
「
生
葉
郡
山
北
村
五
才
以
上
人
数
御
改
帳
」
〔
河
北
家

文
書
〕
。

闘
基
騨
養
父
実
記
（
日
本
農
民
史
料
衆
粋
第
六
巻
所
収
）
。

閲
郡
役
所
記
録
（
資
料
第
四
輯
、
二
八
三
頁
）
。

韓
同
右
、
二
八
四
頁
。

⑩
享
保
の
飢
饉
に
つ
い
て
は
簡
単
に
は
、
西
村
・
吉
川
編
、
日
本
凶
荒
史

第

二

号

九

考
、
三
九

0
—
四
七
四
頁
参
照
。
福
岡
藩
に
つ
い
て
簡
単
に
は
資
料
第

二
輯
、
二
四
六
ー
九
頁
・
石
城
志
、
ニ
―
四
ー
八
頁
参
照
。

仰
黒
田
新
続
家
譜
二
十
四
（
資
料
第
八
輯
）
、
二
九
五
頁
。

⑫
郡
役
所
記
録
（
同
右
書
第
四
輯
）
享
保
十
七
・
八
年
の
項
。

⑬
福
岡
藩
領
の
餓
死
者
実
数
は
不
明
。
（
福
岡
県
史
資
料
叢
書
第
一
輯
一

二
頁
に
は
、
福
岡
年
表
に
依
拠
し
て
筑
前
十
余
万
人
死
す
と
あ
り
、
鞍

手
郡
誌
三
二
六
ー
｀
七
頁
に
は
太
田
南
畝
「
一
語
ニ
―
―
n
」
に
よ
り
筑
前
内

凡
三
十
六
万
七
千
八
百
余
口
の
う
ち
九
万
六
千
七
百
二
十
口
疫
餓
死
と

あ
る
も
そ
の
信
頼
度
不
明
）
。
但
し
志
摩
郡
の
み
は
人
数
一
万
八
千
六

十
四
人
の
内
三
千
八
百
人
が
十
七
年
冬
よ
り
翌
年
春
夏
に
か
け
て
飢
死

し
て
い
る
こ
と
が
明
か
で
（
同
叢
書
第
十
輯
、
ニ
ニ
ー
三
頁
）
、
又
鞍

手
郡
頓
野
村
で
は
七
百
人
の
人
口
中
十
八
年
八
月
宗
旨
改
ま
で
死
人
帳

前
百
一
人
で
あ
る
（
鞍
手
郡
誌
、
ニ
ニ
ニ
頁
）
。
秋
月
藩
に
つ
い
て
は

県
史
資
料
第
二
輯
、
一
＝
一
六
ー
七
頁
参
照
。
飢
饉
の
被
害
は
過
大
評
価

さ
れ
易
い
の
で
注
意
を
要
す
る
が
（
他
藩
領
の
飢
死
者
数
も
信
頼
度
不

明
な
る
も
の
多
し
）
、
小
倉
藩
領
で
は
四
万
一
1

一
千
二
百
余
の
死
亡
者
を

出
し
た
こ
と
「
開
善
寺
享
保
印
塔
之
由
来
」
に
依
り
明
か
で
あ
る
か
ら

（
前
掲
、
凶
荒
史
考
、
四
五
四
ー
四
七

0
頁
）
、
福
岡
藩
で
も
そ
の
被

害
は
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
斃
牛
馬
四
千
百
六
拾
五
疋
』
（
資

料
第
八
輯
、
二
九
六
頁
）
だ
け
で
も
大
問
題
を
惹
起
す
る
で
あ
ろ
う
。

⑭
郡
役
所
記
録
、
享
保
十
九
年
正
月
廿
一
日
（
資
料
第
四
輯
、
三
五

0

頁
）
。

第
二
十
七
巻



近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

⑮
同
右
、
同
十
八
年
―
―
月
十
五
日
（
同
右
、
二
九
七
頁
）
。

閲
同
右
、
元
文
元
年
五
月
廿
―
―
―
日
（
同
右
‘
-
―
―
二

0
頁
）
。

仰
元
文
二
巳
年
御
書
出
（
田
法
雑
話
所
収
、
近
世
地
方
経
済
史
料
第
一

巻
、
二
七
四
頁
）
。

⑱
享
保
二
十
年
井
原
村
茂
八
質
入
状
断
簡
(
-
―
―
苫
家
文
書
）
。

闘
郡
役
所
記
録
（
資
料
第
四
輯
、
三

0
八
·
―
ニ
―
―
•
三
一
五
ー
一
七

、
、
、
、
、
、
、
、

頁
）
。
又
、
『
質
荒
仕
子
下
女
近
来
元
米
之
内
捨
米
有
之
と
相
聞
候
』

（
享
保
二
十
年
）
と
あ
る
の
に
も
奉
公
人
に
対
す
る
優
遇
ー
ー
ー
奉
公
人

の
地
位
の
向
上
を
窺
え
る
。

団
郡
役
所
記
録
（
資
料
第
四
輯
‘
-
―
―
ニ
―
―
―
頁
）
。

酬
郡
役
所
記
録
（
資
料
第
四
輯
、
一
―

1
0
八
・
―
―
―
―
五
頁
）
。

閲
郡
役
所
記
録
（
資
料
第
四
輯
、
三
四
六
頁
）
。

閲
宝
暦
四
年
郡
方
御
法
書
(
-
―
―
苫
家
文
書
）
。

麟
農
業
構
座
案
内
（
日
本
農
民
史
料
棗
粋
第
九
巻
に
所
収
）
。
な
お
博
多

の
町
で
は
元
文
二
年
に
『
去
子
年
凶
年
以
来
日
雇
取
払
底
に
付
旅
日
雇

入
込
ノ
仕
組
相
立
て
』
た
（
博
多
津
要
録
十
一
）
。

閲
遠
藤
正
男
、
近
世
の
町
方
奉
公
人
と
賃
労
働
（
遠
藤
著
、
九
州
経
済
史

研
究
所
収
、
特
に
一
〇
八
ー
一
―
―
頁
の
表
を
参
照
）
。

閲
年
行
司
御
掟
（
佐
賀
県
武
雄
町
石
井
家
文
書
）
。
年
代
不
明
で
あ
る
が

（
延
享
四
年
五
月
写
）
享
保
よ
り
後
代
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
享
保

十
三
年
年
行
司
掟
ま
で
は
一
貫
し
て
此
の
附
則
は
な
い
。

罰
郡
役
所
記
録
（
資
料
第
四
輯
、
四
三
七
頁
）
、
御
法
令
下
(
-
―
―
苫
家
文

（→ 

（
九
大
法
制
史
研
究
室
蔵
）
、

第
二
十
七
巻

第
二
号

書
）
。

閲
箱
崎
浦
大
庄
屋
記
録

得
之
事
。

薗
徳
川
禁
令
考
、
五
峡
、
二
八
一
頁
。

闘
寛
文
六
年
よ
り
慶
応
に
至
る
長
崎
の
「
犯
科
帳
」
に
よ
れ
ば
、
長
崎
市

中
に
お
け
る
犯
罪
者
に
は
九
州
各
地
よ
り
流
入
せ
る
者
が
多
数
含
ま
れ

て
い
る
。
そ
の
中
に
は
無
宿
ー
日
雇
も
少
く
な
い
。
他
国
者
が
罪
を
犯

し
易
い
事
情
も
考
え
ら
れ
、
史
料
が
一
面
的
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、

無
視
は
出
来
な
い
。

闘
郡
役
所
記
録
（
資
料
第
四
輯
、
三
八
―
―
―
頁
）
。

認
領
主
か
ら
は
日
雇
は
好
ま
し
く
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
享
保
二
十
年
に

は
『
一
、
惣
て
田
畠
に
本
付
串
侯
者
に
候
は
ヽ
格
別
に
候
、
左
も
無
之

ヽ

遊
民
同
前
之
者
は
猶
更
奉
公
可
仕
候
日
雇
に
て
渡
世
仕
申
間
敷
候

事
』
と
あ
る
（
伊
東
尾
四
郎
、
福
岡
藩
の
奉
公
人
関
係
法
令
、
経
済
史

研
究
第
十
二
巻
五
号
）
。

闘
文
政
十
一
年
二
月
旅
日
雇
書
上
二
付
触
一
通
（
三
苫
家
文
書
）
。
な
お
、

「
文
政
元
年
達
之
写
」
（
楠
野
家
文
書
｀
．
九
州
文
化
史
研
究
所
蔵
）
に
は

『
村
々
泣
入
込
侯
旅
人
・
旅
日
雇
共
二
改
方
之
儀
、
兼
而
庄
屋
・
組
頭
請

書
物
之
通
栢
心
得
、
入
念
改
メ
雇
置
可
申
候
、
作
法
二
違
出
所
不
悔
者

を
村
所
二
指
置
、
日
雇
同
然
召
仕
申
間
敷
候
事
』
と
あ
り
。

闘
『
：
・
其
者
先
力
先
二
所
を
替
、
愛
か
し
こ
二
相
稼
候
節
、
其
滞
留
之
所

二
而
月
初
二
必
右
冥
加
銀
受
取
、
其
村
役
か
上
納
済
書
付
渡
置
、
本
滞

九

浦
大
庄
屋
勤
方
心
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（一）

在
に
罷
帰
候
節
ハ
右
上
物
済
書
付
ヲ
以
払
相
立
候
様
可
被
取
斗
候
事
。

但
提
札
ハ
一
ケ
年
切
之
書
込
二
而
相
渡
置
、
年
々
人
別
之
出
入
調
子

方
厳
重
可
取
斗
候
事
』
（
辰
固
月
、
旅
人
井
御
国
民
取
締
方
定
書
、
―
―
―

苫
家
文
書
）
。
な
お
旅
人
の
多
く
は
旅
日
雇
で
あ
っ
た
こ
と
を
立
証
す

、
、

る
史
料
は
多
い
（
一
例
、
文
化
十
四
年
―
―
―
坂
村
旅
人
書
上
帳
の
旅
人
は

す
べ
て
旅
日
雇
で
あ
る
）
。

脚
た
と
え
ば
井
原
村
―
―
―
苫
家
の
文
政
四
年
巳
冬
下
作
附
米
取
立
帳
に
『
筑

後
日
雇
・
下
作
与
吉
』
と
あ
る
が
如
き
で
あ
る
。
ま
た
文
化
十
二
年
十

二
月
井
原
村
で
は
『
旅
人
帳
二
書
上
置
申
候
者
共
、
家
借
宅
仕
、
拾
三

、
、

軒
二
而
下
作
仕
分
』
と
し
て
田
五
町
弐
反
六
畝
、
畠
壱
町
七
反
程
あ
り
、

一
戸
平
均
田
四
反
・
畠
一
反
三
畝
に
な
る
（
文
化
十
二
年
井
原
村
抱
田

畠
惣
畝
数
浮
地
井
請
持
主
有
之
分
現
作
仕
得
不
申
分
、
其
外
御
山
坪
数

田
方
水
掛
り
農
事
共
書
上
帳
）
。
も
っ
と
も
文
化
年
代
天
災
績
き
倒
百

姓
が
出
て
お
り
浮
地
も
出
て
い
る
か
ら
、
流
入
せ
る
旅
日
雇
が
小
作
す

る
こ
と
は
容
易
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

闘
日
本
林
制
史
資
料
、
福
岡
藩
三

0
五
ー
九
頁
。

罰
文
政
四
年
三
月
怪
我
溺
綸
旅
人
病
死
御
届
□

上
書
担
（
中
村
家
文
書
）
。

史
料
の
性
質
上
、
死
傷
者
の
み
記
事
が
載
る
わ
け
で
、
一
般
に
は
多
数

の
旅
日
雇
が
入
込
ん
で
い
た
と
お
も
わ
れ
る
。

闘
天
保
九
年
よ
り
十
五
年
に
至
る
「
諸
注
進
控
」
、
「
諸
御
願
書
控
」
等
々

（
楠
野
家
文
書
）
。

闘
楠
橋
村
田
代
家
文
書
（
能
美
安
男
氏
の
御
厚
意
に
よ
り
見
る
を
得
た
。

九

厚
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
）
。
史
料
が
わ
り
に
豊
宮
な
の
で
他
の
機
会

に
考
察
し
た
い
。

閥
郡
浦
御
用
頭
付
（
三
奈
木
黒
田
家
文
書
）
文
化
十
年
四
月
廿
九
日
の

条
。

闘
天
保
六
年
「
日
田
御
領
中
摩
村
長
次
郎
一
件
御
調
子
口
上
書
演
説
書
」
、

元
治
元
年
「
諸
注
進
諸
願
演
説
口
上
書
届
書
控
」
（
添
田
町
中
村
家
文

書
）
。

⑫
日
本
民
事
慣
例
類
集
一
〇
七
頁
、
筑
前
国
各
藩
田
制
貢
租
調
査
八
七
頁
。

或
は
筑
後
山
北
村
各
年
の
増
減
控
帳
、
明
治
二
年
他
村
よ
り
引
越
縁
付

参
侯
者
書
上
帳
等
（
河
北
家
文
書
）
。

閥
筑
前
・
豊
前
で
の
事
例
の
ほ
か
に
、
肥
前
名
護
屋
組
で
は
、
島
原
領
・

大
村
領
・
御
料
長
崎
よ
り
（
こ
の
ほ
か
筑
前
・
筑
後
・
豊
後
よ
り
）
、
『
農
業

手
伝
日
雇
抹
』
が
入
込
ん
だ
（
名
護
屋
組
文
書
、
幕
末
の
御
用
記
録
・

万
覚
帳
等
、
九
州
文
化
史
研
究
所
蔵
）
。
肥
後
で
は
六
月
に
草
取
・
施

、
、

肥
の
季
節
雇
と
し
て
『
天
草
よ
り
賃
取
数
百
人
入
り
来
た
る
』
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
（
肥
後
耕
作
聞
書
、
日
本
農
民
史
料
棗
粋
第
六
巻
、
一

―
―
七
頁
）
。
薩
摩
藩
で
も
嘉
永
六
年
菱
刈
・
真
幸
地
方
へ
『
為
作
職
天

、
、
草
者
雇
入
』
の
家
内
数
―
―
―
九
（
人
数
五
―
―
―
三
人
）
と
な
っ
て
い
る
（
菱

刈
並
真
幸
表
二
出
稼
差
越
候
天
草
者
取
調
帳
。
そ
の
ほ
か
元
治
元
年
万

留
に
も
同
地
方
へ
天
草
農
民
を
入
れ
ん
と
す
る
藩
の
意
図
が
窺
え
る
。

原
口
虎
雄
氏
の
御
教
示
に
依
る
）
。

閥
た
と
え
ば
博
多
下
堅
町
の
明
治
初
年
の
戸
籍
帳
に
相
当
数
の
「
日
＿
雇
渡

第
二
十
七
巻

第
二
号
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世
」
の
者
あ
り
、

遠
藤
家
文
書
）
。

三
、
階

奉
公
人
は
農
民
の
い
か
な
る
階
層
よ
り
析
出
・
供
給
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
此
の
問
題
に
つ
い
て
は
近
世
に
お
け
る
当
地
方
の
村
落
構
造
と
農
民
の

諸
階
層
、
乃
至
そ
の
変
動
（
所
謂
農
民
層
の
分
解
が
ど
の
程
度
に
進
ん
で
い

た
か
）
を
取
り
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
自
体
が
史
料
に
基
く
相
当
の

研
究
を
必
要
と
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
必
要
な
限
り
を
考
慮
す

る
に
と
ゞ
め
論
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

さ
て
近
世
前
・
中
期
の
北
九
州
農
村
で
は
一
方
に
相
当
規
模
の
土
地
を
所

持
す
る
「
百
姓
」
と
並
ん
で
、
他
方
に
は
零
細
な
土
地
所
持
者
1
1

「
小
百

姓
」
や
、
土
地
を
所
持
し
な
い
と
こ
ろ
の
「
高
不
持
」
が
多
数
存
在
し
た
こ
＂

と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
名
子
の
広
汎
な
存
在
を
知
る
の
で
あ
る
。
こ
と

に
名
子
は
親
方
百
姓
に
生
活
全
般
の
庇
護
を
受
け
、
そ
の
恩
恵
に
対
し
『
一

2
 

月
数
次
の
日
を
定
め
永
代
主
家
に
至
り
力
役
す
る
』
者
で
あ
っ
た
。
か
か
る

小
百
姓
や
「
高
不
持
」
或
は
名
子
は
い
づ
れ
も
本
家
1
1
親
方
層
農
民
に
従
属

し
た
の
で
あ
っ
て
、
此
等
本
家
1
1
親
方
層
（
有
力
な
家
の
分
家
も
加
わ
る
）

た
る
百
姓
が
村
落
を
第
一
次
的
に
構
成
す
る
メ
ム
バ
ー
で
あ
っ
た
。

併
し
な
が
ら
、
中
期
以
降
こ
と
に
後
期
に
は
か
か
る
秩
序
は
漸
次
変
質
・

解
体
し
て
ゆ
く
。
き
わ
め
て
未
熟
な
が
ら
農
民
層
の
分
解
ー
ー
そ
の
性
格
が

璽
要
で
あ
る
が
|
ー
は
始
ま
っ
て
い
た
と
お
も
わ
れ
る
。
以
下
奉
公
人
の
供

層

的

考

察

多
く
は
肥
前
高
来
郡
（
島
原
）
の
者
で
あ
る
（
福
岡
市

（→ 

〔

1
〕
名

第
二
十
七
巻

第
二
号

給
源
を
名
子
層
・
貧
農
層
こ
と
に
小
作
人
或
は
皮
多
に
つ
い
て
窺
い
、
さ
ら

ヽ

に
土
地
を
遊
離
し
つ
つ
あ
る
民
衆
に
つ
い
て
う
か
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
と
す

る。

子

名
子
は
本
百
姓
に
隷
属
せ
る
農
民
、
親
方
百
姓
に
庇
護
せ
ら
れ
た
子
方
と

し
て
、
広
く
当
地
方
に
存
在
し
、
時
代
を
瀕
る
程
そ
の
濃
度
は
濃
い
の
で
あ

る
が
、
一
般
に
名
子
主
は
自
家
の
名
子
の
子
弟
よ
り
荒
仕
子
を
得
た
と
云
わ

れ
、
主
家
の
必
要
を
充
し
て
後
、
主
家
の
許
可
を
得
て
他
に
奉
公
す
る
こ
と

が
出
来
た
と
云
う
。
併
し
近
世
初
期
に
つ
い
て
は
名
子
・
荒
子
の
広
汎
な
存

在
を
知
り
得
て
も
そ
の
供
給
事
情
を
明
確
に
す
る
史
料
に
は
接
し
な
い
。
当

時
の
名
子
制
度
の
強
さ
か
ら
見
れ
ば
、
本
百
姓
1
1
名
子
主
の
手
作
経
営
は

名
子
の
夫
役
と
名
子
の
子
弟
よ
り
す
る
奉
公
人
に
よ
っ
て
営
ま
れ
て
い
た

3
 

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
近
世
中
期
以
降
の
筑
後
山
北
村
に
お
け
る
各
家
、
或

は
蕎
末
筑
前
修
多
羅
村
楠
野
家
の
奉
公
人
中
に
は
、
そ
の
家
に
隷
属
す
る
名

子
の
子
弟
・
傍
系
親
、
時
に
は
名
子
戸
主
自
身
さ
え
含
ま
れ
て
い
る
の
を
見

出
す
。
た
と
え
ば
、
享
保
五
年
（
一
七
―

1
0
)
山
北
村
の
長
百
姓
河
北
家
の

荒
子
四
人
の
う
ち
一
人
は
自
家
の
名
子
の
子
、
二
人
は
分
家
（
西
屋
敷
）
の

り

名
子
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
他
の
一
人
は
不
明
）
。
楠
野
家
で
も

名
子
の
子
が
主
家
に
年
季
奉
公
し
、
や
が
て
名
子
の
家
を
相
続
す
る
と
、
後

筍

に
そ
の
子
が
年
季
奉
公
に
来
る
例
あ
り
、
か
か
る
関
係
は
お
そ
ら
く
百
姓
と

名
子
の
「
家
と
家
の
関
係
」
か
ら
数
代
に
わ
た
り
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
も
の

九
四



で
あ
ろ
う
。
併
し
後
年
に
至
る
と
、
各
地
に
お
い
て
年
一
屈
中
に
他
家
の
名
子

の
子
弟
を
含
み
、
又
名
子
の
子
弟
が
村
内
の
主
家
以
外
へ
、
又
他
村
へ
奉
公

に
出
て
い
る
こ
と
履
々
で
あ
る
。
た
と
え
ば
享
保
五
年
前
掲
山
北
村
の
庄
屋

吉
瀬
家
の
荒
子
九
人
中
四
人
は
同
家
の
名
子
（
戸
主
・
子
弟
）
よ
り
得
ら
れ

た
こ
と
が
明
か
で
あ
る
が
（
他
の
五
名
は
不
明
）
、
一
方
同
家
の
名
子
の
中

に
は
近
村
の
流
川
村
・
吉
井
町
・
若
宮
村
に
荒
子
と
し
て
出
奉
公
し
て
い
る

6
 

者
も
あ
っ
た
。
幕
末
期
の
筑
前
遠
賀
郡
楠
野
家
で
も
そ
の
奉
公
人
に
は
自
家

の
名
子
の
子
女
と
共
に
他
家
の
名
子
の
子
を
含
ん
で
い
る
。
か
か
る
他
家
・

他
村
へ
の
奉
公
は
恐
ら
く
主
家
の
許
可
を
必
要
と
し
た
と
息
わ
れ
る
が
、
何

よ
り
も
、
当
地
方
に
お
い
て
一
般
に
名
子
制
度
が
解
体
し
つ
つ
あ
る
経
過
の

一
環
と
し
て
理
解
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
既
に
享
保
年
代
名
子
が
他
所
に
日

，
 

8
 

用
取
に
出
で
、
幕
末
に
は
鋏
落
者
の
中
に
多
数
の
名
子
あ
る
こ
と
も
身
分
的

束
縛
を
脱
し
各
地
に
流
入
し
つ
つ
あ
る
状
態
を
推
察
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

〔

2
〕
貧
農
層
の
恒
常
的
存
在
（
本
百
姓
の
順
落
）

近
世
初
期
よ
り
小
百
姓
や
高
不
持
が
多
数
存
在
し
た
こ
と
は
前
述
の
と
お

り
で
あ
る
が
、
本
百
姓
と
い
え
ど
も
封
建
社
会
に
お
け
る
低
生
産
性
と
貢
租

の
重
圧
の
下
に
は
常
に
顛
落
の
危
機
に
曝
さ
れ
て
い
た
。
近
世
初
頭
に
は
多

）
 。

数
の
走
者
の
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
凶
作
・
飢
饉
や
年
貢
未
進
の
際
に
牛
馬

‘.，． 

を
売
り
、
そ
の
子
弟
を
奉
公
人
と
し
て
放
出
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
と

に
此
の
時
期
に
は
人
身
の
売
渡
・
質
入
の
形
態
が
多
く
ま
た
人
身
の
書
入
れ

近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

日

九
五

、・'2
 

ー

も
行
わ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
書
入
の
場
合
は
直
ち
に
人
身
が
引
渡
さ
れ
る
の
で

は
な
く
債
務
返
済
不
能
の
時
に
引
渡
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
人
売
・
人
質

の
行
わ
れ
た
当
時
で
は
か
か
る
害
入
も
単
な
る
空
文
で
は
な
く
、
そ
の
存
在

の
意
味
が
あ
っ
た
。
か
か
る
事
情
を
通
じ
て
譜
代
下
人
に
な
っ
て
ゆ
く
者
が

あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

次
に
筑
後
国
生
葉
郡
山
北
村
（
高
千
二
百
石
）
の
場
合
を
う
か
が
っ
て
み

よ
う
。
同
村
で
は
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
に
多
数
の
「
草
臥
百
姓
」
出
で

彼
等
は
自
己
自
身
及
び
妻
子
を
質
入
し
冥
胃
を
売
っ
て
年
貢
の
未
進
分
を
上

納
せ
ん
と
し
た
程
で
あ
っ
た
。
し
か
も
此
等
百
姓
数
は
十
一
人
、
そ
の
持
高
数

は
四
百
五
十
四
石
余
で
相
当
の
規
模
の
百
姓
で
さ
え
顛
落
の
危
機
に
瀕
し
た

‘‘‘, 
3
 

ー

の
で
あ
る
。
既
に
そ
れ
以
前
に
「
前

J
が
倒
百
生
」
の
高
が
百
七
拾
五
石
余

あ
り
、
事
実
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
に

『
壱
人
男
少
九
郎
巳
ノ
十
二
月
か
当
郡
福
久
村
年
記
之
質
二
出
沖
候
4
 

壱
人
女
少
九
郎
女
房
已
ノ
十
二
月
が
当
郡
小
坂
村
質
二
出
申
候
』

と
見
え
る
。
少
九
郎
は
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
に
は
、
高
約
十
一
石
の
百

句ー

姓
で
あ
っ
た
が
、
明
暦
一
二
年
に
は
山
北
村
の
百
姓
中
に
彼
を
見
出
さ
ず
、
お

そ
ら
く
明
暦
三
年
の
「
前
々
か
倒
百
姓
」
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ

向う
。
本
百
姓
よ
り
の
顧
落
↓
奉
公
人
の
事
例
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

そ
の
後
同
村
は
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
に
は
全
く
困
窮
し
、

第
二
十
七
巻
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近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

『
年
々
お
い
く
り
二
て
草
臥
、
御
年
貢
御
未
進
御
座
候
二
付
、
御
郡
御
奉

行
様
・
御
代
官
様
御
判
形
を
奉
願
、
銀
子
借
用
其
外
他
借
を
仕
取
続
罷

居
申
候
へ
共
、
当
年
二
行
詰
、
借
銀
借
米
利
上
迄
も
可
仕
手
立
無
御
座

候
、
種
作
食
を
も
持
不
申
体
二
罷
成
、
何
も
迷
惑
二
及
申
候
』

と
云
い
、
山
北
村
の
村
高
の
約
半
分
五
百
七
拾
九
石
1
1
百
姓
拾
九
人
（
各
人

の
持
高
は
拾
八
石
乃
至
六
拾
三
石
）
は
顕
落
に
瀕
せ
る
者
で
あ
り
、
彼
等
の

）
 

借
銀
は
拾
四
貫
四
百
八
匁
、
借
米
五
拾
九
俵
に
及
ぶ
状
態
で
あ
っ
た
。
も
ち

ろ
ん
此
等
の
百
姓
が
す
べ
て
顧
落
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
一
部
（
こ

と
に
そ
の
内
部
の
小
百
姓
・
名
子
等
）
は
顧
落
し
名
子
・
荒
子
層
と
な
っ
た

と
お
も
わ
れ
る
。

或
は
延
宝
ー
貞
享
年
間
（
に
望
）
、
肥
前
基
雌
・
養
父
郡
（
対
州
領
）

で
は
、

ヽ

『
御
領
分
の
百
姓
凡
弐
千
竃
あ
り
て
田
畑
一
歩
も
不
持
百
姓
四
百
五
十
余

、
、
、
、

竃
あ
り
、
又
畑
持
田
屋
敷
或
は
屋
敷
畑
を
持
て
田
を
不
持
或
は
屋
敷
田
を
持

ヽ

て
畑
を
不
持
百
姓
弐
百
八
十
余
鼈
あ
り
、
然
に
壱
人
に
て
五
拾
石
・
百
石

或
は
百
五
拾
石
・
弐
百
石
或
は
三
百
石
・
三
百
石
余
持
、
如
此
百
姓
の
身
上

8
 

甚
大
小
あ
り
』
、
『
村
々
之
田
畠
悉
く
富
民
の
手
に
入
、
田
畠
を
不
持
下
作
計

り
仕
る
百
姓
大
分
に
成
り
、
少
宛
田
椙
持
候
而
も
一
家
の
人
数
相
応
に
持
た

，
 

る
者
少
侯
故
、
何
事
も
仕
難
く
侯
』
と
い
う
状
態
で
、
一
方
の
極
に
は
大
高

持
、
他
方
の
極
に
無
高
と
い
う
形
に
分
解
し
つ
つ
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

け

第
二
十
七
巻

下
作
す
る
者
が
多
か
っ
た
が
、
し
か
も
年
々
多
数
の
倒
百
姓
や
鋏
落
者
（
走

者
）
を
出
し
て
い
た
。
そ
の
困
窮
の
様
相
は
当
時
の
村
役
人
を
し
て
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

『
御
領
分
は
村
々
以
前
よ
り
次
第
に
免
相
上
り
、
其
上
打
続
数
年
田
畠
損

、、
毛
仕
、
御
年
貢
上
納
も
難
成
時
は
各
借
銀
を
以
上
納
仕
候
故
、
如
斯
困
窮
仕

ヽ

候
、
只
今
之
御
免
相
に
而
は
以
後
辿
も
難
続
候
、
縦
令
豊
年
五
年
―
―
一
年
打
続

詢

候
と
も
困
窮
な
き
申
間
敷
と
奉
存
候
」

と
貢
租
の
重
課
を
指
摘
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
為
に
農
民
の
借
米
借
銀

す
る
者
多
く
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
の
調
査
で
は
、
借
銀
千
九
拾
五
貫

余
・
借
米
五
千
八
百
七
拾
俵
余
、
銀
米
借
り
主
千
六
百
五
人
に
及
ん
で
い
る

が
、
こ
の
う
ち
銀
七
拾
七
貫
余
・
米
六
拾
八
俵
は
『
男
女
奉
公
仕
借
』
と
あ

、
、
、

り
、
『
借
銀
之
方
に
質
奉
公
仕
男
女
弐
百
九
十
四
人
』
（
男
百
五
十
三
人
・

女
百
四
十
一
人
）
を
数
え
た
。
代
官
賀
島
兵
助
は
か
か
る
百
姓
借
銀
米
の
整

理
を
講
じ
た
の
で
天
和
一
二
年
（
一
六
八
―
―
-
）
に
は
大
い
に
減
じ
、
質
奉
公
人

も
弐
百
弐
拾
弐
人
を
六
ケ
年
の
間
に
『
身
請
』
し
た
が
、
な
お
残
る
も
の
七

2
 

拾
弐
人
（
男
―
―
-
＋
九
人
・
女
―
―
―
十
三
人
）
で
あ
っ
た
と
云
う
。
ま
た
延
宝
七
・

八
年
（
一
六
七
九
・
八

0
)
の
洪
水
・
凶
作
・
飢
饉
の
た
め
で
あ
ろ
う
他
国

へ
日
用
取
に
出
る
者
も
多
か
っ
た
た
め
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
十
一
月
に

は
他
国
の
者
を
日
用
に
雇
う
こ
と
を
禁
じ
、
領
中
の
飢
百
姓
を
雇
う
よ
う
に

筍2
 

命
じ
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
近
世
前
期
に
広
汎
な
貧
農
層
が
存
在
し
小
作
・

奉
公
人
・
日
雇
の
供
給
源
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

第

二

号
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以
上
は
近
世
前
期
に
つ
い
て
窺
っ
た
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
貧
農
層
が
広

汎
．
濃
厚
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
中
期
以
降
各
地
に
多
数
の
史
料
を
見

出
す
。
夫
々
挙
げ
る
に
は
煩
わ
し
い
の
で
一
、
二
の
例
を
示
す
に
と
ど
め

る
。
宝
永
ー
享
保
初
年
に
至
る
筑
前
志
摩
郡
御
床
村
の
鎌
田
家
に
対
す
る
土

地
の
質
入
は
極
め
て
多
数
に
上
り
、
し
か
も
年
期
来
る
も
請
返
し
出
来
ず

「
置
上
げ
」
と
て
、
質
取
主
よ
り
更
に
若
干
の
米
銀
を
借
用
し
て
請
状
を
仕

替
え
質
入
年
期
を
継
続
・
延
長
し
た
し
、
こ
の
ほ
か
永
代
相
伝
に
渡
さ
れ
る

3
 
2
 

も
の
も
少
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
志
摩

郡
（
四
十
五
ケ
村
）
で
は
百
姓
約
三
千
軒
に
対
し
、
「
遊
民
」
約
五
百
軒
が

功

存
在
し
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
か
か
る
遊
民
は
他
の
史
料
に
は
「
遊
民
無

裔
」
と
録
さ
れ
、
或
は
筑
前
地
方
で
は
『
五
反
に
足
ら
ぬ
田
畠
抱
た
る
も
の

、、

は
遊
民
の
類
な
り
・
・
・
・
・
・
是
（
五
反
）
よ
り
内
に
て
は
家
内
三
人
と
は
暮
さ
れ

‘,'-5
 
2
 

ぬ
積
り
な
り
』
と
云
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
貧
農
層
が
無
視
出
来
ぬ
数
に
お

い
て
存
在
す
る
を
知
る
の
で
あ
る
。
鎌
田
家
の
宝
永
ー
享
保
初
年
に
至
る
質

奉
公
人
（
各
年
約
十
人
）
も
恐
ら
く
か
か
る
貧
農
層
よ
り
得
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
彼
等
の
中
に
は
年
期
来
る
も
債
務
を
償
い
得
ず
、
さ
ら
に
年
期
を
更

6
 
2
 

新
・
継
続
す
る
も
の
も
少
く
な
い
程
で
あ
っ
た
。

殊
に
筑
前
恰
土
郡
井
原
触
の
諸
村
に
つ
い
て
は
、
或
程
度
詳
し
く
窺
う
こ

と
が
出
来
る
の
で
、
以
下
同
触
の
状
態
を
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
先
ず
同

近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

（一）

零
細
な
土
地
所
持
者
の
広
汎
な
存
在
を
推
察
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も

封
建
的
生
産
関
係
の
下
で
は
不
断
に
危
機
に
臨
み
つ
つ
、
一
度
凶
作
に
襲
わ

れ
る
と
直
ち
に
行
詰
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
天
明
六
年
(
-
七

八
六
）
に
『
田
畠
至
而
損
毛
』
す
る
や
翌
七
年
二
月
に
井
原
触
で
は
各
村
相

当
数
の
者
が
藩
よ
り
「
田
畠
仕
向
狼
物
」
・
「
田
畠
仕
向
拝
借
銀
」
を
借
ら
な

）
 
7
 
2
 

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
十
ニ
ケ
村
全
部
に
つ
い
て
は
分
ら
な
い
が
、
飯
場

第 8表 昭和 9年井原村農民

の土地所持量

第
二
十
七
巻

数民農

-

.

-

―

―

-

―

 

石

高

満

5
1
0
1
5

～
～
 

未石
石
、
）

石

ー

1

J
 
10 

10 ~ 

35人

70 

38 

1
o
-
9
 

2

一ー

飴

1

1

0

 ゜

5

2

 

ー

ー

ー

―

―

'

'

'

'

17 

34 

18 

10 

第

二

号

九

七

15 ~ 
20 ~ 
30 ~ 

20 

40 ~ 

30 

40 

50 4
 

4
-
4
-
2
 50 ~ 100 

100 ~ 200 
200以上

計

，
 5＿
3
 
2 * 
206 

〔備考〕井原村田畠名寄帳（三苫家

文書）に依り作成。

但し壱作は高不明のため含

まず（その数極めて少い）。

* 218石余と251石余

触
の
う
ち
井
原
村
の
み
に
つ
い
て
は
明
和
九
年
（
一
七
七
―
-
）
に
お
け
る
農
民

の
土
地
所
持
量
が
窺
え
る
の
で
、
そ
れ
を
階
層
別
に
示
す
と
第
8
表
の
如
く

で
あ
る
。
勿
論
こ
れ
は
他
村
と
の
入
組
所
持
の
事
情
が
明
か
で
な
い
の
で
厳

密
で
は
な
い
が
、
大
体
の
傾
向
と
し
て
、
一
方
に
大
高
持
百
姓
と
、
他
方
に



第 10 表 第

，
 

表

反
23 ~ 
20 

15 

10 

5 

計

軒

上

3

3

高

，
 

軒

ヒi
5

4

0

2

 

山

ー

，
 

反

2
0
1
5
1
0
5
1
 
21 6
 

〔備考〕第 9, 10表ともに天

明7年 2月恰土郡山北・高

上両村田方仕向根物拝借御

嶼、恰土郡飯場村当田方仕

向銀御願調子帳による。

村名 取続（軒数） 1貧窮（軒数） 1 計 I 
人数 人数

人軒 1 人軒 1121人軒
飯場 52 (3') 69 * (?) (3十？）

山北 I43 (5) 79 c21) 122(26) 

高上 I21 (4) 36 (6) I 57(10)/ 

＊このうち 3人は遊民である。

人数の中からは乳呑子を除く。

近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

•
山
北
・
高
上
三
ケ
村
に
つ
い
て
は

第
9
表
の
よ
う
で
、
借
入
れ
を
必
要

と
し
な
い
『
仮
成
リ
ニ
取
続
仕
向
仕

ル
分
』
の
者
に
対
し
、
麦
収
穫
期
ま

で
に
借
入
れ
を
必
要
と
す
る
者
（
日

数
六
十
日
分
、
一
人
一
日
一
＝
合
宛
、

但
し
「
遊
民
」
は
一
日
一
合
五
勺
宛

借
入
）
の
方
が
多
か
っ
た
の
で
あ

る
。
し
か
も
山
北
・
高
上
両
村
に
つ

い
て
判
明
す
る
所
で
は
こ
れ
ら
の
借

入
れ
を
必
要
と
す
る
貧
窮
百
姓
の
耕

作
規
模
は
第
10
表
に
示
す
よ
う
に
、

山
北
村
で
は
殆

ん
ど
五
反
ー
ニ

町
、
高
上
村
で

は
二
町
前
後
で

あ
っ
た
。
取
続

百
姓
の
耕
作
規

模
が
判
明
し
な

（一）

い
け
れ
ど
も
、

第11表 寛政 4年凶作時にお

ける井原触

（ ）内の数字は取続家数

中助合米指出の家数を示す。

村

井
高

原

祖

128 

堂
＿
寺
北
山
一
上
坂
一
幻

梅

計

訳

末

王

飯

川

西

瑞

山

雷

比
晶

窮
数

0

1

5

7

1

4

9

7

 

-

4

 

貧
家

I
I

—
一
ー1
|
1
I
I
~
喜
ハ

)
）
)
-
6
7
1
0
-

1
|
1
1
1
|
 

（
 

続
数
の
固
乃
の
功
的

5
，
乃
幻
3

2

4

(0

3

 

(
（
（
（
（
(
（
(
（
（
 

取

家

国

勾

2
0
8
8
1
2
5
3
6
4
9
2
5
1
5
2

1

1

ー

9

,

 

名

永

丸

墨

原

81 

41 

13 
19 
22 

41 
35 
29 

（備考〕「井原触村々田方虫入風

損二付百姓中未丑ノ四月麦出

来迄根物取続調子書上」 （三
苫家文書）に依り作成。

第
二
十
七
巻

と
も
か
く
生
産
力
の
低
い
地
域
で
は
相
当
規
模
の
耕
作
者
で
さ
え
常
に
順
落

の
危
機
を
は
ら
ん
で
い
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
八
月
に
風
損
の
た
め
凶
作
と
な
る
や
翌

年
四
月
麦
収
穫
ま
で
の
間
根
物
の
貯
え
な
く
「
凶
年
除
ケ
雑
穀
」
（
粟
．
蕎

麦
・
琉
球
芋
・
大
根
）
を
借
ら
な
け
れ
ば
取
続
き
得
な
い
家
が
「
仮
成
二
取

続
成
ル
家
」
|
—
此
の
中
に
は
助
合
米
を
出
す
家
も
あ
っ
た
ー
に
比
し
て

各
村
共
極
め
て
多
か
っ
た
。
表
示
す
れ
ば
第
11
表
の
と
お
り
で

‘
1
0％
の

富
裕
な
、
云
わ
ば
標
準
以
上
の
層
に
対
し
、
七
七
％
と
い
う
圧
倒
的
多
数
の

貧
農
層
の
存
在
を
推
測
出
来
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
文
化
十
五
年
(
-
八
一
八
）
各
村
に
お
け
る
高
持
百
姓
の
持
高
は

第
12
表
の
如
く
な
っ
て
い
て
、
表
示
の
如
く
他
村
と
の
掛
作
関
係
は
無
視
出

第

二

号

九

八



第12表 文化15井原触各村農民の土地所持階層別表

近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

（→ 

＼ご＼、名＼ 原井 高祖 末永 王丸 飯場 原川 西堂 言寺 北山I高上 1三坂 雷山！＼計
5石以下 I47人Iso人Iz, 人I10人i12人I20人117人Iss人I11人I1人I21人I18人I301人
5石~10石 I31 I 27 I 1? 4 12 I 13 I 10 I 3o I 6 I 4 I 7 I 24 I 1ss 
10 ~ 20 34 I 36 I 1s I 10 I~I 7 I 9 5 I 9 I 6 I 15 9 I 1ss 
20 ~ 30 I 1? I ? I 3 I 3 I o I 1 I 10 I 1 I 3 I 2 I 6 I o I s3 
so ~ 40 I s I 2 I s I 1 I o I o I 2 I o I o I o I 1 I o I 14 
40 ~ 5o I 3 I o I 2 I o I o I o I 1 I o I 1 I o I 1 I o I 8 
50 ~ 100 I 1 I 1 I o I o I o I o I o I o I o I o I 5 I o I 13 
100 ~200 l 2lololololololololololol 2 

200 ~220 I 2 I o I o I o I o I o I o o I o I o I o I o I 2 
計 I 148 1123 I 7o I 28 I 24 I 41 I 49 I 91 I 36 [ 16 I 59 I 51 [ 736 

他□贔百姓 1 34 ¥ 27 I 6 32 I 。1 so I 。!6 / 1 s 14 ¥ 12 I 
I 男?I 6 s 3 I 2 3 I 6 7 I 3 I 4 I 7 I ?+46 
出奉公人 女21 12 8 2 。6 6 7 5 4 2 5 87 
〔備考〕井原触村々惣人数井高持百姓其外無高百姓調子書上帳

（三苫家文書）により作成。

第

二

号

九

九

来
な
い
に
せ
よ
、
と
も
か
く
各
村
零
細
な
土
地
所
持
者
の
多
く
存
在
せ
る
を

知
り
、
又
他
村
へ
の
出
奉
公
人
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
（
村
内
で
の
奉
公

人
に
つ
い
て
は
史
料
の
性
質
上
不
明
、
最
も
多
か
っ
た
と
推
察
さ
る
）
。
以

上
見
て
き
た
様
な
事
情
で
あ
っ
た
か
ら
、
文
化
十
二
年
に
お
け
る
各
村
の

状
況
を
左
に
摘
記
す
れ
ば
奉
公
人
や
日
雇
の
供
給
層
（
他
面
に
は
下
作
も
す

る
）
が
明
か
に
知
ら
れ
る
と
思
う
。

『

四
拾
七
軒
右
ハ
壱
反
か
八
反
迄
仮
成
現
作
仕
分

―
―
―
拾
軒
右
ハ
壱
町
か
弐
町
迄
現
作
仕
分

四
軒
右
ハ
弐
町
五
反
か
三
町
迄
現
作
仕
分

（
高
祖
村
）

0
軒
数
百
三
軒

一
、
百
姓
之
内
凡
九
人
程
ハ
田
畠
壱
町
六
反
か
壱
町
迄
持
抱
居
申
候
分

-
、
”
拾
五
人
程
ハ
六
反
か
壱
町
五
反
迄
持
抱
居
申
候
分

-
、
”
四
拾
四
人
程
ハ
線
二
田
畠
壱
反
か
五
反
位
迄
持
抱
居
申
候
分

‘
 

-
、
”
拾
七
人
程
ハ
田
畠
所
持
不
仕
下
作
成
荒
仕
子
奉
公
日
雇
稼
等
仕

居
申
候
分

第
二
十
七
巻

ヽ

一
拾
軒
右
ハ
百
姓
竃
死
目
不
申
候
得
共
荒
仕
子
奉
公
又
ハ
日
雇

ヽか
せ
き
等
仕
、
牛
馬
等
索
百
姓
仕
得
不
申
分

（
井
原
村
）

一
、
村
中
竃
数
百
三
拾
軒

内
拾
九
軒

右
ハ
百
姓
竃
死
目
之
者



近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

（
末
永
村
）

0
竃
数
六
拾
―
―
一
軒

一
、
百
姓
之
内
四
人
程
ハ
田
畠
壱
町
六
反
か
弐
町
余
持
抱
居
申
侯

-
、
―
―
―
拾
人
程
ハ
六
反
か
壱
町
弐
反
迄
持
抱
居
申
侯

一
、
拾
六
人
程
ハ
三
反
か
已
下
少
々
宛
所
持
仕
居
申
侯

ヽ

一
、
拾
―
―
―
人
程
抱
田
畠
無
御
座
奉
公
或
ハ
日
雇
稼
等
仕
居
申
候

（
王
丸
村
）

0
弐
拾
八
軒

一
、
百
姓
之
内
凡
十
二
人
程
ハ
田
畠
六
反
位
か
壱
町
六
反
位
迄
持
抱
居

申
候

-、

II

凡
十
人
程
ハ
壱
反
か
五
反
位
迄
持
抱
居
申
侯

、
、
、
、

一
、
六
人
程
ハ
田
畠
所
持
不
仕
下
作
或
ハ
荒
仕
子
奉
公
等
仕
居
申
候

（
飯
場
村
）

0
弐
拾
七
軒

一
、
百
姓
之
内
凡
八
人
程
ハ
田
畠
九
反
か
六
反
迄
持
抱
居
申
候

-、

II

七
人
程
ハ
同
六
反
位
か
四
反
位
迄
持
抱
居
申
候

一
、
”
九
人
程
ハ
同
弐
反
位
か
壱
反
半
余
位
迄
持
抱
居
申
候

、
、

-
、
”
三
人
ハ
田
畠
等
所
持
不
仕
少
々
下
作
或
ハ
奉
公
等
仕
居
申
候

（
川
原
村
）

0
四
拾
軒

一
、
百
姓
之
内
九
人
程
ハ
六
反
か
壱
町
四
反
位
迄
持
抱
居
申
侯
分

-
、
”
弐
拾
八
人
ハ
壱
反
か
五
反
迄
持
抱
居
申
侯
分

、
、
、

一
、
”
五
人
ハ
田
畠
所
持
不
仕
下
作
或
ハ
荒
仕
子
奉
公
仕
リ
居
申
候

（
西
堂
村
）

0
四
拾
壱
軒

一
、
百
姓
之
内
―
―
一
人
程
ハ
田
畠
壱
町
六
反
か
弐
町
迄
持
抱
居
申
候

一
、
百
姓
之
内
七
人
程
ハ
田
畠
六
反
位
か
壱
町
五
反
迄
持
抱
居
申
候

（一）

第
二
十
七
巻

第
二
号

一
、
百
姓
之
内
弐
拾
人
ハ
田
畠
壱
反
か
五
反
迄
持
抱
居
申
侯

ヽ

-
、
”
拾
壱
人
ハ
田
畠
所
持
不
仕
下
作
或
ハ
荒
仕
子
奉
公
等
仕
居
申
候

（
山
北
村
）

0
村
中
軒
数
三
拾
軒

一
、
百
姓
之
内
三
人
ハ
田
畠
壱
町
五
反
か
壱
町
五
六
反
迄
持
抱
居
申
侯

一
、
”
八
人
ハ
田
畠
八
反
か
壱
町
四
反
九
畝
迄
持
抱
居
申
候

-
、
”
拾
九
人
ハ
田
畠
六
畝
拾
六
歩
か
七
反
九
畝
余
迄
持
抱
居
申
候

（
高
上
村
）

0
軒
数
記
載
な
し

一
、
百
姓
之
内
三
人
ハ
田
畠
壱
町
五
反
カ
―
―
―
町
五
反
迄
持
抱
居
申
候

-
、
”
五
人
ハ
田
畠
八
反
か
壱
町
四
反
九
畝
余
迄
持
抱
居
申
候

一、

I
I
-

―
一
人
ハ
田
畠
七
反
九
畝
余
以
下
持
抱
居
申
侯

、
、

-
、
”
―
―
―
人
ハ
田
畠
所
持
不
仕
農
業
日
雇
蛾
等
仕
日
々
相
暮
シ
居
申
候

（
三
坂
村
）

/
冒
軒
数
五
拾
壱
軒

内

軒
数
六
軒
田
畠
三
町
か
三
町
七
反
位
迄
所
持
仕
候
者

軒

数

拾

四

軒

壱

町

か

弐

町

位

迄

所

持

仕

候

者

軒

数

九

軒

五

反

か

九

反

位

迄

所

持

仕

候

者

此
一
一
口
極
貧
窮
段
々
御
座
候

軒

数

弐

拾

弐

軒

四

反

方

以

下

所

持

仕

候

者

右
弐
拾
弐
人
之
者
共
ハ
少
々
宛
田
畠
ハ
所
持
仕
居
候
へ
共
、
奉
公

等
仕
、
又
ハ
病
身
者
其
外
壱
身
暮
等
二
而
、
極
々
貧
窮
者
共
二
御

西
東
枝
郷
共
惣
軒
数

1
0
0
 



ヽ
~8
 
2
 

．

座

候

』

〔
備
考
〕
右
引
用
史
料
中
高
組
村
と
川
原
村
は
、
村
惣
軒
数
と
内
容
一
致
し

し

カ

な
い
が
、
高
祖
村
は
、
こ
こ
に
掲
出
せ
ら
れ
た
ほ
か
に
志
荷
商
人

・
職
人
等
を
加
え
た
軒
数
で
理
解
が
行
く
が
、
川
原
村
に
つ
い
て

ヽ

ヽ

．

は
疑
問
が
残
る
。
尚
、
井
原
村
に
於
て
は
現
作
、
そ
の
他
の
村
で

、

、

、

、

は
所
持
（
或
は
持
抱
）
の
文
言
を
用
い
て
い
る
が
、
現
作
は
自
作

・
小
作
に
拘
ら
ず
経
営
の
面
か
ら
調
査
し
た
．
と
思
わ
れ
、
そ
れ
に

対
し
て
後
者
は
所
有
の
点
か
ら
見
た
と
思
わ
れ
る
。
井
原
村
に
は

三
苫
家
そ
の
他
の
大
高
持
百
姓
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
明
か
で
あ

る
か
ら
。

す
な
わ
ち
い
ず
れ
の
村
に
も
土
地
を
全
く
所
持
し
な
い
民
衆
が
存
在
し
て
お

り
、
彼
等
は
荒
仕
子
奉
公
・
日
屈
稼
を
し
て
生
計
を
立
て
、
他
面
で
は
小
作

も
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

以
上
窺
っ
た
所
か
ら
も
明
ら
か
に
近
世
農
民
層
の
分
解
の
進
行
を
知
り
得

る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
文
化
年
代
は
凶
作
が
続
い
た
と
云
わ
れ
る
か
ら
、
右
の
史
料
は

或
は
特
異
す
き
る
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
恒
常
的
に
潜
在
す
る
も
の
を

顕
現
せ
し
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
く
に
井
原
村
で
は
、
ヽ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

『
近
年
之
高
掛
リ
太
ク
猶
損
毛
打
続
キ
田
地
持
抱
候
百
姓
余
分
た
ふ
し

‘,．‘ 、29
候
』

近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

（一）

1
0
 

村
方
が
百
姓
中
作
分

『
打
続
段
々
損
毛
仕
、
余
分
百
姓
門
目
斉
シ
或
ハ
取
続
得
不
申
、
旦
雇

稼
、
荒
仕
子
奉
公
等
余
分
二
罷
出
、
別
而
井
原
村
杯
ハ
浮
地
等
余
分
出

、̀’。
8
 

来
仕
、
何
分
仕
向
居
合
兼
申
候
」

と
い
う
状
態
で
、
事
実
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。

『
九
拾
八
町
弐
反
七
畝
七
歩

内

弐
町
七
反
八
畝
拾
歩

高
五
拾
三
石
八
斗
壱
升
五
合

（
中
略
）

ヽ

右
ハ
百
姓
庵
目
死
目
請
持
主
無
御
座
候
二
付
、
作
方
助
合
等
仕
、
下

作
二
入
、
且
又
代
下
ケ
、
村
切
立
ヲ
以
御
上
納
相
償
侯
分
共
二

八

町

八

反

拾

五

歩

請

持

主

有

之

分

高
百
六
拾
壱
石
―
―
―
斗
三
升
八
合

（
中
略
）

右
は
近
年
旱
魃
損
毛
打
続
、
何
分
百
姓
取
続
得
ネ
申
、
荒
仕
子
奉
公
、

、
、
ヽ
ヽ
ヽ

8

旦
雇
か
せ
き
等
仕
或
ハ
極
老
人
独
身
等
二
而
何
分
現
作
仕
得
不
申
分
』

か
か
る
倒
百
姓
・
貧
窮
百
姓
が
奉
公
人
の
供
給
源
を
な
し
て
い
た
こ
と
は
更

に
福
岡
藩
領
一
般
に
つ
い
て
云
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
文
化
十
四
年
同
藩
が
志

摩
・
恰
土
両
郡
の
大
庄
屋
四
人
に
宛
て
た
触
書
の
中
で
は
、

『
百
姓
之
内
難
渋
二
指
迫
、
無
余
儀
家
財
売
払
色
々
仕
組
相
立
候
、
未
再

第
二
十
七
巻

第
二
号

、
、
、

浮
地
主
な
し



近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

（
合
力
）

応
之
不
折
拾
打
続
不
得
止
事
、
門
目
を
倒
候
類
ハ
以
前
か
田
畠
一
同
農

具
、
農
馬
、
家
屋
舗
共
村
方
に
指
出
、
其
身
も
荒
仕
子
奉
公
戊
ハ
日
雇

2
 
8
 

稼
等
い
た
し
侯
仕
組
相
立
候
儀
ハ
先
格
致
方
も
無
之
次
第
二
候
』

と
云
い
、
又
同
国
鞍
手
郡
四
郎
丸
村
で
も
、

『
年
来
困
窮
之
上
、
近
年
打
続
田
方
損
毛
仕
、
其
年
之
御
年
貢
上
納
差

、、

問
、
田
畠
或
身
売
家
財
牛
馬
等
迄
売
払
申
程
之
儀
二
付
、
追
年
弥
困
窮

8
 
8
 

云
云
』

と
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
併
し
、
か
か
る
奉
公
人
供
給
事
情
を
以
て
単
に

凶
作
時
の
特
異
な
現
象
と
は
云
え
な
い
。
井
原
村
三
苫
家
の
み
を
例
に
と
っ

て
も
、
近
世
中
期
以
降
同
家
に
対
す
る
土
地
の
売
券
・
質
券
そ
の
他
の
借
用

証
文
は
極
め
て
多
数
に
上
り
、
困
窮
せ
る
農
民
の
不
断
の
存
在
を
如
実
に
窺

い
得
る
の
で
あ
る
が
、
殊
に
同
家
の
奉
公
人
を
諸
種
の
証
文
•
長
帳
に
よ
っ

て
窺
う
に
、
い
ず
れ
も
そ
の
奉
公
の
理
由
は
、
『
年
貢
未
進
』
、
『
牛
馬
代
銭

差
支
』
、
『
諸
払
』
、
霊
只
請
』
の
た
め
で
あ
り
、
彼
等
は
ま
さ
し
く
『
諸
方
に

4
 
8
 

銭
引
お
ひ
』
た
る
者
で
あ
っ
た
。
又
種
々
の
債
務
の
担
保
に
子
弟
或
は
自
己

の
人
身
を
「
書
入
」
し
こ
と
も
属
々
で
、
債
務
未
済
の
場
合
は
実
際
に
質
奉

公
関
係
を
成
立
せ
し
め
た
の
で
あ
あ
っ
た
。
或
は
奉
公
人
が
そ
の
家
族
の

『
兵
根
切
』
の
た
め
米
麦
の
食
料
を
借
り
、
債
務
に
繰
入
れ
ら
れ
る
こ
と
も

極
め
て
多
く
、
小
作
料
未
納
分
は
債
務
と
し
て
計
算
せ
ら
れ
、
そ
の
他
種
々

日

第
二
十
七
巻

雑
多
の
債
務
累
積
し
、
そ
の
返
済
の
た
め
奉
公
人
の
子
弟
ま
で
が
更
に
奉
公

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
も
少
く
な
い
。
こ
れ
ら
奉
公
関
係
・
小
作
関
係
・
債
務

関
係
の
癒
着
状
態
に
つ
い
て
は
後
に
考
察
す
る
。

同
じ
く
貧
農
層
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、
特
記
す
べ
き
も
の
と
し

て
、
「
皮
多
」
（
積
多
）
に
つ
い
て
触
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
等
は
封
建
的
身

分
制
に
編
み
こ
ま
れ
て
は
い
る
が
、
本
質
的
に
は
カ
ー
ス
ト
的
要
素
の
濃
厚

な
賤
民
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
最
も
不
遇
な
地
位
に
あ
り
、
そ
の
生
活
も
劣
悪

で
あ
っ
た
。
筑
前
井
原
触
に
お
け
る
文
化
十
五
年
(
-
八
一
八
）
の
持
高
調

査
で
は
、
皮
多
に
は
高
持
の
者
極
め
て
少
く
、
概
ね
無
高
で
あ
り
、
た
と
え

5
 
8
 

高
持
と
雖
も
極
め
て
零
細
で
あ
る
。
天
保
十
二
年
(
-
八
四
一
）
筑
前
宗
像

郡
で
は
次
の
如
く
訴
え
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

ヽ

『
私
共
四
ケ
村
皮
多
中
、
銘
々
抱
田
畠
と
申
候
而
そ
繍
宛
之
儀
二
御
座

ヽ
‘
.

候
間
、
少
々
宛
之
請
作
も
仕
侯
得
共
、
下
賤
之
者
二
御
座
候
得
そ
、
農

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

，
具
等
之
貯
も
無
御
座
、
迎
も
農
業
一
遍
に
て
ハ
渡
世
取
続
得
不
申
、
已

匈

、
、
、
、
、

前
か
牛
馬
皮
取
扱
、
兎
や
角
相
暮
申
候
儀
二
御
座
候
（
以
下
略
）
』

さ
れ
ば
福
岡
藩
領
で
は
、
博
多
商
人
柴
藤
家
の
支
配
す
る
「
革
座
」
の
下

8
 

に
皮
革
製
造
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
井
原
村
三
苫
家
の
例
で

8
 
8
 

は
、
同
家
の
小
作
を
も
な
し
、
小
作
料
不
納
の
た
め
、
そ
の
返
済
に
年
季
奉

〔

3
〕

皮

多

第
二
号

1
0
 



さ
き
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
貧
農
層
は
大
高
持
百
姓
の
小
作
を
な
す
こ
と

多
く
、
ま
た
米
銀
を
借
用
す
る
こ
と
も
屡
々
で
あ
っ
た
。
彼
等
小
作
人
の
子

弟
は
地
主
の
手
作
経
営
の
労
働
力
と
し
て
奉
公
し
た
の
で
あ
る
が
、
か
か
る

場
合
奉
公
人
へ
の
給
米
・
給
銀
が
直
接
に
小
作
料
に
あ
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
|
_
『
余
米
立
用
』
の
文
言
は
多
い
。
ま
た
小
作
料
滞
納
の
場
合
小
作

人
の
子
弟
や
小
作
人
自
身
が
奉
公
す
る
こ
と
に
よ
り
給
米
を
も
っ
て
小
作
料

近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

〔
4
〕
小
作
関
係
・
債
務
関
係
と
奉
公
人
関
係
の
癒
着 三

雲
原
ノ

、
、
、
、

皮
多
旦
雇
六
人

。
4
 

皮
多
六
人
七
月
十
一
日
か
半
旦
雇
侯
、
賃
冷
飯
為
喰
候
而
百
文
宛
』

そ
の
ほ
か
豊
前
田
川
郡
金
田
村
六
角
家
（
大
庄
屋
）
に
お
い
て
も
日
雇
と

4
 

し
て
雇
用
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
給
付
の
点
を
窺
う
処
で
は
一
般
の

奉
公
人
に
比
し
て
低
額
を
給
せ
ら
れ
た
事
実
は
無
い
。
併
し
各
地
に
お
い
て

古
老
に
聞
く
所
で
は
一
般
に
比
し
て
低
劣
で
あ
っ
た
と
云
う
。
な
お
研
究
を

‘‘,‘ 心

要
す
る
。 一

、
正
銭
六
百
文

（一）

、贔’

，
 

3
 

公
す
る
こ
と
も
あ
り
、
或
は
履
々
田
植
・
麦
打
・
草
取
等
の
日
雇
に
も
雇
用

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
天
保
九
年
よ
り
一
例
を
挙
げ
れ
ば
次
の
如
く
録

さ
れ
て
い
る
。

『
七
月
十
一
日

第
二
号

を
償
う
た
の
で
あ
ろ
う
。
井
原
村
三
苫
家
の
安
永
・
天
明
年
代
か
ら
一
、
二

3
 
4
 

の
事
例
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

、
、
、
、

〔例

1
〕
井
原
村
下
町
の
清
次
は
一
―
―
苫
家
の
ぬ
く
も
り
（
地
名
）
下
田
九
畝

廿
歩
を
小
作
し
て
い
た
が
宝
暦
末
年
よ
り
明
和
に
か
け
て
年
々
余
米
を
滞
納

し
、
ま
た
「
兵
狼
無
之
」
た
め
籾
を
借
入
れ
る
な
ど
し
て
明
和
二
年
(
-
七

こ
の
間
給
米
・
給
銭
は
債
務
の
弁
済
に
あ
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た

一
方
で
は
下
作
し
つ
つ
余
米
を
滞
納
し
、
諸
種
の
借
入
れ
を
続
け
た
。

六
五
）
暮
ま
で
に
弐
斗
八
升
余
の
債
務
を
負
う
て
い
る
。
さ
ら
に
明
和
―
―
―
年

暮
に
は
銭
四
拾
目
を
借
り
受
け
此
の
利
率
は
壱
割
八
分
（
七
匁
弐
分
宛
）
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
い
か
に
な
っ
た
か
不
明
で
あ
る
が
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）

‘
 

に
は
一
―
―
苫
家
に
十
五
日
居
の
奉
公
に
出
た
（
給
米
四
俵
八
分
）
。
翌
七
年
は
十ヽ

、
、
日
居
（
給
米
―
―
―
俵
六
分
）
。
八
年
に
も
奉
公
（
給
米
三
俵
弐
分
お
そ
ら
く
十

、

、

、

、

日
居
か
）
に
出
て
、
九
年
・
天
明
元
年
に
は
日
雇
と
し
て
銭
廿
目
分
勤
め

た。
?
~
、ふ明

和
四
年
よ
り
天
明
元
年
ま
で
十
五
ケ
年
分
の
利
子
の
み
で
も
百
八
匁
に
な

っ
た
。
か
く
て
天
明
元
年
暮
に
は
銭
百
六
拾
―
―
―
匁
五
分
・
米
弐
俵
弐
斗
四
升

の
債
務
を
負
う
た
こ
と
に
な
る
。
翌
二
年
に
は
廿
日
居
の
奉
公
に
出
て
そ
の

給
米
（
天
明
元
年
暮
に
前
払
）
を
以
て
差
引
い
て
も
な
お
「
七
拾
壱
匁
七
分

滞
」
と
あ
る
。
以
下
天
明
元
・
ニ
年
の
奉
公
期
間
中
に
つ
い
て
は
原
史
料
に

第
二
十
七
巻

101
――
 

し
か
も
前
述
の
銭
四
拾
目
の
債
務
も
利
払
は
僅
か
一
ケ
年
分
を
し
た
の
み
で



/
右
ハ
書
付
と
ら
ノ
十
二
月
廿
―
―
―
日
夕
清
次
二
桔
渡
ス

と
ら
ノ
年
ぬ
く
も
り
余
米

一
、
米
弐
斗
五
升

残
而
三
十
五
匁

百
廿
め
ハ 内

/
六
俵
壱
斗
―
―
―
升
弐
合

米
弐
俵
弐
斗
四
升
ハ

”
―
―
―
俵
弐
斗
弐
升
弐
合
ハ

内

左
の
如
く
録
さ
れ
て
い
る
。

滞
（
天
明
三
年
）

卯
ノ
年
十
五
日
居
給
米

と
ら
ノ
暮
払
前

近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

『

（
天
明
二
年
）

と
ら
ノ
春
給
米
廿
日
居

一
、
米
六
俵
四
分
壱
斗
三
升
弐
合

/
百
五
拾
五
匁

代
銭
九
拾
壱
匁
八
分

、
、
、

年
々
滞
余
米
丑
ノ
暮
払
分
立
用

、
、

廿
五
匁
か
へ
に
古
借

ヽ銭
の
内
分
立
用

給
米
渡
シ
相
済

と
ら
ノ
年
分
借
シ
渡
ス
事

（
中
略
ー
天
明
二
年
中
の
債
務
種
々
記
載
あ
り
ー
節
季
仕
廻
二
借
ス
、
牛
足
銭
二
借

ス
、
酒
代
・
兵
根
代
等
）

（
註
、
壱
俵
ハ
一
1

一
斗
三
升
）

け

清

次

す
な
わ
ち
天
明
一
一
年
の
給
米
を
以
て
、
こ
れ
ま
で
の
余
米
滞
納
分
及
び
諸

債
務
を
返
済
し
た
の
で
あ
る
が
、
天
明
二
年
中
も
債
務
累
積
し
、
又
余
米
も

滞
納
し
、
翌
―
―
―
年
の
給
米
を
以
て
差
引
い
て
も
尚
多
く
の
債
務
を
残
す
に
至

、
、
、

っ
て
い
る
事
情
が
窺
え
る
。
そ
の
後
も
余
米
の
滞
納
（
か
き
山
畠
九
畝
―
―
―
分

）
 
4
 
4
 

も
小
作
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
）
、
債
務
の
累
積
を
続
け
て
お
り
、
時
に
日
雇

・
家
上
藝
替
な
ど
に
も
出
て
債
務
を
差
引
い
て
は
い
る
が
、
寛
政
七
年
（
一

七
九
五
）
の
暮
に
は
元
利
あ
わ
せ
て
銭
百
八
拾
壱
匁
・
米
六
俵
の
債
務
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔例

2
〕
雷
山
村
高
野
の
伝
吉
は
安
永
六
年
―
―
―
苫
家
に
奉
公
に
出
た
。
月
廿

五
日
居
で
給
米
八
俵
壱
歩
弐
厘
の
き
ま
り
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
安
永
四
•
五

年
の
小
作
料
や
他
家
(
-
―
―
苫
本
家
）
へ
の
債
務
返
済
、
煙
草
・
衣
類
代
を
借

り
、
す
べ
て
を
米
に
換
算
し
て
八
俵
壱
歩
五
厘
四
毛
に
な
り
差
引
―
―
―
厚
四
毛

（
銭
に
し
て
九
分
五
厘
）
の
渡
し
過
ぎ
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
安
永
六
年
中
も
諸

種
の
取
替
や
小
作
料
分
（
安
永
六
・
七
年
分
）
を
あ
わ
せ
米
八
俵
―
―
―
斗
弐
升
と

な
っ
た
。
こ
れ
を
安
永
七
年
分
の
給
米
八
俵
で
差
引
い
た
が
、
な
お
三
斗
弐

米
壱
俵
八
升
五
合

銭
五
拾
目

／
 

米
八
升
三
合

銭
拾
匁

此
利

巨

同
日
タ

一
、
銭
拾
五
匁
ハ

諸
払
之
由
無
拠
栢
渡
ス

と
ら
ノ
ャ
ニ
月
廿
九
日

一

、

米

壱

斗

六

升

五

合

狼

米

二

借

シ

呉

侯

様

と

申

二

付

無

拠

相

渡

ス

第
二
十
七
巻

第
二
号

1
0四



近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

（一）

升
の
立
米
を
残
し
た
。
そ
の
後
は
奉
公
に
は
来
な
か
っ
た
ら
し
く
、
毎
年
利

子
が
累
積
し
て
ゆ
く
。
天
明
元
年
暮
に
は
同
年
の
小
作
料
と
も
あ
わ
せ
て
六

（
三
苫
）

俵
弐
斗
七
升
六
合
と
な
り
『
右
伝
吉
分
ハ
済
不
申
候
、
寿
六
覚
也
、
同
人
田

地
ノ
分
甚
不
指
引
二
滞
』
と
見
え
て
い
る
。

か
か
る
事
例
は
ど
の
家
に
つ
い
て
も
多
く
、
下
作
証
文
に
は
『
世
上
並
之

）
 
5
 
4
 

、、

毛
上
二
候
ハ
‘
、
た
と
ひ
身
売
候
而
も
余
米
少
も
不
納
仕
間
敷
侯
』
と
約

し
、
或
は
「
田
方
仕
向
料
」
と
し
て
地
主
よ
り
債
務
を
負
い
、
そ
の
返
済
出

来
な
い
場
合
は
『
私
方
子
共
三
人
御
座
候
二
付
御
借
用
之
銭
二
相
当
り
候

6
 
4
 

、
、
、
、
、
、

程
、
何
時
も
御
召
仕
可
被
下
候
』
と
誓
約
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

以
上
窺
っ
た
所
か
ら
も
我
々
は
奉
公
人
関
係
と
小
作
関
係
・
債
務
関
係
と

の
癒
着
・
結
合
の
状
態
を
知
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
貧
農
に
と
っ
て
は
、
債
務

と
い
え
ど
も
恩
恵
で
あ
っ
て
、
オ
ヤ
カ
タ
に
依
存
す
ろ
こ
と
に
よ
っ
て
生
活

し
得
た
の
で
あ
る
。
寄
生
地
主
・
高
利
貸
資
本
的
性
格
と
オ
ヤ
カ
タ
的
性
格

は
一
見
相
矛
盾
し
対
立
す
る
か
の
如
く
見
え
な
が
ら
実
際
は
結
合
・
混
融
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
他
の
機
会
に
井
原
村
一
二
苫
家
を
例
と
し
て
さ

ら
に
詳
し
く
考
察
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

〔

5
〕
土
地
よ
り
の
遊
離
ー
ー
賃
労
働
者
の
萌
芽

前
に
も
う
か
が
っ
た
よ
う
に
、
土
地
を
所
持
し
な
い
者
や
零
細
所
持
者
の

存
在
は
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
勿
論
彼
等
の
中
に
は
大
高

第
二
号

1
0
五

持
の
小
作
を
す
る
者
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
必
ず
も
小
作
に
の
み
依
存
し
て

は
い
な
い
。
子
女
或
は
戸
主
自
身
が
奉
公
に
出
て
家
計
を
補
助
し
、
さ
ら
に

、、

は
年
季
奉
公
で
あ
れ
旦
屈
で
あ
れ
雇
用
労
働
の
み
ー
ー
ー
な
い
し
は
た
と
え
小

作
を
し
て
も
、
き
わ
め
て
零
細
な
小
作
ー
に
依
存
す
る
階
層
も
析
出
さ
れ

て
い
た
（
九
九
•
1
0
0
頁
所
引
史
料
は
そ
れ
を
推
察
せ
し
め
る
）
。
彼
等
は

安
良
城
盛
昭
氏
の
云
う
『
「
百
姓
身
分
」
に
属
す
る
農
民
が
一
時
的
に
と

る
地
位
・
状
態
』
と
し
て
の
奉
公
人
（
幕
府
・
大
名
領
主
が
百
姓
↓
下
人

（
奉
公
人
）
↓
百
姓
の
循
環
を
強
制
せ
し
め
る
も
の
）
と
は
性
格
の
全
く
異
な

る
者
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
貧
農
層
子
女
の
単
な
る
家
計
補
助
的
雇
用
労
働
で

は
な
く
、
生
産
手
段
た
る
土
地
か
ら
殆
ん
ど
遊
離
・
切
断
せ
ら
れ
つ
つ
、
自

己
の
労
働
力
を
売
る
ほ
か
な
い
階
層
の
存
在
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
と
え
ば
久
留
米
藩
で
は
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
に
『
於
村
々
日
用
取

‘
 

候
者
之
類
、
田
地
少
々
所
持
仕
候
者
、
且
所
持
不
仕
者
も
日
用
一
遍
之
者
ハ

‘,.‘ a" 4
 

有
之
間
敷
侯
・
:
』
と
の
禁
令
を
出
し
て
い
る
が
、
土
地
か
ら
遊
離
し
日
用
専

業
の
者
が
発
生
し
つ
つ
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
安
永
八
年
（
一
七
七

九
）
六
月
に
は
城
下
近
村
に
お
い
て
日
雇
稼
の
者
が
相
当
あ
っ
た
の
で
、
そ

の
者
の
帳
面
エ

(11本
貫
）
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
住
所
の
庄
屋
よ
り
名
付

を
差
出
し
、
日
用
札
を
渡
す
べ
き
こ
と
、
彼
等
が
商
人
に
な
っ
た
り
、
奉
公

‘,、

，
 

4
 

（
年
季
奉
公
）
に
出
る
時
は
日
用
札
を
回
収
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。

第
二
十
七
巻



近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

生
産
手
段
を
喪
失
し
つ
つ
あ
る
者
の
進
む
べ
き
道
は
日
雇
・
奉
公
人
乃
至
小

鹿
人
よ
り
ほ
か
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
或
は
幕
末
佐
賀
平
野
に
広
汎
に
存

立
す
る
「
雑
戸
」
の
農
業
労
働
者
的
性
格
（
主
に
馬
耕
労
働
、
半
奉
公

11+

五
日
売
り
の
通
勤
）
に
つ
い
て
は
山
田
竜
雄
氏
が
述
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ

）
 。
5
 

っ
た
。
ま
た
筑
前
地
方
に
つ
い
て
も
前
述
の
よ
う
に
享
保
以
降
名
子
の
欠
落

・
日
l

雇
と
し
て
の
流
出
の
史
料
に
接
す
る
が
、
こ
こ
で
は
化
政
期
の
恰
土
郡

井
原
触
の
状
態
に
つ
い
て
窺
っ
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
文
化
十

一
年
(
-
八
一
四
）
四
月
お
よ
び
文
政
三
年
(
-
八
―

1
0
)
四
月
に
お
け
る

井
原
触
各
村
よ
り
他
村
へ
奉
公
に
出
た
男
子
を
表
示
す
れ
ば
第
13
表
の
通
り

で
あ
っ
た
。
「
面
役
根
帳
」
と
い
う
史
料
の
限
界
上
村
内
の
奉
公
人
や
女
子

奉
公
人
は
う
か
が
え
な
い
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
此
等
の
奉
公
人
の

中
に
は
性
格
を
異
に
す
る
者
の
存
在
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
―
つ
は
貧
農
層

よ
り
子
弟
を
奉
公
人
と
し
て
放
出
す
る
も
の
で
、
お
そ
ら
く
家
計
補
助
的
一
雇

用
労
働
と
云
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
云
わ
ば
「
農
民
が
一
時
的
に
と
る
地
位
・

状
態
」
た
る
奉
公
人
で
、
勿
論
そ
の
数
は
圧
倒
的
に
多
い
。
し
か
し
子
細
に

窺
う
と
右
の
奉
公
人
と
性
格
を
異
に
す
る
者
の
点
在
す
る
こ
と
を
認
め
得
る

〔
明
ら
か
に
そ
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
者
を
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
示
し
た
。
そ
れ

以
外
に
も
推
測
さ
れ
る
者
が
あ
る
〕
。
す
な
わ
ち
世
帯
主
で
あ
り
三
十
ー
五

十
台
の
年
齢
で
家
族
を
も
つ
者
も
多
い
（
史
料
の
性
格
上
、
男
子
家
族
の
み

し
か
分
ら
な
い
が
）
。
し
か
も
持
高
は
無
高
乃
至
き
わ
め
て
零
細
で
あ
る
。

（一）

ー9
J
 

『
恰
土
郡
―
―
一
坂
村
百
姓
久
六
乍
恐
御
願
申
上
ル
ロ
上
之
覚

ヽ

一
、
私
儀
抱
田
畠
等
所
持
不
仕
、
貧
窮
二
而
荒
仕
子
奉
公
等
仕
、
女
房
小

、
、
、
、

供
相
育
侯
処
、
弥
増
老
年
二
罷
成
、
其
上
身
弱
私
二
而
何
分
在
方
之
仕

事
難
仕
、
貧
窮
之
私
追
積
リ
、
段
；
借
銀
等
出
来
申
侯
へ
共
、
何
分
返

納
之
儀
ハ
指
置
、
在
方
二
而
当
日
之
暮
方
も
出
来
不
申
貧
窮
二
迫
、
無

〔例

1
〕
井
原
触
―
―
―
坂
村
の
久
六
に
つ
い
て

第
二
十
七
巻

第
二
号

さ
ら
に
文
化
十
一
年
と
文
政
三
年
を
対
比
す
る
と
前
述
の
家
計
補
助
的
奉
公

人
で
は
同
一
人
が
奉
公
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
無
く
（
史
料
の
性
格
上
自

村
内
で
奉
公
関
係
あ
る
と
き
は
表
に
は
出
て
こ
な
い
が
）
、
云
わ
ば
百
姓
ヘ

の
復
帰
が
推
定
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
此
の
型
の
奉
公
人
は
生
活
の
根
拠

を
雇
用
労
働
に
依
存
し
て
い
る
た
め
か
、
奉
公
の
継
続
が
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
も
っ
と
も
彼
等
の
中
に
は
隷
属
度
の
濃
い
長
年
季
奉
公
人
も
あ
っ
た
か

も
知
れ
な
い
。
し
か
し
同
一
の
村
で
奉
公
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
は
必
ず
し

も
同
一
の
家
で
勤
め
た
と
は
云
え
な
い
。
ま
た
た
と
え
長
い
年
季
に
わ
た
っ

て
い
て
も
当
時
の
三
苫
家
の
帳
簿
を
窺
う
と
、
毎
年
更
新
し
て
ゆ
く
雇
用
形

態
で
あ
っ
た
。
ま
た
本
表
の
西
堂
村
の
平
次
の
よ
う
に
奉
公
先
を
変
え
て
い

る
者
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
型
の
奉
公
人
の
実
態
は
筑
前
西
北
部
の
偶
目
せ
る
諸
史
料
に
よ
っ

て
も
、
家
計
補
助
的
奉
公
人
・
日
雇
と
は
異
質
的
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば

1
0六
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出身村名 l 奉 公 人1年 年
度令 家 族 関 係

八十吉

七郎次

喜 内

井 原 I 辰五 郎

吉

藤九郎

七

次

利

露

A 30 （組），弟 (23オ）あり

A 34 （組），男子( 7 オ）あり

A 25 （組），弟 (12オ）あり

A 19 （？）まつ男子
A 20 （？）せん男子，弟(13オ）あり

A 36 山伏宝明院従弟
弟 (34才，26オ）あり

A 40 組頭の名子，男子(12オ）あり

B 16 （傍）五郎次いとこ

利

忠

A
B

A
B
 

.’ー
'
|し

，

‘

八

蔵

高 祖

A
 

次貞

左

次

虎

藤

甚

善

倉

市之介

源

惣

又

A

A

A

A

A

A

A

B

B

B

B
 

七

八

吉

市

七

蔵

吉

次
七

作

46 
51 | （傍）甚次いとこ，弟 (A41オ）あり

44 
50 （傍）文吉いとこ

24 （組）三 郎次男子 父 (70オ）
兄 (39オ）あり

42 山ノロの （傍）甚吉いとこ
49 （傍）久助弟
17 （傍）久太弟
24 （組）喜三次いとこ
27 （組）市次男子
29 （組）七三いとこ
21 (?)好蔵甥

16 組頭 太七男子，兄 (24才，21オ，
18オ）あり

29 （傍）源四 郎男子

30 （傍）惣助養子
23 （傍）久助いとこ

表

I I 持高（文化 15)

58.54 

273.19 

55.92 

6.91 
（五 郎次

30) 171. 

22.83 

76.91 

76.06 

（好蔵 86.51)

（太七
138.75) 

4.04 

4.97 

奉公先ー備

帳末には “引越 ’'と
あり

喜内名子藤十 (56オ，
持高5斗26) 雷山村へ
引越

高祖村金竜寺

三雲村新四 郎

三雲村清四 郎

井田村幸蔵

早良郡福重村金蔵

瑞梅寺村利右衛門

山北村源蔵

三雲村伝蔵

末永村
末永村
王丸村
王丸村

御家中

志摩郡桜井村

御家中

井原村
大門村

| 
... 

西堂村

志摩郡谷村

志摩郡谷村

高来寺村

志摩郡池田村

千里村

考

p.108,d 参照，肩書
には引越帳末には奉
公とあり

／
 

面役五歩

6
8

7

4
0

1

4
 

1

1
1

3
4

2

20

2

 

A

B

B

A
B

B

A

B

 

'

，

.

 

郎

蔵

＋

助

門

次

平

衛右

太権

米
磯

平

兵

清

喜

正

儀

八

平

太

一

永

丸

原

堂

末

王

川

西

源

介A 

平

平
'

,

；

L

 

次

七

六

文右衛門

兵 七

太 平

次

惣 市

辰 太

太 平

八

瑞梅寺 I 利 吉
亀之助

清 蔵

甚 介

太 七

儀 助

｛
吉

（市
太

次
郎

） ｛ 

｛
吉

（文
太

吉
郎

） 

与 市
山北 I

与 助

惣 右工門

B 

Al24 
A 19 

A 24 

A 20 

B 35 

B 23 

B 35 

B」

I

26 

B 29 
B 23 

A 18 
B 24 

A 20 
26 

A 51 

A 20 

B 23 

B 20 

B 24 

A 36 
B 42 

（組）正作男子 （正作 20.38)

組頭次八男子，弟 ( 8 オ）あり （次八 322.32)

（組）伊七男子 （伊七 5.23) 

（傍）与七弟 （与七 4.865) 

（傍）増次男子，
兄 (32才，29オ）あり （増次 38.179)

組頭長助男子， 兄 (26オ）あり （長助 72.36) 

（傍）彦平男子 （彦平 40.58) 

28 （組）儀助いとこ，
弟 (26オ）あり

A 28 （組）藤市男子
A I 20 
B I 26 

A I 51 
B I 57 

A ! 48 

B 1 24 

（組）嘉平おい

（組）

（組），男子(15オ），弟 (36オ）あり

（組）次右衛門男子，
弟 (14オ，7オ）あり

20 I （組）半右衛門孫

B I 33 （組）源右衛門いとこ
B I 43 （組）太七 弟
B I 17 （組）作平次男子

（傍）清吉甥

（傍）正七男子

名子 太吉男子

名子吉三弟

（傍）弥市男子

（傍）正七男子，兄 (26オ）あり

（傍）甚平男子

（傍）甚吉男子，兄 (34オ）あり

（傍）彦作男子，弟(20オ）あり
山ノロ弥吉男子か？

（藤市 87.09) 

（嘉平 22.09), 

53.25 

（半右衛門
97.85) 

21.02 

23.20 
（作平次

222.17) 

（正七 50.389)

| （弥市 1.085) 

（正七 50.389)

（甚平 1.779) 

| （甚吉 26.280)

| （彦作 26.992)

（弥吉 8.011) 

御家中

姪之浜大賀孫次
三雲村

末永村藤市
末永村

西堂村

王丸村

末永村

井原村

末永村

千里村
千里村

末永村
井原村

井原村茂助

大門村

末永村

王丸村

井原村

井原村

井原村

井原村半九 郎

西堂村円平

志摩郡板持村和平

井原村長 介

井原村利 介

高上村貞次

井原村茂吉

I

井原村半九 郎

三雲村儀 介

病身

i 

I 

吉

I 介

高上清 八{\

p. 108, e参照

（傍）藤市養子

（組）吉蔵男子

（傍）藤三従弟，
男子(25才，20オ）あり

上記与市男子

組頭（？）

善

介従弟

（傍介）次男子，
兄 (32オ），弟 (9オ）

（傍）伊作男，弟(17オ）あり

（組） 男子(6オ），
弟 (27オ）あり

（藤市 73.04) 高上村
三坂村

（吉蔵 3.92) 王丸村
王丸村

ー 谷 村

一 三坂村

I 
井原村

（助次 61.14,) 井原村

（伊作 42.835) I 井原村

31.89 三坂村
三坂村

善

助lA \ 54 （傍）男子(23才，17オ）あり 22.91 大悲王院
利右衛 門A 30 名子

又

次弟 （

又

次 13.32) 周船寺村
次 助A 53 組頭利 介いとこ ー 仲之坊

雷 山 与 八 B 20 （傍）条介男子，兄 (28オ）あり （条助 108.25) 井原村
善四郎 B 26 （傍）善五男子，兄 (30オ）あり I ― 三坂村

和 七

I

B 23 （傍）勘吉
弟

男
（

子， （勘吉 88.42) 井原村10才，7 オ）あり

市 松 B 17 （傍）勘吉甥，弟( 6オ）あり （勘吉 88.42) 高上村

元 吉A 21 庄屋惣内男子 ... 御家中

嘉 平｛
A 48 （恵吉 井原村

B 54 組頭恵吉兄 195.97) 井原村五平
三坂 半 助A 40 （傍）半次子，男子(8 オ）あり 志摩郡潤村

久 助 B 25 
ぃ名子久六男子

御家中

乙 助 B 16 御家中

注 ： A＝文化11年4月、B＝文政3年4月 家族関係欄の（組）＝ 百姓組合の構成者、（傍）＝組合構成者の傍系親を 示す。
すなわち、単に（組）とのみある時は此の奉公人が百姓組合の構成者たる者であり、（組）三郎次男子とか（傍）甚
次いとことある時は、夫々各奉公人が百姓組合の構成者たる三郎次の 男子、百姓組合の 構成者の傍系親たる甚次の
いとこであることを示す。
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仕
ら
せ
居
申
候
・
・
・
（
下
略
）
．．． 

文
政
―
―
一
年
辰
四
月

近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

早
良
・
志
摩
・
恰
土

御
郡
代
御
役
所

←) 

こ
こ
で
は
省
い
た
が
右
の
史
料
の
奥
書
に
も
彼
は
抱
田
畠
家
屋
敷
を
所
持

せ
ず
と
あ
り
、
か
く
て
荒
仕
子
奉
公
・
日
雇
稼
（
ほ
か
に
小
作
も
し
た
か

も
知
れ
な
い
が
）
に
よ
り
一
家
の
生
計
を
立
て
老
年
に
及
ん
だ
者
の
存
在

を
知
る
の
で
あ
る
。

〔例

2
〕
志
摩
郡
志
登
村
の
十
作
に
つ
い
て

彼
は
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
六
月
よ
り
志
登
村
に
入
込
ん
だ
も
の
で

あ
る
が
、

‘
 

『
．．． 
此
者
池
田
村
次
六
と
申
も
の
方
へ
年
中
奉
公
致
居
候
処
、
主
人
と
口

論
致
、
巳
六
月
比
か
引
取
、
当
村
藤
兵
衛
方
頼
入
込
、
夫
か
村
中
二
段

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

こ
日
雇
取
居
申
、
翌
年
午
ノ
年
ハ
道
格
方
へ
日
数
十
日
致
年
中
奉
公
居

申
候
』

と
あ
っ
た
。
彼
は

『
出
生
は
御
国
秋
月
御
領
矢
永
村
之
者
二
而
有
之
候
、
遠
賀
郡
永
田
村
二

（

マ

マ

）

、

、

、

、

、

、

、

、

、

入
聟
二
参
、
百
姓
仕
儀
、
妻
子
召
連
同
所
立
の
き
方
々
日
雇
取
…
•
•
•
最

一
坂
村
百
姓
久

六

年

、
、
、

拠
御
屋
敷
方
に
折
節
罷
出
日
雇
稼
等
仕
、
幼
少
之
小
供
高
こ
二
而
養
育

（

恰

土

・

志

摩

）

、

、

初
数
年
両
郡
内
二
入
込
居
申
侯
、
今
出
村
二
も
二
年
程
も
奉
公
致
、
飯
、J2
 

、
、
、
ヽ
ヽ

5

氏
村
又
助
方
へ
も
壱
年
居
奉
公
致
、
池
田
次
六
方
へ
も
年
中
奉
公
・
:
』

の
後
、
志
登
村
に
入
込
ん
だ
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
妻
子
を
も
つ
壮

年
の
者
で
転
々
と
雇
用
先
を
変
え
（
主
人
と
口
論
し
引
取
る
程
の
関
係
）
、

ま
た
年
中
奉
公
と
日
雇
取
を
転
換
し
つ
つ
、
遊
動
す
る
者
も
あ
っ
た
の
で

あ
る
。

〔例

3
〕
那
珂
郡
下
警
固
村
の
元
助

彼
は
安
永
―
―
―
年
（
一
七
七
四
）
藩
主
よ
り
表
彰
。
は
じ
め
同
郡
塩
原
村

よ
り
転
居
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
『
耕
作
す
べ
き
田
圃
を
持
た
ず
、
日

々
人
に
雇
れ
、
其
賃
銀
を
以
て
一
日
を
暮
し
』
、
老
人
達
（
父
・
継
母
・

‘,‘ 3
 
5
 

叔
父
）
を
養
い
、
そ
の
後
妻
を
め
と
っ
た
。
恐
ら
く
日
雇
に
よ
っ
て
生
計

を
立
て
た
と
思
わ
れ
る
。

か
か
る
事
例
は
幕
末
期
に
は
か
な
り
多
い
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
が
、
こ
れ

を
井
原
村
三
苫
家
の
文
化
六
年
(
-
八

0
九
）
度
に
お
け
る
奉
公
人
の
中
に

も
見
出
せ
る
よ
う
に
お
も
う
。
三
苫
家
で
は
大
体
各
年
度
十
人
程
の
奉
公
人

が
居
た
よ
う
で
あ
る
が
、
此
の
年
度
は
史
料
の
関
係
上
八
人
の
奉
公
人
を
知

り
得
る
。
一
応
此
の
八
人
の
性
格
を
そ
れ
ぞ
れ
う
か
が
い
、
そ
の
中
か
ら
性

ヽ
~4
 
5
 

格
の
差
異
を
摘
出
し
て
み
た
い
。

a

．
清
八
（
源
太
郎
）
…
•
•
•
本
年
廿
九
オ
。
父
は
井
原
村
下
町
の
惣
蔵
°
惣

蔵
は
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
ー
惣
蔵
三
十
六
オ
の
時
ー
よ
り
―
―
―
苫
家
に

第
二
十
七
巻

第
二
号

1
0七



近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

勤
め
た
が
、
寛
政
五
年
暮
に
は
約
五
百
目
の
元
利
が
滞
っ
た
。
そ
の
た
め

清
八
は
寛
政
六
年
、
十
四
オ
の
時
よ
り
同
十
年
ま
で
五
年
間
元
銭
―
―
一
百
目

の
取
切
奉
公
に
入
っ
た
。
し
か
し
債
務
累
積
し
、
寛
政
十
一
・
ニ
年
も
質

奉
公
、
そ
の
後
も
累
年
奉
公
し
給
銭
（
一
年
弐
百
八
拾
目
）
を
以
て
差
引

き
、
文
化
五
年
に
は
二
十
日
居
（
給
銭
弐
百
―
―
―
拾
目
）
で
勤
め
た
が
、
な

ぉ
―
―
一
百
五
匁
壱
分
の
債
務
が
あ
り
、
本
年
も
勤
め
た
ら
し
い
。
し
か
し
四

月
に
は
怪
我
を
し
、
そ
の
後
惣
市
と
い
う
者
を
人
代
に
出
し
て
い
る
が
、

以
後
不
明
。
文
化
十
五
年
に
は
十
七
石
余
の
高
持
百
姓
。

b
．
百
松
…
…

a
．
清
八
の
弟
。
父
惣
蔵
・
兄
清
八
の
累
積
せ
る
債
務
（
奉

公
中
の
立
銭
）
を
負
い
、
三
百
五
十
目
で
文
化
1

一
年
よ
り
七
年
ま
で
六
年

間
「
質
二
相
極
」
め
ら
れ
た
取
切
奉
公
。
本
年
十
七
オ
。

C

．
藤
作
：
・
・
・
・
井
原
村
下
町
の
者
。
文
化
二
年
よ
り
各
年
度
給
銭
弐
百
八
拾

目
宛
の
奉
公
を
し
て
い
る
。
当
年
五
十
七
オ
。
本
年
―
―
一
月
に
は
娘
を
亡
く

し
、
そ
の
際
一
1

一
苫
家
よ
り
五
拾
目
を
借
り
て
お
り
、
家
族
を
も
っ
て
い
た

こ
と
が
分
る
。
（
年
末
に
は
弟
藤
市
方
に
不
幸
が
あ
り
、
そ
の
際
も
五
十

目
を
借
り
て
い
て
生
活
の
余
裕
は
な
い
）
。
文
化
十
一
年
に
は
「
清
三
組

合
」
と
見
え
―
-
P
を
な
し
て
お
り
、
本
年
も
お
そ
ら
く
通
勤
の
奉
公
人
で

は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

d
．
利
七
…
…
井
原
村
下
町
の
者
。
文
化
十
一
年
に
は
八
郎
次
名
子
と
見
え

る
。
本
年
一
二
十
五
オ
。
家
族
あ
り
。
文
化
一
一
年
は
月
十
日
居
奉
公
。
同
一
二

年
以
降
本
年
ま
で
は
各
年
度
弐
百
八
拾
目
宛
の
給
銭
。
翌
七
年
に
は
月
十

五
日
居
奉
公
、
給
銭
百
六
拾
八
匁
。
し
か
も
年
末
に
は
債
務
と
勤
不
足
分

け

第
二
十
七
巻

計
百
四
拾
目
の
立
銭
が
あ
っ
た
。
し
か
も
此
の
年
は
他
家
に
も
奉
公
し
て

お
り
（
所
謂
、
廻
り
日
分
け
奉
公
）
、
『
利
七
義
、
当
年
長
介
方
へ
居
侯
二

付
、
長
介
方
買
掛
り
通
帳
奥
/
之
内
二
而
立
用
払
申
遣
、
午
十
二
月
廿
日

タ
』
と
あ
り
。
文
化
十
五
年
に
は
六
斗
九
升
の
高
を
所
持
。

e

．
孫
平
（
太
七
）
·
…
•
•
西
堂
村
の
出
身
。
本
年
は
四
十
一
ニ
オ
。
家
族
あ
り
。

二
十
五
日
居
で
文
化
五
・
六
年
は
弐
百
八
拾
目
宛
、
同
七
・
八
年
は
三
百

目
宛
。
文
化
十
一
年
に
も
三
苫
家
に
奉
公
。
文
化
十
五
年
の
持
高
は
五
石

三
斗
余
。

f
．
寿
吉
…
…
出
身
・
年
令
等
不
明
。
文
化
五
年
十
二
月
に
召
抱
え
ら
れ
、

本
年
は
二
十
五
日
居
で
給
銭
弐
百
七
拾
目
。
同
七
・
八
・
九
年
も
勤
め
各

弐
百
八
拾
目
宛
、
文
化
九
年
十
二
月
十
四
日
暇
取
。
但
し
立
銭
（
額
不

明
）
が
残
っ
た
。

g
．
小
平
…
…
西
堂
村
の
出
身
。
本
年
弐
拾
壱
オ
（
文
化
十
一
年
に
は
郊
作

組
合
の
儀
助
い
と
こ
正
介
の
弟
）
。
本
年
は
月
十
五
日
居
で
あ
る
が
、
給

銭
不
明
。
公
役
は
一
切
西
堂
村
に
て
勤
め
た
の
で
半
役
分
（
米
弐
斗
七
升
五

合
）
を
三
苫
家
よ
り
与
え
た
。
兄
正
介
は
文
化
十
一
年
に
は
三
苫
本
家
に

奉
公
し
て
い
る
。

h
．
藤
吉
…
…
井
田
原
村
の
出
身
。
文
化
五
年
は
給
銭
弐
百
八
拾
目
。
本
年

も
奉
公
し
て
い
る
が
給
銭
等
不
明
。

右
の
う
ち

f
.
h
は
そ
の
性
格
が
明
ら
か
で
は
な
い
。

a
.
b
は
父
兄
の

債
務
を
負
い
質
物
奉
公
1
1
「
取
切
」
乃
至
「
身
代
金
年
季
奉
公
」
の
形
で
年

第
二
号

1
0八



〔6
〕
旅
日
雇
の
析
出
基
盤

近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

,(-----) 

少
者
が
勤
め
た
も
の
Q

g
も
貧
農
層
子
弟
の
家
計
補
助
的
な
奉
公
と
思
わ
れ

る
。
こ
れ
ら
に
比
べ
て
、

C
.
d
.
e
の
も
つ
性
格
は
明
ら
か
に
異
っ
て
い
る
。

壮
年
の
家
族
持
で
お
そ
ら
く
l

戸
の
世
帯
主
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
持
高
は
あ

つ
で
も
零
細
で
あ
る
。
d
の
よ
う
に
主
家
や
変
え
て
い
ろ
も
の
も
あ
り
、

e
の

場
合
で
も
文
化
九
・
十
年
に
は
他
家
に
奉
公
し
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
彼
等
は
零

細
な
所
持
地
〔
或
は
小
作
地
も
〕
を
耕
作
し
つ
つ
も
、
お
そ
ら
く
は
雇
用
給

銭
に
よ
り
生
計
が
支
え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

か
く
見
て
き
た
と
き
奉
公
人
・
日
雇
の
中
に
は
土
地
か
ら
半
ば
乃
至
全
面

的
に
切
断
さ
れ
つ
つ
雇
用
関
係
に
依
存
す
る
階
層
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た

と
見
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
彼
等
は
諸
種
の
出
自
を
も
っ
て
い
た

5
 
5
 

で
あ
ろ
う
ー
—
た
と
え
ば
名
子
よ
り
の
転
化
（
名
子
制
の
解
体
に
対
応
）
、

本
百
姓
か
ら
の
顛
落
・
欠
落
・
離
村
等
。
し
か
も
そ
の
出
自
と
外
貌
の
古
さ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
力
を
売
る
ほ
か
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
社
会
経
済
の
発
展
度
如
何
、
経
営
主
・
経

営
の
性
格
如
何
で
は
賃
労
働
的
性
格
を
強
め
て
ゆ
く
と
思
わ
れ
る
。

以
上
は
村
内
乃
至
近
村
よ
り
得
ら
れ
る
奉
公
人
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た

の
で
あ
る
が
、
前
述
の
ご
と
く
、
幕
末
当
地
方
に
は
領
外
の
相
当
遠
隔
の
地

方
よ
り
「
旅
日
雇
」
が
流
入
し
て
お
り
、
そ
の
出
身
地
は
数
地
方
に
及
ん
で

1
0九

い
る
。
勿
論
彼
等
の
流
出
の
原
因
は
夫
々
の
地
方
の
特
殊
な
事
情
が
存
す
る

で
あ
ろ
う
。
併
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
中
で
も
、
特
に
肥
前
島
原
半
島
及
び

大
村
地
方
・
肥
後
天
草
は
先
に
も
指
摘
し
た
ご
と
く
最
も
顕
著
な
様
相
を
示

し
、
明
治
以
後
現
在
ま
で
も
出
稼
の
盛
ん
な
地
方
で
あ
る
。
史
料
の
点
で
は

未
だ
不
充
分
で
あ
る
が
、
一
応
同
地
方
の
村
落
構
造
に
触
れ
つ
つ
旅
旦
屁
析

出
の
事
情
を
窺
い
た
い
。

収
の
「
肥
前
国
高
来
郡
村
明
細
書
」
が
あ
り
、
年
代
不
明
の
点
が
遺
憾
で
あ

る
が
、
島
原
地
方
三
十
余
ケ
村
の
状
態
を
窺
い
得
る
良
き
史
料
で
あ
る
。
右

に
依
れ
ば
、
各
村
と
も
戸
数
・
人
口
数
に
比
し
て
田
畑
は
極
め
て
狭
陰
で
、
と

平
均
一
戸
凡
そ
二
反
七
畝
（
田
一
・
一
反
、
畑
一
・
六
反
）
ー
~
一
人
平
均
田

畑
一
反
ー
、
こ
れ
を
例
え
ば
筑
前
地
方
の
御
笠
郡
乙
金
触
(
+
九
ケ
村
）

の
一
戸
平
均
八
反
六
畝
（
田
六
・
八
反
、
畑
一
・
八
反
）

j

一
人
平
均
田
畑

6
 
5
 

一
・
七
反
＇
~
、
或
は
同
国
恰
土
郡
井
原
触
(
+
一
ケ
村
）
の
一
戸
平
均
九
‘,‘ 7
 
5
 

反
六
畝
（
田
七
・
五
反
、
畑
―
-
•
一
反
）
ー
ー
一
人
平
均
田
畑
ニ
・
ニ
反
ー
ー
サ
に

比
ぶ
れ
ば
如
何
に
耕
地
の
不
足
せ
る
か
が
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
沼
田

や
天
水
掛
り
の
箇
所
も
少
か
ら
ざ
る
状
態
な
の
で
あ
る
。
勿
論
右
の
史
料
に

依
つ
て
は
所
有
や
経
営
に
つ
い
て
窺
う
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
単
に
平
均

値
を
出
し
た
に
す
ぎ
ず
、
島
原
の
中
で
も
例
え
ば
小
浜
の
湯
太
夫
11
本
多
家

第
二
十
七
巻

第
二
号

ま
づ
島
原
に
つ
い
て
は
、
野
村
兼
太
郎
氏
編
著
「
村
明
細
帳
の
研
究
」
所



近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

（
岡
崎
屋
・
駿
河
屋
）
の
如
き
大
き
な
経
営
も
存
在
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、

か
か
る
家
は
、
農
民
の
全
般
的
な
零
細
性
・
窮
乏
を
基
盤
と
し
て
金
融
・
土

地
集
積
〔
地
主
経
営
〕
．
櫨
実
買
集
め
〔
製
蝋
業
〕
．
廻
漕
業
を
な
し
得
た
の

で
あ
る
。
島
原
村
落
の
一
例
を
幕
末
に
於
け
る
多
比
良
村
轟
木
名
に
と
っ

て
、
そ
の
構
造
を
窺
う
と
第
14
表
の
如
く
で
あ
っ
て
、
零
細
な
土
地
に
し
が

み
つ
い
た
農
民
の
貧
窮
化
、
而
も
土
地
を
半
ば
遊
離
し
つ
つ
あ
る
者
の
発
生

を
知
る
事
が
出
来
る
。
此
処
で
は
相
当
数
の
奉
公
人
を
雇
用
す
る
程
の
経
営

は
見
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
又
、
以
前
の
行
違
人
に
は
旦
雇
あ
り
、
当
年
の
行

違
人
の
中
に
は
蝋
絞
手
一
戸
・
奉
公
一
戸
中
の
家
族
二
人
な
ど
あ
っ
て
、
「
行

違
、
家
な
し
」
と
あ
る
は
、
全
く
村
を
離
れ
て
生
活
し
つ
つ
あ
る
者
と
推
察
出

来
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
轟
木
名
は
島
原
と
し
て
決
し
て
特
殊
な
地
位
に

あ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
島
原
半
島
の
一
般
的
な
形
態
で
あ
る
こ
と
は

種
々
の
点
か
ら
推
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
か
か
る
土
地
よ
り
の
半
ば
或

は
全
面
的
な
遊
離
者
は
、
轟
木
名
と
い
う
狭
い
地
域
に
限
つ
て
見
た
の
で
そ

れ
程
顕
著
で
は
な
い
が
、
広
く
島
原
地
方
各
地
に
見
ら
れ
た
現
象
で
あ
ろ

う
。
島
原
藩
で
は
文
政
七
年
八
月
に
次
の
如
く
令
達
し
て
い
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

『
一
、
長
崎
其
外
近
国
二
掛
ケ
無
往
来
二
而
抜
奉
公
人
兎
角
止
兼
候
趣
ニ

相
聞
、
全
五
人
組
之
実
意
届
兼
候
故
之
義
と
相
見
候
、
往
来
急
度
右

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

体
之
義
無
之
様
厳
敷
可
為
停
止
候
、
尤
無
高
に
而
家
内
大
勢
之
者
共

、
、
、

時
節
二
寄
村
方
日
雇
稼
一
向
無
之
及
難
儀
節
者
、
御
定
之
通
百
日
限

け

第
二
十
七
巻

村
往
来
二
而
差
出
、
尤
家
頭
五
人
組
連
印
を
以
願
出
候
様
、
且
其
上

二
而
も
無
往
来
二
而
抜
出
候
者
無
覚
束
候
ハ
ヽ
、
月
々
人
別
相
改
、

不
居
合
者
直
二
人
高
除
、
家
頭
五
人
組
過
料
可
申
付
事

ヽ

一
、
無
高
難
儀
者
又
そ
当
御
領
内
二
而
渡
世
難
出
来
無
拠
訳
合
有
之
長

崎
其
外
近
国
稼
願
出
候
ハ
ヽ
、
一
ケ
年
限
之
往
来
相
済
可
申
上
（
中

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

略
）
、
提
亦
当
御
領
者
人
高
も
多
有
之
侯
事
二
付
、
家
内
大
勢
二
而

体
二
寄
出
、
村
方
旦
雇
稼
一
伺
無
之
及
難
儀
候
者
｛
、
右
被
仰
出
之
通

ヽ

贔

ヽ

ヽ

近
国
稼
之
儀
家
頭
井
五
人
組
か
願
出
候
ハ
ヽ
、
村
役
人
得
と
承
届
百

、、
日
限
之
村
往
来
先
例
を
以
来
二
至
リ
其
段
届
出
候
様
…
…
（
以
下

‘,‘ 6
 

』

5
 
略）

か
く
て
長
崎
及
近
国
へ
の
出
稼
を
許
し
て
お
り
、
且
又
こ
れ
ま
で
無
往
来

に
て
出
る
者
の
多
か
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
文
政
十
―
―
一
年
に
は
『
稼
奉
公

人
御
領
内
二
而
相
稼
て
成
丈
他
所
稼
不
出
様
可
致
、
尤
無
拠
訳
合
有
之
候
ハ

ヽ

‘
、
以
前
之
通
日
数
五
十
日
迄
者
庄
屋
か
往
来
切
手
差
出
、
其
余
之
分
者
願

，
 

5
 

出
、
可
請
差
図
事
』
と
あ
り
、
文
政
七
年
の
「
百
日
限
」
に
対
し
「
五
十
日

、
、
、

迄
」
と
は
な
っ
て
い
る
が
、
天
保
年
代
に
も
『
参
宮
井
近
国
稼
奉
公
其
外
無

。
6
 

往
来
或
贋
寺
往
来
を
以
致
他
国
候
者
間
々
相
聞
候
」
状
態
で
、

『
一
、
稼
奉
公
人
御
領
内
二
而
相
稼
他
所
稼
無
用
之
事

、
、
、
、
、

但
格
別
無
拠
訳
合
も
有
之
候
ハ
ヽ
、
其
旨
委
細
相
刹
郡
出
可
致
差

第
二
号

―1
0
 



第 14表 島原多比良村轟木名の構造 （カッコ内は生活程度）

＼ 職業

造

屋 I

ェI

官l
鋸I

医I
作・下駄日

作・とうふ屋 I
子口物

作・蛾油絞株I
作・櫨取日雇 I
作・蠣絞手

手

稼 I

公l
素めん・酒屋米日

エ！
雇

師

違・家なし

明 I

反
20~15 

反

15 ~ 10 10 ~ 5反 5
 

3反
3反以下 無 不 明 計

耕 作

耕 作

耕 作

耕 作

耕 作

耕 作

耕 作

耕

耕
菓

酒

紺

大

左

大

馬

（中） （極 貧）

上

々

貧

明

中
中
下
下
極
不

／

ヽ

8
 
5
 

2
 

3
 

｀
 

2
7
9
2
6
2
 

2

1

 

（上々 ）

中
下
、,
1、
、Ii
1
1
 

5
 
は贔）

2
 
（下）

（下）

2
 
（中）

（極貧）

（下）

耕 2
 
信且）

耕 （極貧）

耕

絞

日 雇

奉

竹 細

物 貰

医

行

不

計

日

6
々

貧

下

極

/

1

 

~
 

1

、、

4

4

り

C

幻

C

幻

a

8

貧

上

（

債

（

極

渾

15

（

（

 

1

2

1

1

 

下

極

1

1

 

’
 

9

ノ

｀

ー

，

ノヽ

2

1

)

）

）

）

.

貧

1

9

6

 

ー

中

下

中

下

下

6

＿

2

6

貧

（

下

極

(

(

(

（

，

3

（
 

1

3

1

1

2

2

 

中

下

極

I

I

 

‘,'’' 

1

/

1

1

 

2
5
6
1
1

上

4

7

 

15
上

々

明

上

中

，

1

中

中

下

下

不

（

/

1

2

 

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

 

ー

一

【

＇

ー

―

―

―

1

9

 

1

5

)

）

）

)

）

 

貧

中

貧

々

極

下

下

極

(

(

（

（

（

 

1

1

1

1

 

（下）

1 (下々 ）

（下）

14 

1 (極貧）

2 (極貧）

｀
ー
、
明
屋

＊
 

6

2

9

 

＊
 

1

*

 ば

ーヽ、々下（
 
ー

3
 
（下）

（極貧）

（極貧）

（下々 ）

（下々 ）

2
 
（極貧）

（下々 ）

（下）

6
 

2
 

ヽ`
ー、`
l

2

4

1

1

 

貧

明

貧

明

極
不
一
極
不

‘、,`
‘(

5
 

97 

＊ 庄屋、但し馬を持たず、大手作はしていないと思われる (5 反以上の者は大抵 1• 2頭以上をもっている）。
＊＊此の内絞手（極貧）1、耕作馬仕入（極貧） 1を含む。
〔備考〕本表は轟木名人別職業控帳（多比良村松尾家文書）により作成o年号記載なきも文中に安政3辰年の覚あり、幕末のもの

と推定される。生活程度は何を基準にしたが不明であるが、原史料のまままま表示した。



近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

け

）
 

、、
61

図
候
』

と
見
え
て
い
る
。
恐
ら
く
但
書
の
適
用
は
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
ほ

2
 
6
 

か
目
籠
振
は
じ
め
農
村
小
商
人
の
発
生
も
知
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
事
情
は
肥
前
半
島
の
一
般
的
状
況
で
あ
っ
た
ろ
う
。
例
え
ば
戸
谷

敏
之
氏
が
如
実
に
描
き
出
さ
れ
た
幕
領
長
崎
浦
上
村
山
里
に
お
け
る
切
支
丹

8
 

農
民
の
零
細
土
地
所
有
1
1
小
作
1
1
旦雇
1
1
小
商
人
の
性
格
、
或
は
大
村
領
に

つ
い
て
津
下
剛
氏
が
「
郷
村
記
」
に
依
り
作
成
せ
ら
れ
た
諸
種
の
表
を
照
合

A
零6
 

す
る
こ
と
に
依
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
戸
谷
氏
も
「
郷
村
記
」
彼
杵
郡
浦
上
西

村
の
分
析
か
ら
、
労
働
粗
放
、
年
貢
重
く
且
又
商
業
作
物
も
少
い
こ
と
を
指

摘
さ
れ
、
氏
の
所
謂
「
東
北
日
本
型
名
子
経
営
」
に
あ
て
ら
れ
、
大
村
藩
全

Sl 
6
 

体
に
つ
い
て
も
同
様
の
結
論
が
出
来
そ
う
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
右
の
地

方
の
事
情
が
大
坂
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
山
片
蝠
桃
が
次
の
如
く
書
い

て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

『
承
伝
に
肥
前
の
国
島
原
に
は
城
付
四
万
石
に
て
人
十
一
万
有
、
同
国
の

大
村
は
二
万
七
千
石
に
て
人
十
三
万
有
故
に
田
畑
至
而
少
し
、
山
も
峯

も
開
き
て
畑
と
し
て
尚
不
足
成
る
故
に
、
人
皆
漁
猟
織
業
を
以
世
を
渡

る
。
国
法
大
い
に
違
う
て
男
子
三
十
女
子
二
十
五
オ
に
不
至
は
婚
姻
す

（
家
力
）

る
事
叶
は
す
、
一
村
の
戸
数
は
限
り
在
て
分
嫁
す
る
事
な
ら
す
、
皆
如

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

斯
な
れ
は
従
弟
二
三
従
弟
迄
先
は
同
家
也
、
入
人
を
禁
し
て
出
る
人
を

第
二
号

匈

構
は
す
』

彼
が
如
何
な
る
資
料
に
拠
っ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
同
地
方
の
性
格
を
一
言

に
し
て
良
く
指
摘
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

天
草
に
つ
い
て
も
島
原
と
同
様
の
事
情
で
あ
っ
て
、
森
克
己
氏
の
研
究
に

よ
れ
ば
元
談
四
年
よ
り
安
政
三
年
ま
で
（
一
六
九
一
｀
ー
一
八
五
六
）
の
間
に

天
草
の
人
口
が
約
三
・
四
倍
に
増
加
し
た
の
に
、
高
は
一

・
0八
倍
し
か
増
加

し
て
い
な
い
し
、
高
浜
村
を
例
に
と
ら
れ
た
所
で
は
、
人
口
が
約
四
倍
に
増

加
し
て
い
る
の
に
高
は
一
・
一
三
倍
し
か
増
加
し
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
天

、.‘6
 

草
か
ら
の
他
国
出
稼
に
つ
い
て
綿
密
に
述
べ
ら
れ
る
所
が
あ
っ
た
。
ま
た
中

村
正
夫
氏
が
赤
崎
に
つ
い
て
見
ら
れ
た
所
に
よ
る
と
、
万
治
二
年
（
一
六
五

九
）
の
検
地
で
は
反
別
二
十
一
町
余
で
あ
る
が
、
新
田
畑
を
開
発
し
て
明
治

元
年
に
は
約
三
十
三
町
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
戸
ロ
・
人
口
は
終
始
一
貫
し

て
増
加
の
趨
勢
が
見
ら
れ
、
万
治
二
年
四
三
戸
、
正
徳
三
年
（
一
七
―
-
＝
-
）

六
一
戸
•
四
一
五
人
、
明
治
元
年
二
九
六
戸
・
一
六0
一
人
と
な
っ
て
、
高

持
百
姓
一
戸
の
平
均
所
持
高
は
万
治
の
約
五
反
に
対
し
、
明
治
元
年
に
は
約

8
 
6
 

一
・
ニ
反
と
い
う
零
細
化
を
結
果
し
た
と
い
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
縄
延
や
見

取
地
が
相
当
あ
っ
た
に
せ
よ
、
人
口
の
増
加
数
が
飛
躍
的
で
農
家
の
零
細
化

，
 

6
 

が
著
し
か
っ
た
こ
と
は
銘
記
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
筆
者
が
寛
政
・
文
化
・

天
保
年
代
の
村
明
細
帳
よ
り
窺
っ
た
十
数
ケ
村
の
一
戸
あ
た
り
平
均
田
畑
所

第
二
十
七
巻



第 1 5 表

田畑 赤 ・崎享 村 楠
（天保浦3年）村（寛政 和初）

上田
石斗 石斗

籾 2. 5 籾 3. 2 程

中田 II 2. 0 II 2. 9 II 

下 田 ‘’ 1. 5 
平均

／／ 2. 0 II 
1.62 

下々田 I/ 1. 3 ” J. 5 II 
三下田 ん’ 0. 8 ‘’ 1. 0 // 
見取 II Q. 75 II 

I 

上畑，唐芋 800斤 上・中・下平均
石

中畑， ／／ 500v 麦 0. 84程

畑 下畑， II 30011 
小麦 Q. 38 II 

唐芋 斤

｛上作 800程
中作 60011 
下作 400" 

〔備考〕赤崎村は中村正夫、天草村落の研究（一）所

収史料、楠浦村は天保 3年楠浦村明細帳控

（宗像家文書）より作成。

近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

持
量
を
算
出
す
る
と
（
史
料
の
性
質
上
階
層
別
に
は
窺
い
得
な
い
）
、
福
連

木
村
の
四
・
七
反
、
大
江
村
の
三
・
八
反
を
除
い
て
は
お
お
む
ね
二
反
前
後

。
7
 

に
あ
る
。
さ
ら
に
簡
単
に
は
「
天
草
郡
史
料
」
（
第
一
輯
）
に
収
め
ら
れ
た

約
九
十
ケ
村
に
つ
い
て
、
そ
の
田
畑
、
山
畑
数
と
戸
数
・
人
口
数
を
対
照
す

れ
ば
、
屡
々
云
わ
れ
る
ご
と
く
『
所
不
応
多
人
数
の
場
所
』
・
『
御
高
不
相
応

多
人
数
』
の
地
で
あ
る
こ
と
が
余
り
に
も
明
瞭
で
あ
ろ
う
。

（一）

第
二
十
七
巻

し
か
も
戸
谷
敏
之
氏
の
指
摘
さ
れ
る
所
で
は
、
平
年
の
反
当
収
穫
量
が
上

7
 

田
で
さ
え
九
斗
六
升
二
合
で
年
貢
も
き
わ
め
て
重
い
。
ま
た
反
量
収
量
に
つ

い
て
は
赤
崎
村
と
楠
浦
村
を
表
示
す
れ
ば
（
楠
浦
村
の
田
は
「
上
作
之
節
」

の
も
の
）
第
15
表
の
と
お
り
で
、
し
か
も
天
草
各
村
い
づ
れ
も
下
田
以
下
が

7
 

き
わ
め
て
多
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

『
野
山
瞼
岨
二
而
土
地
悪
舗
、
谷
間
・
迫
間
之
地
所
勝
二
有
之
、
両
毛
作
之

田
地
少
、
其
上
一
郡
一
円
之
離
島
二
御
座
候
得
共
、
川
丈
短
、
水
元
間
近
二

御
座
候
故
、
僅
之
旱
二
も
及
渇
水
二
、
田
地
用
水
二
不
足
仕
、
百
姓
困
窮
之

8
 

、
、
、

7

場
所
柄
云
々
』

と
云
わ
れ
、
不
断
に
凶
作
の
危
機
が
存
在
す
る
の
で
っ
た
。
か
か
る
状
態
で

こ

ば

さ

く

あ
っ
た
か
ら
木
場
作
は
広
く
行
わ
れ
暦
芋
（
廿
蔭
）
に
よ
り
辛
う
じ
て
生
活

が
支
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
と
に
幕
末
各
村
と
も
、
名
子
は
と
も
か
く
と
し
て
、
無
高
水
呑
層
が
広

汎
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
第
16
表
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。
し
か
も
高
持
の

農
民
と
雖
も
極
め
て
零
細
で
あ
っ
た
こ
と
は
「
宗
旨
改
跨
絵
帳
」
に
録
さ
れ

た
各
人
の
持
高
に
よ
っ
て
も
推
察
出
来
る
の
で
あ
る
。
ま
た
各
明
細
帳
に
は

m
 

特
筆
す
べ
き
作
間
稼
も
何
ら
録
さ
れ
て
い
な
い
。

更
に
家
族
構
成
を
窺
う
と
、
一
戸
の
う
ち
に
子
女
の
数
も
多
い
が
、
そ
の

ほ
か
傍
系
親
を
極
め
て
多
数
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
崎
津
村
に
つ
い
て
は

第
二
号



5
 
7
 

寛
政
以
降
明
治
初
年
に
至
る
「
宗
旨
改
踏
絵
帳
」
に
よ
っ
て
そ
の
事
情
を
窺

え
る
の
で
あ
っ
て
、
文
化
二
年
の
分
二
冊
を
例
に
と
る
と
、
戸
主
総
数
二

0

三
人
に
対
し
、
女
房
九
七
人
、
直
系
親
四
八
一
人
、
傍
系
親
一
五

0
一
人
に

な
っ
て
い
る
。
勿
論
踏
絵
帳
の
記
載
法
と
実
際
の
生
活
単
位
と
は
一
致
し
て

い
な
い
か
も
知
れ
ぬ
。
又
女
房
数
な
ど
か
ら
見
る
と
婚
姻
形
態
に
つ
い
て
も

第16表 天草村落の構成

近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

け

年 代村名ザ慶喜名子漁師l誓尺
寛政元c11a9)I都呂 I s~ 門ぶI40"1 0 軒1138軒
,, 1福連木I20 I 14 I 10 I o I 44 
II 1; 胃I40 I 36 1s i 0 /~ 91 
II l小田床I20 I 16 I 8[ o I 44 
‘’ 1高浜 i122 I 130 I 10 I o I 322 
II l大江Iao I 45 I 35 I 57 I 211 
II 1今富I60 I 54 I 35 I o I 149 
,, l崎津I1s I 12 I o I 110 I 131 

文化2ciaos) I福連木I321 101111 o I s3 
天保3(1832))楠浦I121 J 112 I o I 19 ! 312 
天保9c1838) I上野原I64 J 15 I ol o I 19 
” I二江I221 I 106 I o I 122 I 456 
”—J̀  J城木場 j10sl 22) oi o I 121 
,, 連木Is3[ 43/ 20/ o I 116 I 

〔備考〕出典＿注 (70)に同じ。

研
究
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。
け
れ
ど
も
踏
絵
帳
記
載
の
傍
系
親
が
村
の
一

戸
前
に
取
扱
わ
れ
な
い
こ
と
は
他
の
史
料
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
当
年
の

行
違
人
五
一
人
中
三
九
人
が
傍
系
親
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

此
の
層
が
流
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
事
情
を
知
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

単
に
漁
村
崎
津
村
の
特
殊
事
情
で
な
く
、
高
浜
村
累
年
の
宗
旨
改
踏
絵
帳
（
上

田
家
文
書
）
に
つ
い
て
も
一
見
し
て
同
様
の
事
情
を
見
出
す
で
あ
ろ
う
。

右
に
窺
っ
た
事
情
か
ら
同
地
方
は
一
般
に
貧
窮
が
支
配
せ
ざ
る
を
得
な
い

6
 

の
で
あ
っ
て
、
農
民
は
事
起
る
毎
に
債
務
を
負
い
、
『
借
銀
相
増
末
々
百
姓

‘., 
7
 

共
相
続
難
相
成
』
き
状
態
で
土
地
を
売
却
・
質
入
し
、
小
作
関
係
に
入
る
の

で
あ
っ
た
。
殊
に
小
作
関
係
に
於
て
は
「
作
半
」
・
「
稲
分
け
」
と
称
せ
ら
れ

る
刈
分
小
作
が
一
般
的
に
行
わ
れ
、
農
民
の
地
位
の
低
劣
さ
を
示
し
て
い
る

8
 
7
 

の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
代
官
所
は
賑
々
「
相
続
方
仕
法
」
な
る
売
渡
・
質
入

田
畑
の
請
返
し
を
中
心
と
す
る
高
持
農
民
の
維
持
・
小
作
農
民
保
護
策
を
行

，
 

っ
て
い
る
程
で
あ
っ
た
。

さ
れ
ば
既
に
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
に
は
往
来
手
形
を
以
て
長
崎
奉
公

初

人
が
出
で
始
め
森
克
己
氏
は
正
徳
五
年
の
長
崎
奉
公
往
来
切
手
を
見
出
さ
れ

て
お
り
、
以
後
長
崎
の
み
な
ら
ず
他
国
へ
も
多
く
奉
公
に
出
る
に
至
り
、
高

浜
村
で
は
明
和
七
年
（
一
七
七

0
)
以
降
の
踏
絵
帳
に
依
る
も
多
数
の
行
違

人
が
出
で
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
無
高
乃
至
極
め
て
零
細
な
土
地
所
持
者
の
家

第
二
十
七
巻

第
二
号

； 



近
歯
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

族
で
あ
っ
た
が
、
家
族
の
ほ
か
戸
主
も
多
か
っ
た
事
を
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ

8
 

っ
た
。
代
官
所
で
は
寛
政
二
年
（
一
七
九
0
)
に
関
東
筋
へ
の
移
民
を
募
っ

2
 
8
 

た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
文
政
四
年
(
-
八
ニ
―
)
九
月
に
は
次
の
如
く
令
し

『
一
、
去
年
一
体
二
作
物
不
宜
侯
間
、
諸
事
格
別
二
倹
約
い
た
し
村
小
入

、、

用
精
々
令
減
少
、
男
女
共
二
他
国
稼
二
罷
出
度
旨
申
出
候
ハ
ヽ
、
定

（
マ
、
）

之
通
大
庄
屋
無
連
々
稼
往
来
相
渡
、
来
春
夫
食
不
足
二
無
之
様
村
役

之
も
の
深
切
二
担
話
可
致
候

て
い
る
。

但
長
崎
奉
公
人
之
儀
稼
中
者
宜
敷
哉
二
侯
得
共
、
帰
国
上
百
姓
二

立
戻
り
兼
、
食
味
を
始
衣
類
は
き
も
の
二
至
迄
自
然
と
町
人
風
二

相
成
・
・
・
・
・
（
中
略
）
…
・
:
可
成
丈
町
奉
公
不
為
致
、
肥
濠
．
筑
前

3
 

ヽヽ

8

・
日
向
辺
人
不
足
之
場
所
に
稼
二
罷
出
候
様
世
話
可
致
候

こ
こ
で
は
む
し
ろ
他
国
稼
を
奨
め
て
い
る
よ
う
に
さ
え
窺
わ
れ
、
殊
に
肥

後
・
筑
前
・
日
向
へ
の
出
稼
を
奨
励
し
て
い
る
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
文
政
十
年
八
月
に
は

‘
 

『
百
姓
•
町
人
之
内
困
窮
者
之
兄
弟
井
悴
娘
等
他
国
四
奉
公
稼
二
差
遣
侯

者
ハ
、
親
類
井
五
人
組
之
者
に
も
申
聞
、
村
役
人
に
申
出
、
往
来
切
手

4
 
8
 

請
取
之
可
差
遣
侯
』

と
令
し
、
又
文
政
十
三
年
に
風
損
の
た
め
農
民
困
第
す
る
翌
‘

（一）

巨

第
二
十
七
巻

富

岡

御

役

所

第
二
号

、
、
、
、
、
、
、

『
（
前
略
）
次
男
三
男
並
に
子
供
に
至
迄
他
国
旦
屈
稼
奉
公
等
に
差
出
難

儀
を
凌
侯
様
可
致
候
但
奉
公
稼
往
来
之
儀
は
定
例
之
外
日
限
差
延
一

5
 

』

8
 

ケ
年
稼
に
も
致
無
滞
可
差
出
候

『
百
姓
共
他
国
出
往
来
之
儀
奉
公
稼

稼
往
来

右
者
大
庄
屋
か
日
限
見
斗
一
ケ
年
限
迄
可
差
出
候
、
右
之
外
一
切
他
国

出
往
来
共
御
役
所
か
出
之
候
間
可
穎
出
侯

寅
十
二
月

右
被
仰
渡
之
趣
承
知
奉
畏
候
、
依
之
御
請
書
奉
差
上
候
、
以
上

文
政
十
一
二
寅
年

と
見
え
、
そ
の
他
「
長
崎
奉
公
人
」
や
「
長
崎
へ
為
稼
の
罷
越
し
侯
者
」
と
並

ん
で
「
郡
中
が
他
国
稼
二
稼
出
候
奉
公
人
」
は
諸
史
料
に
散
見
し
、
具
体
的
事

例
も
多
く
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
っ
て
、
出
稼
が
当
然
普
通
の
現
象

と
し
て
郡
出
入
の
恒
常
的
な
流
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

殊
に
文
化
以
前
に
は
長
崎
奉
公
人
に
関
す
る
記
録
が
多
い
が
、
文
化
以
後
は

之
と
共
に
他
国
稼
に
関
す
る
記
録
に
多
く
接
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
照
応

十
二
月

庄

屋
百

姓

代

年

寄

l

―
四

、6)



近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

日

す
る
如
く
筑
前
・
豊
前
あ
た
り
で
文
化
・
文
政
以
降
急
激
に
天
草
旅
旦
雇
が

史
料
に
出
現
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

彼
等
は
「
年
季
を
極
メ
出
職
・
出
稼
又
そ
奉
公
稼
等
い
た
し
侯
者
無
之
、
前

々
か
他
国
へ
罷
出
候
節
者
往
来
御
手
形
御
役
所
か
願
受
、
右
を
以
他
国
稼
致

来
候
」
者
で
あ
り
、
明
和
七
年
（
一
七
七

0
)
以
降
は
三
ヶ
月
迄
の
他
出
は
大

庄
屋
よ
り
往
来
手
形
を
出
し
、
三
ヶ
月
以
上
の
他
出
者
は
代
官
所
よ
り
往
来

手
形
を
願
受
け
〔
右
掲
文
政
十
―
―
―
年
に
は
凶
作
の
た
め
、
一
ケ
年
ま
で
は
大

庄
屋
と
な
っ
て
い
る
〕
、
そ
の
手
続
は
簡
単
で
あ
っ
た
が
、
之
に
対
し
文
久

二
年
(
-
八
六
―
-
）
代
官
所
が
人
別
取
締
を
厳
重
に
せ
ん
と
す
る
や
、、
、
、
、

『
（
上
略
）
右
之
通
二
三
ヶ
月
纏
之
日
数
旦
屁
・
月
雇
奉
公
稼
他
国
出
之

者
数
千
人
二
而
出
這
入
多
く
、
誠
二
出
稼
先
に
お
い
て
も
居
所
不
定
、

都
合
二
随
ひ
所
替
い
た
し
候
義
二
御
座
候
間
、
送
リ
書
付
差
出
先
方
人

別
二
相
成
候
と
申
義
も
相
成
兼
、
是
迄
数
年
来
当
郡
の
も
の
そ
往
来
手

形
所
持
い
た
し
候
得
こ
、
惜
成
も
の
と
近
国
二
而
も
相
心
得
安
心
い
た

し

日

雇

・

月

雇

等

々

に

相

犀

稼

来

候

（

下

略

）

』

と
て
、
郡
中
惣
代
十
二
名
連
印
を
以
て
従
来
の
ま
ま
の
取
締
を
願
っ
た
の
で

8
 

あ
っ
た
が
、
右
に
依
っ
て
も
遊
動
性
は
顕
著
で
あ
り
、
季
節
雇
．
且
雇
の
供

8
 
8
 

給
地
と
し
て
天
草
は
他
国
に
広
く
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
筑
前

や
豊
前
で
見
る
旅
旦
雇
の
例
で
は
、
単
な
る
季
節
雇
・
旦
雇
の
み
で
な
く
、

さ
き
に
も
窺
っ
た
如
く
既
に
天
草
を
数
年
前
に
出
で
て
流
入
し
、
村
内
に
借

第
二
号

―
―
五

宅
し
て
各
家
に
雇
わ
れ
、
或
は
各
地
に
浮
動
す
る
も
の
も
多
か
っ
た
の
で
あ

っ
て
、
明
治
以
後
に
於
け
る
同
地
よ
り
の
出
稼
の
盛
行
も
そ
の
源
流
は
遠
い

わ
け
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
断
片
的
史
料
に
依
る
と
豊
後
下
毛
郡
や
国
東
半
島
等
も
島
原
・

天
草
と
同
様
の
事
が
云
え
る
か
と
推
察
さ
れ
る
が
、
史
料
が
不
備
な
の
で
研

究
を
後
日
に
譲
る
。

注
①
簡
単
に
は
、
福
岡
県
農
地
改
革
史
上
巻
、
三
九
五
ー
＇
四

0
一
頁
参
照
。

②
日
本
民
事
慣
例
類
集
二
六
五
頁
（
豊
前
企
救
郡
）
。

⑱
伊
藤
兆
司
氏
に
よ
れ
ば
山
間
部
の
村
落
で
は
後
年
ま
で
そ
の
形
態
を
と

っ
て
い
た
。
（
小
倉
領
・
中
津
領
及
び
日
田
幕
領
領
境
地
帯
に
於
け
る

隷
農
的
制
度
、
農
業
経
済
研
究
四
ノ
―
―
-
、
七
ノ
四
）
。

出
⑥
享
保
五
年
生
葉
郡
山
北
村
宗
門
御
改
人
別
帳
（
河
北
家
文
書
）
。

固
⑦
拙
稿
、
徳
川
期
北
部
九
州
に
お
け
る
農
村
奉
公
人
の
諸
相
（
九
大
、

経
済
学
研
究
第
十
六
巻
一
号
）
。

⑧
享
保
十
六
年
鞍
手
郡
平
村
か
御
願
申
上
ル
事
（
安
永
家
文
書
）
。

⑨
幕
末
筑
前
修
多
羅
触
各
村
の
人
払
帳
（
楠
野
家
文
書
）
。

⑩
た
と
え
ば
拙
稿
、
福
岡
藩
に
お
け
る
夫
役
の
賦
課
法
と
規
制
（
宮
本
又

次
編
、
藩
社
会
の
研
究
所
収
）
一
七
四
・
五
頁
参
照
。
小
倉
細
川
藩
の

元
和
・
寛
永
期
の
「
奉
書
」
（
北
岡
文
庫
蔵
）
に
も
走
者
を
多
数
見
出
す
。

第
二
十
七
巻



近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

⑪
小
倉
藩
人
畜
改
帳
（
大
日
本
近
世
史
料
）
に
散
見
す
る
。

⑫
前
掲
拙
稿
、
近
世
北
九
州
農
村
に
お
け
る
質
奉
公
人
、
参
照
。

⑬
同
右
、
八
七
ー
八
九
頁
参
照
。

⑭
承
応
三
年
生
葉
郡
山
北
村
五
歳
以
上
人
数
御
改
之
御
帳
（
河
北
家
文

書
）
。

⑮
慶
安
元
年
生
葉
郡
之
内
山
北
村
御
物
成
子
ノ
御
年
貢
割
付
（
同
右
）
。

⑯
明
暦
―
―
―
年
生
葉
郡
山
北
村
草
臥
百
姓
続
百
生
帳
（
同
右
）
。
な
お
承
応

ー
万
治
四
年
生
葉
郡
山
北
村
五
歳
以
上
人
数
改
帳
に
は
村
の
出
入
人
が

分
る
が
、
万
治
四
年
ま
で
両
人
と
も
帰
村
せ
る
模
様
な
し
。

閻
寛
文
十
一
年
生
葉
郡
山
北
村
百
姓
草
臥
申
二
付
御
訴
訟
申
上
書
付
御
帳

（
同
右
）
。

⑱
基
隷
養
父
実
記
（
日
本
農
民
史
料
緊
粋
第
六
巻
所
収
）
四
三
九
頁
。

⑲
同
右
‘
-
―
―
七
二
頁
。

⑳
同
右
、
三
七
―
―
―
頁
。

閻
同
右
、
四

0
七
'
l
四
―
―
頁
。
な
お
三
八
四
頁
参
照
。

四
同
右
、
四
二
四
頁
。

闘
大
福
段
こ
田
畠
永
代
質
取
申
帳
（
鎌
田
家
文
書
）
。

闊
享
保
二
年
志
摩
郡
村
々
田
畠
畝
高
万
記
録
帳
（
同
右
）
。

閲
田
法
雑
話
、
巻
之
中
（
近
世
地
方
経
済
史
料
第
一
巻
、
ニ
―
八
頁
）
。

鴎
前
掲
揺
稿
、
質
奉
公
人
一

0
三
ー
八
頁
参
照
。

（→ 

第
二
十
七
巻

闘
各
村
毎
の
借
入
銀
額
は
天
明
七
年
二
月
未
ノ
春
、
田
畠
仕
向
銀
拝
借
村

々
引
附
帳
（
一
二
苫
家
文
書
）
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

閥
文
化
十
二
年
井
原
村
抱
田
畠
惣
畝
数
浮
地
井
請
持
主
有
之
分
現
作
仕
得

不
申
分
其
外
御
山
坪
数
田
方
水
掛
り
農
事
共
書
上
帳
。
そ
の
他
の
村
は

各
村
の
文
化
十
二
年
山
田
畠
人
調
子
書
上
帳
に
依
る
。

⑳
闘
文
化
十
二
年
井
原
村
右
同
書
。

⑳
口
上
書
一
通
(
-
―
―
苫
家
文
書
）
。

閲
文
化
十
四
年
丑
四
月
触
書
（
同
右
）

閲
文
化
十
五
年
四
郎
丸
村
庄
屋
惣
右
衛
門
乍
恐
申
上
ル
ロ
上
之
覚
（
古
野

家
文
書
、
九
州
文
化
史
研
究
所
蔵
）
。

闘
寛
保
二
年
請
合
申
書
物
之
事
（
三
苫
家
文
書
）
。

閲
井
原
触
村
々
慾
人
数
井
高
持
百
姓
其
外
無
高
百
姓
調
子
書
上
帳
(
-
―
―
苫

家
文
書
）
。
な
お
安
政
五
年
九
月
嘉
麻
穂
波
村
々
皮
多
庄
屋
□

乍
恐
御

願
奉
申
上
ル
ロ
上
之
覚
（
有
松
家
文
書
）
で
は
、
皮
多
が
田
地
を
召
抱

え
て
い
て
も
「
其
村
こ
二
お
い
て
も
撰
ひ
出
し
之
願
除
之
悪
作
」
で
あ

り
、
下
作
も
し
て
い
た
が
「
年
柄
零
落
二
指
及
、
最
早
立
行
不
申
」
と

訴
え
て
い
る
。

閲

天

保

十

二

年

諸

願

書

控

帳

（

楠

野

家

文

書

）

。

．

闘
筑
前
国
革
座
記
録
（
九
州
大
学
経
済
史
研
究
室
蔵
）
。

、
、

閲
各
年
度
の
下
作
付
帳
の
下
作
人
名
に
「
か
わ
ノ
某
」
と
見
え
て
い
る
。

閲
一
例
を
挙
げ
る
と
、

第
二
号

―
―
六



『

一

二

雲

原

弘
化
四
未
年
二
十
五
日
居

一
、
給
銭
三
百
四
拾
目

内

米

六

俵

ハ

代

弐

百

五

拾

目

五

分

、

、

、

、

右
ハ
当
午
年
三
雲
村
分
野
間
定
米
之
内
右
之
通
不
納
致
居
候

分
未
ノ
給
銭
二
立
ル
』

（
弘
化
四
年
下
人
給
銭
渡
方
帳
、
一
二
苫
家
文
書
）
。

⑩
天
保
九
年
米
銭
指
引
帳
(
-
―
―
苫
家
文
書
）
。

仰
安
政
五
・
六
年
家
頼
勤
務
諸
人
日
雇
諸
控
帳
（
六
角
家
文
書
）
。

⑫
金
田
平
一
郎
氏
が
「
幕
府
の
方
針
は
所
謂
賤
民
に
良
民
の
奉
公
人
た
る

の
能
力
を
認
め
ず
と
の
原
則
」
あ
っ
た
事
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
注

意
す
べ
き
で
あ
る
（
徳
川
時
代
に
於
け
る
雇
傭
法
の
研
究
、
国
家
学
会

雑
誌
第
四
一
巻
七
号
）
。
幕
法
は
職
多
が
百
姓
•
町
人
へ
奉
公
に
出
る
を

禁
じ
た
（
例
え
ば
徳
川
禁
令
考
後
衆
、
第
二
秩
、
六
九
四
頁
）
が
、
当

地
方
農
村
で
は
雇
用
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
本
文
の
通
り
で
あ
る
。

⑬
以
下
、
米
銭
指
引
帳
(
-
＝
一
苫
家
文
書
）
に
よ
る
。

⑭
天
明
八
年
抱
分
下
作
附
帳
（
同
右
）
で
は
、
ぬ
く
も
り
下
田
九
畝
廿
分

（
余
米
壱
俵
）
、
か
き
山
下
畠
三
畝
（
定
、
五
升
）
の
下
作
を
し
て
い

る
。

⑮
明
和
八
年
高
祖
村
百
姓
久
次
下
作
請
合
仕
上
ル
書
物
之
事
（
同
右
）
。

圃
文
化
八
年
三
坂
村
次
郎
作
田
方
仕
向
と
し
て
借
用
仕
証
文
之
事
（
同

近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

（→ ヽ皮
ノ
長
平

―
―
七

⑰
安
良
城
盛
昭
著
、
幕
藩
体
制
社
会
の
成
立
と
構
造
一
六
一
頁
。

⑱
正
徳
五
年
未
二
月
、
奉
公
人
日
用
取
之
儀
二
付
御
書
出
シ
（
矢
賀
部
文

書
）
。

闘
安
永
八
年
亥
正
月
（
起
）
、
御
用
状
写
帳
（
河
北
家
文
書
）
。

閲
山
田
竜
雄
、
幕
末
佐
賀
平
野
に
お
け
る
雑
戸
に
つ
い
て
（
郷
土
研
究
第
九

号
）
。
な
お
大
江
志
乃
夫
、
改
革
政
治
（
宝
暦
）
の
農
民
政
策
（
熊
本

史
学
第
五
号
）
四
一
頁
参
照
。

邸
三
苫
文
書
。
も
っ
と
も
此
の
史
料
は
女
房
・
枠
二
人
の
家
中
奉
公
の
願

書

と

し

て

出

さ

れ

た

も

の

（

第
13
表
の
久
助
・
乙
助
は
彼
の
枠
）
で

あ
る
が
、
雇
用
主
の
性
格
は
と
も
か
く
、
土
地
を
所
持
せ
ず
奉
公
の
み

に
依
存
し
て
い
る
者
の
存
在
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

脳
志
摩
郡
志
登
村
中
村
家
文
書
。

閲
筑
前
国
孝
子
良
民
伝
続
篇
下
（
県
史
資
料
続
第
一
輯
、
一
五
五
頁
）
。

筑
前
国
孝
子
良
民
伝
、
同
続
篇
、
筑
紫
遺
愛
等
に
は
幕
末
ま
で
此
の
種

の
事
例
多
い
。
史
料
的
価
値
は
限
界
が
あ
る
が
、
民
衆
の
生
活
に
つ
い

て
の
記
載
は
相
当
信
頼
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

闘
米
銭
指
引
嶋
に
よ
る
。
な
お
年
令
・
家
族
に
つ
い
て
は
文
化
十
一
年
面

役
根
帳
、
持
高
に
つ
い
て
は
、
文
化
十
五
年
村
こ
惣
人
数
井
高
持
百
姓

其
外
高
無
百
姓
口
調
子
書
上
帳
に
よ
る
。

閲
前
掲
〔
例
1
〕
久
六
は
面
役
根
帳
に
よ
れ
ば
名
子
で
あ
る
。
此
の
時
期

右
）
。

第
二
十
七
巻

第
二
号



闘
文
化
九
年
井
原
触
村
々
田
畠
高
軒
数
人
馬
井
氏
神
其
外
道
筋
堤
共
書
上

帳
（
一
二
苫
家
文
書
）
。

閲
文
政
七
年
村
々
百
姓
相
続
方
二
付
被
仰
出
候
御
口
達
書
写
井
窺
書
共

（
松
尾
家
文
書
）
。

団
文
政
十
―
―
―
年
取
締
向
井
心
得
方
ケ
条
書
（
同
右
）
。

間
翻
村
町
御
取
締
ケ
条
書
（
九
州
文
化
史
研
究
所
、
元
山
文
庫
）
。

闘
前
注
闘
、
及
、
村
方
号
令
纂
集
便
覧
（
松
尾
家
文
書
）
。

闘
切
支
丹
農
民
の
経
済
生
活
。

闘
徳
川
時
代
農
村
調
査
の
一
例
ー
＇
ー
大
村
藩
郷
村
記
の
研
究
（
津
下
剛
著
、

近
代
日
本
農
史
研
究
所
収
）
。

闘
近
世
農
業
経
営
史
論
、
六
六
ー
六
八
頁
。

闊
一
致
共
和
対
策
弁
（
近
世
社
会
経
済
叢
書
第
五
巻
、
二
九
八
・
九

頁
）
。

闘
天
草
の
海
外
出
稼
女
の
研
究
（
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
第
二
号
）
。

も
っ
と
も
高
は
実
質
よ
り
遊
離
し
て
固
定
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
注

意
す
べ
き
で
あ
る
。

腿
天
草
村
落
の
研
究
日
（
熊
本
大
学
教
育
学
部
紀
要
第
七
号
）
。

闘
中
村
、
前
掲
稿
。
伊
藻
博
、
天
草
諸
島
の
人
口
（
地
理
論
叢
第
十
輯
）
、

閲
御
笠
郡
乙
金
触
村
々
明
細
帳
（
仮
題
）
（
高
原
家
文
書
）
。

に
は
名
子
主
の
強
力
な
庇
護
は
す
で
に
消
滅
し
て
い
た
。

近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

（一）

第
二
十
七
巻

桧
垣
元
吉
、
近
世
天
草
の
人
口
問
題
（
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
第
二

号
）
を
参
照
せ
よ
。

閥
文
化
元
・
ニ
年
肥
後
国
天
草
郡
福
連
木
明
細
帳
（
尾
上
家
文
書
）
、
寛

政
元
酉
年
大
江
組
手
鑑
（
大
江
村
、
松
浦
家
文
書
）
、
天
保
三
辰
年
楠

浦
村
明
細
帳
控
（
以
下
は
松
田
唯
雄
氏
写
本
）
、
天
保
九
年
上
野
原
明
細

閻
一
戸
谷
敏
之
、
前
掲
書
、
六
八
頁
。

⑫
最
近
で
も
天
草
の
反
当
収
量
は
低
く
、
た
と
え
ば
昭
和
十
年
熊
本
県
統

計
書
に
よ
る
も
梗
米
一
・
五
六
六
石
、
糖
米
一
•
四
八
三
石
の
低
さ
で
あ

る
。

閥
文
化
四
年
肥
後
国
天
草
郡
村
々
御
手
当
定
免
伺
書
（
桧
垣
元
吉
、
前
掲

稿
よ
り
引
用
）
。
な
お
一
毛
作
田
は
昭
和
十
年
で
も
全
日
地
の
一
―

1
0
%
 

に
及
ぷ
（
熊
本
県
統
計
書
）
。

⑰
形
式
的
文
言
で
あ
る
が
『
所
稼
之
儀
、
男
者
作
間
二
薪
取
り
、
女
者
作

間
二
布
木
綿
織
リ
申
侯
』
と
あ
る
の
が
多
い
。
長
崎
へ
の
薪
炭
供
給
も

な
さ
れ
た
（
伊
藤
清
、
前
掲
稿
）
。

⑮
崎
津
村
庄
屋
文
書

第
二
号

（
九
州
文
化
史
研
究
所
々
蔵
）
。
此
の
史
料
の
分
析

は
藤
本
隆
士
氏
よ
り
援
助
を
受
け
た
。
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

閥
た
と
え
ば
福
連
木
村
尾
上
家
累
年
の
大
福
万
貸
附
帳
、
御
勘
定
所
御
用

達
石
本
家
（
御
領
村
）
累
年
の
銀
貸
帳
等
の
如
き
、
そ
の
事
情
を
も
っ

帳
、
同
年
井
手
組
―
―
江
村
明
細
帳
、
同
年
井
手
組
六
ケ
村
明
細
帳
゜

―
―
八



近
世
農
村
奉
公
人
の
供
給
源

（一）

と
も
良
く
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。
石
本
家
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
、
幕
末
期

辺
境
に
お
け
る
村
方
商
人
1
1
地
主
の
雇
用
関
係
（
経
済
学
研
究
第
二
三

巻
―
―
-
•
四
号
）
二
七
0
頁
、
注
①
に
あ
げ
た
諸
論
文
を
参
照
。

間
文
化
八
年
当
未
年
か
作
分
其
外
御
取
斗
方
被
仰
渡
御
書
附
之
請
書
（
上

田
家
文
書
）
。

（
高
浜
村
、
上

閥
最
近
ま
で
天
草
郡
の
大
部
に
刈
分
小
作
が
行
わ
れ
た
。
土
屋
喬
雄
編
、

大
正
十
年
府
県
別
小
作
慣
行
調
査
集
成
、
下
、
七

0
-
―
―
•
四
頁
。
尾
上

家
・
石
本
家
文
書
に
は
刈
分
に
関
す
る
史
料
多
し
。
藤
本
隆
士
、
石
本

家
の
土
地
経
営
（
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
第
三
•
四
合
併
号
）
、
同
、
近

世
天
草
に
お
け
る
商
人
地
主
の
形
成
に
つ
い
て
（
福
岡
大
学
商
学
論
叢

第
二
巻
第
一
号
）
参
照
。

閥
相
続
方
仕
法
に
つ
い
て
は
、
天
草
郡
史
料
、
第
一
輯
、
三
六
四
ー
・
四
一

七
頁
、
四
二

0
ー
四
三
六
頁
。
と
く
に
服
藤
弘
司
、
石
本
家
と
寛
政
八

年
の
「
粗
続
方
仕
法
」
参
照
。

随
松
田
唯
雄
、
天
草
近
代
年
譜
、
七
七
頁
。

闘
森
克
己
、
前
掲
稿
。

図
寛
政
二
年
戌
万
覚
（
安
永
二
か
寛
政
十
二
迄
年
々
御
用
万
覚
所
収
）
〔
本

渡
町
、
木
山
家
文
書
〕
。

闘
御
用
触
写
帳
抜
書
（
同
右
）
、
辰
巳
午
御
用
触
書
留
帳

田
家
文
書
）
。

闘
閲
御
用
触
写
帳
抜
書
（
同
右
）
。

第
二
号

一九

闊
文
久
―
―
一
年
中
原
氏
古
書
類
写
（
同
右
）
。

闘
以
上
、
文
久
二
年
戊
十
月
出
職
・
出
稼
・
奉
公
人
取
扱
方
願
書
（
上
田

家
文
書
）
に
よ
る
。

闘
な
お
、
中
村
正
夫
、
徳
川
期
天
草
島
に
お
け
る
出
稼
の
諸
相
（
熊
本
大

学
教
育
学
部
紀
要
第
五
号
）
参
照
。

第
二
十
七
巻

（
未
完
）




